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この調査報告書は「1979年度新潟県遺跡地図」に三田・館ノ内遺跡

と表示されている中世城館跡、和納館又は和納館の別郭とも言われてい

る遺跡のある岩室村大字童子地内の宅地造成開発に伴い、岩室村教育委

員会が実施した発掘調査記録であります。

今回の調査では、濠、橋脚、柱穴群、井戸、土坑の遺構が確認され、

特に濠の検出はこの遺跡が紛れもない城館跡であることが分かるととも

にその他、出土した遺物による中世の生活や文化の一端を偲ぶ手がかり

を得ることができました。

当村においては、初めての本格的な遺跡発掘調査でありますが、これ

を機会に遺跡や文化財に興味や関心を持たれる方が、ますます多くなる

ことが期待されます。

調査に、献身的に努力され、ご指導いただきました川上貞雄先生を始

めとし、ご協力いただいた調査員の方々また、発掘作業に従事いただい

た方々に多大なご尽力をいただきました。

本書発刊に当たり、ここに深い感謝の意を表しますとともに今後の更

なるご理解とご支援をお願い申し上げます。

1997年３月

岩室村教育委員会

教育長成田忠雄
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１本書は、新潟県西蒲原郡岩室郡大字童子に所在する和納館跡の発掘調査に係わる報告書であ

る。

２当発掘調査は、同地内に予定された宅地造成開発計画に係わる周知の遺跡の事前調査である。

３調査は新潟県教育庁文化行政課専門委員が行った確認調査結果に基づいて、岩室村教育委員

会が行い、川上が調査の依頼を受けてこれを代行した。

４調査体制は次ぎのとおりである。

調査主体

調査担当者

調査員

事務局

岩室村教育長成田忠雄

川上貞雄（日本考古学協会々員）

杉本恵子（新潟県考古学会々員）

佐藤友子

(平成７年度）（平成８年度）

山田豊昭（課長兼公民館長）石添義克（課長兼公民館長）

沖野一（参事）田中信夫（参事）

本田時宗（係長）松本一栄（係長）

鈴木勝（主査）岩本恵（主査）

岩本恵（主査）田島カュづみ（主査）

田島かづみ（主事）川崎恵（主事補）

竹内みよ子（社会教育指導員）竹内みよ子（社会教育指導員）

現地事務員皆川祝子

三烏勝

整理作業員田中順子

池谷秀子

(笹神村郷土資料館嘱託）

協力者笹 神 村 教 育 委 員 会 笹 神 村 郷土資料館

５調査は、1994年９月に於ける確認調査と、1995同年７月26日から11月１７日までの本調査と、

引き続き笹神村郷土資料館での木製品の処理作業を同年11月28日まで行った。本格的な整理作

業に掛かれたのは翌年1996年11月１日から1997年２月28日までの都合78日間をもって終了し

た。また整理作業に当たっては、諸般の事情により、笹神村郷土資料館の研究室を借用して行っ

た。

６出土遺物のうち土器その他では350点を図示し、木製品では379点を図示した。この他に木

製品及び自然遺物など365点を計測し記録した。また、その他のものを含めて総計722点を真

空パック処理を行った。

７本書の執筆は川上が担当し、作図をはじめ計測・編集作業は、杉本、佐藤、田中、池谷が分

担した。

８発掘作業から報告書作成に至るまで、多くの方々の御指導、御支援を賜った。記して謝意を

示す。（敬称略）

伊藤啓雄遠藤孝司小田由美子金子拓男亀井功木村康祐

木村宗文唐崎裕児小林昌二 小林政雄斎藤嘉吉高橋保

竹田和夫 田村裕鶴巻康志戸根与八郎水沢幸一藤巻正信

増子正三宮田進一矢田俊文横山勝栄四柳嘉章渡辺十二

新津市立図 書 館 豊 浦 町 教 育 委 員 会 笹神村教育委員会笹神村郷土資料館

㈱テック新東 ㈲ サ ー プ ラ ッ ク ス ㈱ レック三和
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遺構に付した記号は次ぎのとおりである。ＳＤ＝濠ＳＥ＝井戸ＳＫ＝土坑ＳＸ＝不明

Ｐ,…Ｐ２＝ピット（柱穴。杭穴）

遺構番号は検出順に拠る一律のもので井戸、土坑等とも通し番号である。

遺物の出土地点の大部分は井戸遺榊と周濠からであり、これらを遺構ごとに図示し、合わせ

て遺構図も付け加えた。従って土器、木製品を一同に示し、また縮尺の異なるものも同一図

内に示し、それぞれ１／３１／６などとして示した。なお、井戸。土坑などの遺構の縮尺は

1／６０である。

遺物の割り付け番号は、一覧表番号、図版での表示番号と整合する。但し遺物番号ではない。

土器の種別には須恵器系。萱器系IIl世陶器。瓦器・土師質土器。青磁。施軸陶器などが有る

が、実測図の断面はすべて白抜きである。添付した一覧表を参照されたい。漆器類には施さ

れた漆の色を「赤」・「黒」と文字で示した。

挿図のうち第１図、第50図の方位は真北であり、その他は磁北である。

遺物実測図巾のスクリーン・トーンが示すものは以下のとおりである。
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Ｉはじめに

１調査に至る経緯

当該遺跡は新潟県西蒲原郡岩室村大字和納字童子1100～2200番地周辺に所在する中世の城館

吐である。『新潟県遺跡地図』（新潟県；1979）には和納館の名称は見られず、和納地内の字三

田、及び字館の内を指定し「三田・館ノ内遺跡」として記録されてきた。一方『新潟県中世城館

等分布調査報告書」（新潟県；1987）では、和納館は上和納字三田、同館ノ内に位置するが消滅

したと記されているに止まっている。一方、当地点の地籍名である「童子」は、その内容は不明

であるがやや離れた位置に「童子遺跡」として記されている。いま「三田・館ノ内」遺跡が和納

館吐であると推定された経緯は不明である。筆者らが知り得た最初の資料は、新潟大学考古学研

究室の諸君による資料紹介（伊藤・他；1995）である。

遺跡は日本海に面してそそり立つ弥彦・角田連山の東側背後に広がる越後平野の低地に位置す

る和納の街並みの東南端にある。ここは越後平野のを南から北に向かって流れ行く西川の右岸に

当たる自然堤防の微高地である。今回の調査地点はＪＲ越後線、岩室駅の東側に当たり、駅舎ホ

ームや線路に接した水田地帯である。

ここに民間業者による「駅東住宅団地開発事業」が、1995年春の完成を目指して進められる

計画が成され、岩室村に取っても長期の総合開発計画の一環に組み込み積極的に取り組んできた。

開発計画に因る宅地分譲面積は取り敢えず17,300cllfで78区画、240戸である。この開発計画に伴

う遺跡確認調査が1994年９月、県教育庁文化行政課によって行われた。この結果、開発予定区域

の一部分が遺跡である事が分り、しかもこれが「和納館の別廓」と推測されるにいたり、開発に

先立っての本調査が必要となった。これらの結果、本調査の依頼を受けた筆者らは1995年７月の

準備作業から11月にかけての発掘調査を実施し、次章の如き結果を得ここに報告するものである。

２遺跡と周辺の遺跡

新潟県西蒲原郡岩室村は、南北に長い新潟県のほぼ中央部の日本海に面して位置し、北東側の

巻町、東南側の吉田町、西南側の弥彦村に接し、稲作を主体とした農業と漁業、そして弥彦・角

田山の山地における林業と、古くから栄えた温泉の村である。村は日本海に接した「間瀬」地区、

弥彦山の東麓の「石瀬」地区、越後平野の真っ直中に当たる和納地区からなる。遺跡の存在する

和納地区は越後平野を延々と流れる西川の自然堤防上に発達した街で、上和納・下和納の集落に

分れ、この内、下和納は現在では隣接する巻町に所属している。

この度の調査地点は和納館吐の一部分であり、館祉は西南側へ大きく広がるものと推定される。

巻頭でも記述したが調査地点は、上和納に位置し古い街並の東側に位置し、現況は水田であり、

１



表１

２

●印＝I|'世。近世の遺跡▲印＝寺院吐・ ■印＝城館吐

その標高は4.8ｍ前後で、西川の自然堤防の微高地に接した越後平野特有の低湿地帯である。同

様の低湿地帯には古代（奈良・平安時代）以降の多くの遺跡が点在しているが、岩室村における

遺跡は周辺の市町村に比較して少なくはないが、いま部外者である筆者らが単純に知ることの出

来る『新潟県遺跡地図｣に基づけば、遺跡数は64遺跡を数える事ができる。これらの遺跡は時代の

不明なものや、また重複するものもあるが、縄文時代と推定される原始時代の遺跡が山麓地域に

かけて１７ケ所、古代の遺跡は主に平野部において10遺跡を数える。この他中世・近世の遺跡１７ケ

所と城館吐７ケ所が記録されている。1971年、石瀬字諏訪平にある縄文時代中期・後期の「青

竜寺遺跡」が村教育委員会によって発掘調査が行われている。第１図は和納館の存続したと推定

周辺の巾・近世遺跡一覧表

NOL 遺 跡名 所在地 NOL 遺跡名 所在地

１ 釈迦堂 黒崎町板井字本田 4７ 田 屋 敷 巻町大原字大角

２ 己ノ明 ノノ 字己ノ明 4８ タ ﾗ「 〃布目字タテ

３ ブギリ 潟東村五之上字土手内 4９ 岩 穴 （ 屋 ） 洞 窟 〃角田浜字此ノ入

４ 畑毒
丁

ノノ 字｣二土手 5０ 塚 〃竹野町字南馬坂

５ 与平潟 〃熊谷字与平潟 5１ 不塔島 字前田〃 ノノ

６ 六十歩 卜 〃〃字六十歩下 5２ 久保田 '′下水島字久保H１

７ 三条ＩＨ 〃〃字三条田他 5３ 桜 本 ノノ 福井字桜本

８ 長 田 月潟村釣寄字長11」 5４ 舟１１１神社Ｂ 字坂山〃 ノノ

９ 兵 蔵 ノノノノ 字兵蔵 5５ ノ、 ザ マ 字ハザマ〃 ノノ

１０ 本
グーニ

イ丁 事跡 〃東長島字本行寺 5６ 道 下 岩室村樋曽字道下
1１ 荒 川 中之口村道上字荒田 5７ 金 丸 〃上和納字金丸
1２ 万坊 〃打越字松ケ森 5８ 下和納 巻町安尻字ハガヤバ

1３ 万坊院 跡 ノノ′ノ〃 5９ ド和納寺跡 〃ノノ"

1４ 宮 烏 ノノ 河間字宮島 6０ 州ノ内 岩室村上和納字囲ノ内

1５ 福島Ｂ 福島字上向″ 6１
一命．

橋1両】 〃高橋字ヤマハリ

1６ 福 島 〃〃〃ノノ 6２ 三 田 ・ 新 谷 〃上和納字三田・新谷
1７ 上 ノノ′'" 6３

，立呂

ｊＩ１ 子 〃字童子ﾉノ

1８ 堀 屋敬 羽黒字堀屋敷／' 6４ 八 幡 前 〃字八幡前"

1９ 島 田Ｂ 針ケ曽根字島田〃〃 6５ 福明寺跡 〃西中字寺跡

2０ 梅 田 字梅111〃 ノア 6６ 天 神 〃横曽根字天神
2１ 円明寺跡 〃小吉字東若宮 6７ 岡 田 〃石瀬字岡田

2２ 亀 旧 燕市小牧 6８ 浄専跡 ﾉソノノ 字中野他
2３ 万福寺跡 ''大野 6９ 城 平 〃字城平〃

2４ 大 野 ノノ〃ノノ 7０ 1１１ノ平 〃〃字田ノ平
2５ 上 潟 〃花見字上潟他 7１ 龍 池 寺 跡 弥彦村弥彦（字下ノ原付近）
2６ 西 津雲 '′〃字西津雲 7２ 上 段 〃上泉字上段

2７ ニインドン屋敷 '′三王測 7３ 夏井経塚 岩室村夏井字ゴロゴロ山

』８ 松 崎 '′松崎 7４ 泉性寺跡 字郷屋〃

1９ 料 之塚 〃三王測字塚|]１ 7５ Wｌ 八郎屋敷Ａ 吉1111111本町字池田

)０ ア ヤ メ塚 〃関崎字下郷展 7６ iＭ 五郎屋敷Ｂ ﾉノノノ〃

)１ 下 郷尾 ／〃〃〃 7７ 本 町 諏 訪 神 社 跡 〃字前田"

)２ 長 渡 '′長渡 7８ 糸Ｌ 〃鴻ノ巣字乳

)３ 庚 塚Ｂ 吉田町米納津字小諏訪前 7９ 福 厳寺 〃字繍根"

)４ 館 屋敬 ′′字館屋敷" 8０ 新 保Ｂ 〃米納津字大島崎

)５ 野神屋敬 〃佐渡山字中川 ８１ 一 本 杉 '′吉田字砂入

)６ 長 所 燕市新京場 8２ Ilj 築地 〃 浜 首 字 中 築 地

)７ モスの 塚 I|'之11村打越甲f#:寓上 8３
-Ｇ４Ｃ

ＩｌＩｌ 畑 '′法花堂宇前畑他

)８ 茶 院Ｂ ﾉノ"′' 8４ 野 沖 〃 吉 栄 字 四 番 割 他

3９ 茶院Ｃ ﾉノ"ノノ 8５ 中沢屋敷 〃法花堂字大開

4０ 宇智古志神社跡 '′打越 8６ 中 村 〃字中村〃

4１ 助 次郎 吉田町佐渡山字川下 8７ 潟 の 内 Ｂ 〃下中野字潟ノ内

4２ 館 ノ腰 巻町馬掘字館ノ腰 8８ 潟の内Ａ ″ノノ"

4３ 河井 前 〃河井字屋敷附 8９ 門光寺跡 〃字筒免内"

4４ 真 田 西川町真田字上焼 9０ 筒 免 内 ﾉ ノ 〃 ′ ′

4５ うじ 宮 〃抑付字浦田 9１ 札 木 Ａ 〃西太田字札木

4６ 松崎屋敷 '′旗屋字浦廻 ＊ 和 納 館 跡 岩室村上和納字童子



新潟県教育庁文化行政課に因って行われた確認調査の結果報告書が提出されているので、本文

－３－

３確認調査報告書

/’

叩
印
印

される中世から近世にかけての周辺市町村に点在する遺跡91ケ所と、城館祉２４ケ所（■印､但し

内容は第52図。表50参照）を記した。この内、村内に係わるものは当遺跡の他、城館祉７ケ所を

含めた17遺跡である。

いま城館吐を除く１o遺跡が、どの様な性格を持つものであるか把握し難いが、寺院祉以外の多

くは小規模な墓吐に係わるものと考えておきたい。一方、城館祉７ケ所の内、松-岳山城。天神山

城。城河内城は実戦に備えた山城であり、その他は平時の居館吐。陣屋である。この内城河内城

祉は日本海に面した山頂に立地する事から、或いは時代を含めて性格を異にする可能性を含むも

のである。

第１図遺跡と周辺の遺跡分布図



のみをここに転載させて戴く事にする。
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岩室村和納館確認調査報告書

調査の目的

岩室村大字和納地内に宅地造成計画があり、計画地内が周知の和納館にかかる。その

ため、事前に確認調査を実施して、計画地内における遺跡の有無を確認し、今後の協議

資料を作成する。

調査地区

西蒲原郡岩室村大字和納字童子1146他

調査期間

平成６年９月５日（月）～９月９日（金）

調査主体

岩室村教育委員会教育長成田忠雄

事務局鈴木勝

調査体制

洲査担当木村康裕

調査員藤田豊明

調査対象面積

約25.990㎡

発掘調査面積

570.6㎡

調査方法

調査対象地区に試掘坑を任意に設定し、バックホー・人力による掘削・精査を行い、

遺物・遺構の有無を確認した。－第２図参照

調査結果

･層序（地層柱状図参照）－図省略一

Ｉ層暗褐色土（表土・耕作土）

Ⅱ層灰色土

Ⅲ層灰褐色粘土（鉄分含む）

Ⅳ層灰褐色粘土（鉄分含む、より暗い）

ｖ層灰白色粘土（植物の茎等を含み若干緑色をしている）

Ⅵ層灰色粘土

Ⅶ層暗灰色粘上

Ⅱ。Ⅲ層の内、若干土質の異なる所があった（Ⅱ，．Ⅲ，層）

４



１０

･遺構・遺物

遺構……６Ｔ：士坑・溝

９Ｔ：土坑・溝・ピット

１０Ｔ：溝

ｌｌＴ：溝・ピット

１２Ｔ：士坑・溝・ピット

ｌ３Ｔ：杭（新しい物）

ｌ５Ｔ：土坑

１６Ｔ：士坑（新しい物）

遺構（中世）はⅢ層上部で確認できる。

遺物……９Ｔ：土師器片５．青磁器片１．柱根１

１０Ｔ：土師器片１・珠洲焼片１

１１Ｔ：土師器片９．須恵器片２・珠洲焼片８．中世陶器片ｌ

近世陶器片５．石製品ｌ

ｌ２Ｔ：土師器片６．青磁器片１．近世陶器片２

１３Ｔ：近世陶器片１

１４Ｔ：珠洲焼片１．青磁器片１．中世陶器片１．近世陶器片３

１５Ｔ：土師器片３・珠洲焼片１

１６Ｔ：土師器片２．近世陶器片３

２２Ｔ：中世陶器片ｌ

なお、３．１０Ｔで木製品が出土しているが、時期は不明。

まとめ

和納館は「埋蔵文化財包蔵地調査カード(中世城館跡)」によれば、和納館は「埋蔵文化財包蔵地調査カード(中世城館跡)」によれば、西川を天然の要害と

した自然堤防上にあり、中世陶器片が発見された付近は和納館の別郭があったものと推定

されている。現在知名として、「館ノ内」・「囲ノ内」が残り、地名からも城館跡の存在

をうかがうことができる（今回の調査期間中に、更正図等の検討による館の区画等を読み

取る作業を行なわなかったので､今後、その作業が必要となる)。文献資料では、天正８

(1580）年に「和納へ及調儀、二之廻輪迄取破、巣城計成之」という記事（天正８年６月

９日付け「上杉景勝書状｣山岸文書）が見え、上杉景虎の「和納」館を上杉景勝方が攻め

たことが明らかになっているが、この「和納」が和納館に比定できる。

調査対象地は標高約７ｍの平坦地で、現状は水田・畑・荒地である。「カード」に記され

た感の推定範囲の中で、比較的標高の高い畑の部分で館に関わる囲構等の存在の可能性が

考えられた。

５



～

調査は、開発予定地内における遺跡の有無を確認すること、館の推定範囲を参考に堀等の

存在の有無を確認することで館の範囲を明確にすることを中心に実施した。

調査結果をまとめると以下の通りである。

．遺構は、６．９．１０．１１．１２．１３．１５．１６Ｔで土坑。溝。ピット・杭が検出された。

１３．１６Ｔの土坑。杭は新しいものと思われるが、他のものは中世のものと思われる。

これらの遺構は比較的標高の高い畑の部分に集中している。

。遺物は、９．１０．１１．１２．１３．１４．１５．１６．２２Ｔで土師器片。須恵器片．珠洲焼片。中世

陶器片。近世陶器片。石製品等が出土している。中心となる遺物は珠洲焼片で中世後期のも

のと思われる。

。遺構。遺物から「埋蔵文化財包蔵地調査カード（中世城館跡)」に記載された和納館に関

わる遺跡であると推定される。９．１０Ｔで南北に走る堀と思われる溝を検出したが、南。北

側への延びが不明確であり、遺描の集中している範囲を考えると、館本体ではなく、副郭に

あたるものと推定される。この副郭は文献資料に見る「二之廻輪」にあたる可能性がある。

凋査の結果から、開発予定地のうち迩構。遺物が集中している所を中心に別図に示したと

ころについては工事着工前に発掘調査（本調査）が必要である。

～

－

催=§虹Ｌ

ＩｌＩｌｌＩＩｌｌｌＩｌｌｌＩｌＩ

~1１ ５０ｍ

第２図確認調査付置図
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Ｉ

1994年10月、筆者らは隣町吉田町の佐渡山地域において、古代遺跡の発掘調査を行っていた。

その現地で、岩室村教育委員会より当遺跡調査の依頼要請を再三に亘って受けた。翌年度の日程

の折り合いも付かぬまま、取り敢えずこの要請を受けることになった。１９９５年４月から開始し

た前半の調査活動が長引き、調査補助員１名と作業員６名を１カ月余の残務作業に残して現地に

赴いたのは７月末の事であった。

発掘調査範囲は開発予定区域内の南西寄りの一部分であり、第２図でスクリーン。トンで示し

た2,600㎡である。農道を挟んだ西側はＪＲ越後線の鉄道と岩室駅のプラットホームに接し北側

には県道加茂～岩室線の主要道路に接している。現況は休耕中の水田で、かつては苗代田として

使用されたと言われる如く、幅２～5ｍ割りの境界線を見、用地の借用に苦慮する結果を見た。

調査に先立ち、パックホーとクローラーダンプを導入して表土の耕作土を排除し、その後任意

の５ｍメッシュを組み打杭した。その後、ベルトコンベアー等を搬入して、８月１日より開始す

■
日

寸言～
烏

Ａ

～１
１
“

・
■
・
刀

Ｉ

１
Ⅱ
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４調査の方法と経緯

１

－
９
日

剛
ｆ

二千

1２１１１０９８７ ６ ５ ４ ３ Ｚ １

第３図グリット設定図
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、

1997年２月28日、漸くにして作業を終了し、当報告郡の執筆に向かう時点に至った。

G－３Ｃ－９Ｇ－１１

IＩｌ

ＩＩＩ

－１
ｍｌ， Ｉ

Ｉ

Ⅳ

ⅡⅡ

８

る人力に拠る発掘作業に備えた。作業は順調に進められた前半に引き替え、出水と多量の雨水、

さらに濠内のヘドロと困難を来した。

第３図は５ｍメッシュの位置図であり、北側から南側に向かって１～12の数字、西側から東側

に向かってＡ～Ｋのアルファベットを付してそれぞれのグリット名とした。因みにメッシュの長

軸の方位はＮ６５ｏＥである。

調査進行の結果、遺跡の地層はほぼ安定しており、第４図に示した如く、Ⅱ層の赤褐色粘質土

を基盤として遺物、遺構が検出された。

検出した遺構は全長95ｍに及ぶ内濠と、同じく５６ｍの外濠、４４基の井戸、５０基の土坑等と無

数のピット群であり、膨大な量の土を動かす結果と相成った。また出土した遺物も多斌である。

11月1711を以て現地での作業を終了した。出土遺物は筆者等の都合もあって、筆者や調査員の居

住地に近い北蒲原郡笹神村の郷土資料館へ運び、そこの一室を借用して整理作業を行うことにし、

Ⅳ

Ⅳ

IⅡ

暗 褐 色 土

（耕作土）

赤褐色粘質土

暗 灰 色 粘 土

灰 褐 色 粘 土

灰色粘土

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

Ｖ

第４図遺跡地層柱状図

IＩ

Ⅲ



Ⅱ遺構と遺物

１遺構のあらまし

発掘調査区域の東側から7ｍ程を隔てて南北に向かって濠が検出した。この遺構は調査区域の

南北一杯に伸びるものであり、この遺跡が明らかな城館吐であることが分かる。濠の一部は北端

で直角に西に向かって折れ、この西南に当たる区域と一部濠内に遺構を見るが、濠東側では小量

の遺物は採集されているが、遺構は一切検出されない。従ってこの濠は城館吐の周濠である事が

分かる。濠は大小の２重から成り、郭内には多くの遺構が有る。遺構は前章でも記したが44基

の井戸、５０基の士坑等の他、移しい数のピット群がある。これらのピット群は、柱穴や杭穴で、

柱根や杭尻を残すものもあるが、それぞれの全体像は把握できない。井戸遺構は互いに重複する

ものが多く見られ、これらの前後関係を必ずしも明らかにはできないものもある。

第５．６図は調査結果の遺構全体の実測図である。それぞれ＊印の位置で接続する図である。

確認調査結果における適格な判断から、遺構の北東部分の末端部を調査範囲の中に捕える事がで

きた。第５．６図の東側（下側）には幅の狭い外濠と広い内濠が平行して存在し、図の北側には

内濠が直角に折れ曲がって存在する。ピット群の内、●印を付したものは柱根や杭尻を残してい

たものである（一部腐蝕に因って取揚げないものもある)。図の中で荒い破線で区画したＡ・Ｂ。

Ｃは、第８～１０図として抜粋したものである。この内Ｃは杭列であるが、その他は建物を想定で

きるピット群である。位置的にはグリットの６．７列には稀薄でそれぞれのエリアに分かれてい

た様子が伺われる。土坑はピット群に混在しているが、井戸はピット群の外部に位置することが

明らかである。グリットの６．７列区域の井戸群とＢ～Ｄ－９－１１区域の井戸群とは大きさの規

模を異にする。これは下層部の地質の異なりに因るものと考えられるものである。

なお図中の周濠の数箇所にＡ－Ａ′～Ｅ－Ｅ′の記号は第７図周濠断面図の測定箇所である。

改めて周濠を図示しないのでここに付した次第である。また図中で「試掘」或いは「試掘撹乱」

箇所は、前項に記した試掘におけるトレンチの跡である。

２ 周１象

既に記載した如く遺構は２重の濠をもつ郭である。これらが同一時期に存在したものか、或い

は異なった時期のものかはともかく、ここでは便宜上内濠瀞外濠と称する。まず外濠から記述す

る（第５図図版４参照)。発掘調査区域の東側に添って約７ｍ隔てて、南北にほぼ一直線に延

びる。この位置はグリットのＪ列に当たり、Ｊ－１～Ｊ－ｌ２区に及び調査範囲の全面に当たり、

その全長は63.3ｍｌ～5区に掛けてはＮ２．５．Ｗ、５～12区に掛けてはＮ８．５．Ｅと僅かに湾

曲する。上幅の最大は2.2ｍ、最小２ｍでほぼ一定し、底部は８～12区に掛けてはＶ字状で北半

９
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は３０～60ｍと幅をもつ。深さは1.2～Ｌ３ｍで。北側では８０とやや浅くなる。Ｊ－８区の底部

の中心部に橋脚と考えられる杭を検出した。２本の細杭が1.2間隔で立つ。この内、北側のも

のは８．９間のピンラインに掛かって位置する。杭は北側は杉材、南側は栗材で共に焼杭であり、

遺物割付けNcL480o481がそれである。

内濠は外濠に添って位置し、その間隔は0.8～1.25ｍである。発掘位置ではグリットの１列に

中心をおき２～４区においては幅を広げＨ列に広がる。北側１区において西側へ直角に曲がる。
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この位置での遺構はその外側が調査区域外に掛かるため福員の中ほどしか完掘していない。上幅

は４～12区に掛けては５～5.4ｍであるが２．３区のコーナー部分に掛けては７～7.8ｍを測る。

底幅は２～5.4ｍと一定ではなく底部は平坦である。深さは外濠と同様で、南側では1.3ｍ前後

で、北側のコーナー付近では80cm前後である。９区の底部内側寄りに橋脚と考えられる２本の杭

が残る。この間隔は1.05ｍで、位置的には外濠のものより南側に寄っており、今、この内の北側

のものは８．９間のピンラインより3.4ｍ地点にある。橋脚そのものに関しては遺物の項で記す

が、廃材の利用である。

３ピット群

前述した如く多くのピット群ではあるが建物としての纏まりを把握し得ない。ここでは数基の

住ﾀﾘ或いは杭列として記したい。ＡエリアはＣ－１１．Ｇ－10～Ｄ－８ｏＤ－８区を中心に点在す
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1６－

る。この範囲の一部分を第８図に拡大して示した。Ｐ,8～P2Iは４間の柱列でそれぞれ柱根を残

す。それぞれ2.9,2.8,2.7ｍを一間とし、都合8.53ｍを測り、方位はＮ３ｏＥで、太い柱

根を残している。Ｐ塊～Ｐ25～Ｐ麹は４間×４間で柱根を残し、前者に重複して存在する。桁行

5ｍ、梁行2.7ｍである。北側梁行にも柱穴を見るが関連性は期待できない。今この桁行の方位

はＮ８ｏＥである。Ｐ師～Ｐ40、又はＰ40～Ｐ４２などは柱列としては難題である。ＢエリアはＤ

－７．Ｇ－６～Ｄ－４．Ｇ－４区に広がり、その一部分を第９図に示した。Ｐ!～Ｐ５は４間の

柱列で、それぞれ1.8ｍ前後の柱間で全長7.1ｍを測り、方位はＮ13°Ｅである。これに対応す

るものは確認できない。Ｐ10、Ｐ,Ｉはほぼ同寸の角柱が検出したが前後の連結が不明である。

2.4ｍの間隔を持ち、Ｎ10.Ｗの方角にある。Ｐｌ６、Ｐｌ７は図面上で連結したが、柱の形態に異な

りを見る事から難題である。ＣエリアにおけるＰ46～Ｐ５Ｉは乱杭である。６本がそれぞれ２本づづ

関連するかの様に３０，７０，４０cmの間隔をもって並ぶ。これらの目的などは不明である。前後する

が第11図はＢエリアの一部分でSK56号士坑の上層部に円形に並ぶピット群である。中心に1基の

ピットを持ち直径２ｍほどに９個のピットが円陣を組む。

４井戸と士坑

前項で記述した如く総数44基の井戸と50基の士坑を検出した。井戸の一部は周濠に重複するも

のもあり、この館吐の推移を詮索する何等かの手掛かりになるものもあるｃ内部施設を有するも

のはＳＥ-77号が唯一でその他は素掘り井戸であり、底部の「まなこ」などの明らかな施設も見ら

れない。また平面的には全て円形である。重複して存在するものも複数を数え、例えばＳＥ-11号

表２

遺構

番号
位置

計測（c､）

長径 短径 深さ

一
ホ
ロ
弓

図
番

遺構

番号
位置

計測（c､）

長径 短径 深さ

一
ホ
ロ
言

図
番

遺構

番号
位置

計測（c､）

長径 短径 深さ

一
ホ
ロ
弓

図
番

１ Ｅ－４ 3０ 2８ 2８ 1９ Ｄ－９ 4９ 4８ 8４ 332 3７ Ｆ－９ 5４ 4９ 6５ 345

２ " 5３ 5０ 6３ 2０ " 3６ 3４ 9４ 333 3８ " 4８ 4８ 5５ 344

３ 〃 5５ 5２ 5３ 351 2１ Ｄ－ｌＯ 5４ 4７ 6２ 3９ Ｇ－９ 3６ 3７ 5２ 343

４ Ｅ－５ 5６ 3６ 4２ 2２ Ｄ－９ 4９ 3８ 3１ 4０ ノノ 4５ 3６ 3４ 341

５ ′〃 4６ 4０ 7０ 2３ 〆〃 5８ 4４ 5９ ４１ Ａ〃 5０ ４１ 5１ 330

６ Ｅ－４ 2６ 2６ 4２ 337 2４ " 5２ 4６ 2７ 4２ 尻' 3４ 3２ 4０ 347

７ Ｄ－４ 5４ 5０ 5８ 342 2５ Ｄ－ｌＯ 3６ 3４ 4０ 4３ Ｆ－９ 7２ 4８ 4４ 354

８ Ｅ－５ 6０ 5２ 5３ 338 2６ ′〃 4６ 4２ 5３ 4４ 〃 3２ 3２ 2５ 349

９ Ｆ－４ 4３ 2９ 2５ 329 2７ β' 3３ 3０ 1７ 4５ Ｆ－ｌＯ 4０ 3８ ５ 358

１０ Ｆ－５ 3７ 3６ 4５ 325 2８ 〃 4８ 3０ 4６ 4６ Ｈ－ｌｌ 1９ 1９ 4０ 339

１１ Ｇ－６ 6８ 6４ １１０ 324 2９ 〃 ４１ 4０ 7１ 335 4７ ﾉ′ ２１ 1９ ９ 腐蝕

1２ Ｈ－５ 3８ 3８ 3２ 340 3０ Ｃ－ｌｌ 4８ 3２ 3１ 350 4８ Ｈ－ｌＯ 3１ 2７ 2２ 355

1３ Ｈ－６ 2６ 2４ 4０ 腐蝕 3１ Ｅ－ｌＯ 4０ 3８ 3４ 348 4９ ﾉア 3４ 3０ 2０ 331

1４ Ｅ－６ 4４ 3７ 6９ 336 3２ ﾉア 3０ 3０ 4８ 346 5０ 〃 2６ 2５ 4６ 326

1５ Ｄ－６ 3８ 3７ 8５ 353 3３ Ｅ－９ 5０ 4０ ６１ 腐蝕 5１ 〃 2７ 2６ 2０ 腐蝕

１６ ′〃 5０ 5０ 1９ 328 3４ 〃 4５ 4４ 3３ 352 5２ Ｇ－８ 4６ 3２ 2７ 腐蝕

1７ Ｄ－７ 6６ 5２ 2８ 357 3５ Ｅ－８ 2８ 2６ 4８ 腐蝕 5３ Ｇ－７ 5０ 327

1８ Ｄ－８ 7３ 4３ 5６ 334 3６ Ｆ－９ 3８ 3４ 3２ 356



1７－

とＳＥ-71号、ＳＥ-29号とＳＥ-77号、ＳＥ-99号とＳＥ-102号などがある。井戸の所在位置では、前項

のピット群のエリアの外周にあり、①Ｅ-6～Ｈ－６．Ｈ８区、②Ｂ－９．１１～C-11区、③Ｈ-11～

12区に集中し、④Ｄ～E-3区になどにも点在する。下層部における地質の異なりからそれぞれ

の深度などに相違があるものと考えられ、②区域のものは比較的浅い。またＳＥ-85号は内濠と外

濠の凌ぎ部分に所在するが掘削後自噴が止まない。土坑はその所在を特定できず、ピット群エリ

アにも点在する。士坑の性格などは不明であり、また一部は時代を特定できないものもある。ま

た明らかに現代のものも多数あり、これらは除外してある。

この他、溝状遺構SD-69号の他２基、SX-89号とした土坑状の不明遺構がある。井戸、土坑を

含めて個々に付いては次項で記述する。

表３井戸遺構一覧表

番
号

遺構

番 号
位置

計 測（c､）

長径 短径 深さ

番
号

遺構

番号
位置

計 測（c､）

長径 短径 深さ

１ ＳＥ－４ Ｇ－４ 1７５ 170 173 2３ ＳＥ－７０ Ｇ－ｌＯ 115 9４ 136

２ ＳＥ－７ Ｅ－６ 304 290 189 2４ ＳＥ－７１ Ｆ－８ 1４９ 1２１ 1０６

３ ＳＥ－８ Ｅ－７ 1７５ 169 170 2５ ＳＥ－７３ Ｇ－７ 9４ 8５ 165

４ ＳＥ－１１ Ｆ－８ 173 1５４ １１８ 2６ ＳＥ－７４ １－４ 9２ 107 118

５ SＥ－ｌ３ Ｈ－８ 145 1３２ 163 2７ ＳＥ－７５ Ｇ－ｌｌ 7７ 7９ 138

６ ＳＥ－２１ Ｃ－ｌＯ 1２１ 115 116 2８ ＳＥ－７６ Ｇ－６ 137 140 1２１

７ ＳＥ－２２ Ｄ－ｌＯ 1１９ 1１１ 1１４ 2９ ＳＥ－７７ Ａ・Ｂ－ｌｌ 1２０ 120 1６４

８ ＳＥ－２４ Ｃ－ｌＯ 7８ 7４ 9８ 3０ ＳＥ－８０ Ｆ－９．１０ 1１９ 105 128

９ ＳＥ－２５ Ｂ－１０ ８１ 7６ 1０３ 3１ ＳＥ－８１ Ｈ－５．６ 9６ 8５ 119

1０ ＳＥ－２７ Ｂ－ｌｌ 1０９ 1０６ 119 3２ ＳＥ－８２ ′' 205 219 270

1１ ＳＥ－２８ 〃 8５ 1０６ 118 3３ ＳＥ－８３ Ｈ－ｌｌ 118 148 228

1２ ＳＥ－２９ " 198 206 1４２ 3４ ＳＥ－８４ Ｂ－９ 133 132 140

1３ ＳＥ－３２ Ｃ－１１．１２ 152 1３２ 1３１ 3５ ＳＥ－８５ １－１１ 1２１ 111 250

1４ ＳＥ－３７ Ｇ－ｌ２ 130 132 260 3６ ＳＥ－９２ Ｅ－２．３ 8６ 7８ 1０１

1５ ＳＥ－３９ Ｇ・Ｈ－１０ 142 170 166 3７ ＳＥ－９３ Ｈ－８ 1０７ 130 194

1６ ＳＥ－４８ Ｃ・Ｄ－５ 182 204 285 3８ ＳＥ－９４ Ｈ－７ 231 231 279

1７ ＳＥ－５２ Ｈ－８ 134 137 200 3９ ＳＥ－９５ Ｇ・Ｈ－８ 114 169 226

1８ ＳＥ－５３ ﾉザ 1７５ 136 166 4０ ＳＥ－９８ Ｇ－７ 257 323 294

1９ ＳＥ－５５ Ｄ－３ 300 354 225 4１ ＳＥ－９９ Ｆ－７ 1７０ 185 268

2０ ＳＥ－５７ Ｆ－３ 176 205 257 4２ SＥ－ｌＯＯ Ｊ－６ 6７ 6７ 145

2１ ＳＥ－６０ Ｇ－２ 102 108 1０４ 4３ SＥ－ｌＯ１ Ｈ－ｌｌ 8７ 8２ 119

2２ ＳＥ－６５ Ｈ－７ 175 120 160 4４ SＥ－ｌＯ２ Ｆ－７ 140 145 190



井戸の地層

土坑の地層

表４

1 赤褐色粘質土 ７ 灰色粘土

２ 黒色粘土 ８ 黒 灰

３ 赤茶色粘土 ９ 黄褐色砂質土

４ 黒色土 １０ 黒灰色粘土

５ 黒 褐 色 土 11 暗褐色士

６ 赤褐色士 1２ 黄褐色粘土

番
号

遺構

番号

位置
計測（c､）

長径 短径 深さ

番
号

遺構

番号

位置
計測（‘、）

長径 短径 深さ

1 SＫ－３ Ｇ－５ 1０１ 7２ 6０ 2６ ＳＫ－５０ Ｇ－４ 7５ 7０ 2７

２ SＫ－５ Ｈ－４ 7９ 7８ 1８ 2７ ＳＫ－５４ Ｃ－２．３ 1９５ 1５０ 6１

３ SＫ－６ 1－４ 1１５ 8０ 1５ 2８ ＳＫ－５６ Ｆ･Ｅ－４ｏ５ 183 178 8２

４ SＫ－ｌＯ Ｆ－８ 1０３ 9９ 7０ 2９ ＳＫ－５８ Ｆ－３ 9９ 8０ 5０

５ SＫ－ｌ４ －９･１０ １２３ １０３ 8６ 3０ ＳＫ－５９ Ｇ－３ 1３３ 3４ 5１

６ SＫ－１５ Ｇ－９ 210 1５８ 7３ 3１ ＳＫ－６３ 1－１１ 7５ 7４ 1６

７ ＳＫ－ｌ６ Ｇ－ｌＯ 8０ 7５ 4１ 3２ ＳＫ－６４ Ｅ－９ 9０ 7５ 5４

８ ＳＫ－ｌ７ 〃 1０１ 9２ 4８ 3３ ＳＫ－６６ Ｆ･Ｇ－５ 1０７ 1００ 9２

９ SＫ－ｌ８ ／' ８１ 7６ 1０３ 3４ ＳＫ－６７ Ｆ－５ 8０ 5８ 6８

１０ SＫ－ｌ９ Ｅ･Ｆ－９ 1１２ 9５ 7２ 3５ ＳＫ－６８ Ｆ－５ 5７ 7５ 2８

1１ SＫ－２０ Ｅ－ｌＯ 7０ 7０ 6０ 3６ ＳＫ－７２ }１－６ 7１ 5７ 4４

1２ SＫ－２３ Ｂ－ｌ２ 150 4１ 1０ 3７ ＳＫ－７９ Ｇ－９ 1１７ 1０４ 2８

１３ SＫ－２６ 〃 7２ 6１ 6４ 3８ SＫ－８６ Ｅ･Ｆ－ｌＯ 8０ 7５ 4３

1４ SＫ－３０ Ｂ－ｌ２ 8６ 8５ 7６ 3９ SＫ－８７ Ｆ－ｌＯ 7８ 7７ 4７

1５ SＫ－３１ Ｃ－ｌ２ 8５ 7３ 7３ 4０ SＫ－８８ Ｇ－９ 100 8６ 3２

1６ SＫ－３３ Ｄ－ｌｌ 150 1３２ 8２ ４１ SＫ－９０ Ｃ－９ 9０ 8０ 7５

1７ SＫ－３４ Ｄ－６ 9５ 9０ 9０ 4２ SＫ－９１ Ｄ－５ 9６ 8５ 8３

1８ SＫ－３５ Ｆ－ｌｌ 8５ 7３ 4０ 4３ SＫ－９６ Ｇ－７ 9６ 1１２ 8７

1９ ＳＫ－４１ 1－１１ 6０ 6０ 6８ 4４ SＫ－９７ ﾉリ 6７ 7０ 6５

2０ ＳＫ－４２ Ｄ－ｌＯ 7２ 6２ 6３ 4５ SＤ－１２ Ｅ－９．１０ 710 5４ 2０

2１ ＳＫ－４３ Ｄ－６ 7９ 6２ 6３ 4６ SＤ－６９ Ｇ－１１．１２ 684 1０５ 1８

2２ SＫ－４４ Ｅ－５ 8０ 7４ 2３ 4７ ＳＸ－３６ Ｆ－１１ 270 7７ 2１

2３ ＳＫ－４５ Ｄ－１０．１１ 148 115 5９ 4８ SＸ－６１ Ｈ・’－２ 156 1４０ 1２

2４ SＫ－４６ Ｆ－ｌ２ 6４ 5５ 3７ 4９ SＸ－６２ 1－２．３ 240 1６１ 10

2５ SＫ－４７ Ｃ－ｌ２ 6３ 6０ 1６ 5０ SＸ－８９ Ｃ－８ 9０ 7９ 6８

１ 赤褐色粘質土 1０ 灰色砂

２ 暗褐色粘土 11 褐色土

３ 黒 褐色粘土 1２ 黒 灰

４ 灰色粘土 1３ 黒褐色士

５ 黒色腐蝕士(炭化） 1４ 青色粘土

６ 黒 色 粘土 １５ 細 砂

７ 黄褐色粘土 1６ 茶褐色粘土

８ 赤褐色粘土 １７ 黒灰色土

９ 灰色粘土 1８ 茶色腐蝕土
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５遺構と遺構出土遺物

ＳＥ－４号と遺物（第12図図版５表7参照）

やや孤立した位置にありSK50号に接しているが関連性は認められない。底部は35cmと狭い。

青磁碗の底部、須恵器系饗の胴部細片、摺鉢がある摺鉢のうち3は須恵器系、４は瓦質である。

共に口縁部で面取りを持たない口唇部や、器の内外面に何等の特徴を持たない。

ＳＥ7号と遺物（第１２．１３図図版５表７．８参照）

図版５に見られる如くＳＥ－８号に接している。上部の崩壊がかなり進んだ様子が伺われ、３ｍ

程の上口を測る。また、この崩壊とは別に、相対する２方に作業用か或いは水汲み用と考えられ

るテラスがある。またこのテラスの一方に上層の柱穴が重複し、９の細柱が検出している。この

繭lxlN【
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表８掲載遺物一覧表挿図Nol3
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1９

開W|護書’
表７掲載遺物一覧表挿図NoLl2

名称又は形態

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

１ 7９ ＳＥ－４ 青磁碗 4４ 1２ 無文 劃字 徴密 良 暗緑 暗緑 ｢林」

２ 7６ 〃 須恵 系翌 細 条線状叩文 ヨコナデ 長 石 粗 粒 中 暗灰 暗灰 割れ□を磨く

３ 7８ ノノ 〃 摺鉢 '' 福目 微砂粒 良 黒 黒

４ 7７ ノノ 瓦 質′′ ﾉノ 水 挽 ′' ′〃 ﾉア 黄土 黄土

５ 2３ ＳＥ-７ 須 恵系〃 1５０ ４ へラ調整 " 石英・長石微粒 中 ′〃 β〃 SX-36に同一片

６ 2４ ノノ 瓦 質〃 1２２ ５ ナデ ﾉ′ 長石粗粒 ﾉノ 焦茶 薄茶

７ 2５ ′〃 ' 〃′' 150 I 水挽・糸切 〃 石英･長石徹･粗粒 良 暗灰 黒灰 炭化物付着

８ 1３７８ ′〃 木製品 板 状 380 3２ ８ 削る 杉

９ 1８７５ 〃 ﾉノ 柱 410 1１２ 9５ ﾉノ 楢

１０ 1872 ﾉソ ﾉノノソ 300 130 1００ 栗

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

1１ 2２ ＳＥ－７ 須恵系聖 細 条線状叩文 当て具・ナデ 長石微粒 良 暗灰 暗灰

1２ 2７ " ﾉ '〃 ﾉア "汐 ﾉア '〃 ﾉア 茶灰 茶灰 胴部

1３ 2９ ′〃 ﾉノ′ 〃 ﾉノ ﾀツ '〃 '' 〃 灰 暗灰 久ダ

１４ 2８ 〃 〃摺鉢 '〃 ナ デ 橘目 '〃 ′' ﾉノ '〃 ノノ

1５ 2６ 尻〃 査 器系喪 '〃 水 挽 水挽・ナデ 長石粗粒 ′' " 茶 口縁部

1６ 3０ ′〃 ﾉノ 摺鉢 '〃 〃 橘 目 ﾉノ ﾉソ 茶 灰

1７ 3１ ′〃 ﾉノ 翌 '' ナ デ 当て具 石英･長石･細粒 ノノ 灰白 灰白

1８ 3２ 〃 土師質カワラケ ２ 水挽 水挽 石英微粒 中 薄茶 薄茶

1９ 2１ ノノ 青 磁皿 130 ３ 徴 密 良 緑灰 緑灰 貫入

2０ 1３７９ ′〃 木製品底 板 8０ 4６ ５ 削る 杉 平釘曲物力

2１ 1383 ノノ 〃 柄力 1３５ 1９ 2３ '〃 〃'

2２ 1041 ノノ 〃 不明 184 2３ ４ 組む ''

2３ 320 〃 石製品 砥 石 7０ 4７ 2５

2４ 319 尻〃 況 ダ〃 4６ 3６ 3４

2５ 321 ﾉア ﾉソノ ノ 115 6３ 3０

2６ 314 ノノ 石臼〃 110 300 1２ 石英粗面岩 上臼

2７ 3７ ＳＥ－８ 査器系摺鉢 128 1 ナデ・糸切 橘目 石英･長石･微粒 良 明茶 明茶 SE-941ｺ司一片

2８ 322 ﾉソ 石製品砥 石 111 7９ 6０ 三方と小口研ぎ面

2９ 1138 ′' 木製品 板 状 8２ 4８ ５ 杉

3０ 1364 〃 ′〃 組物側板 1０２ 7０ ８ 桧力 升力

３１ 1１３５ βダ 串力〃 225 4５ 2０ 杉

3２ 1134 〃 〃曲物側板力 283 1９ ５ ﾉア

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考
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柱に関連するものと考えられるピットは無く、この柱も当井戸との関連’性は認められない。なお

10の柱は井戸内に流入したものである。検出された遺物は多く、饗、鉢、カワラケ、青磁、石製

Ｉｌｆｌ、木製,ＩＩｌｌｌがある。饗には須恵器系の11～１３、査器系の１５．１７，鉢は摺鉢で同じく須恵器系の５．

１４、萱器系の16があ。査器系の髪、鉢共に越前焼きである。木製品では生活関連、生産関連用具

と推定されるものがあり、石製品は砥石類と石臼である。石臼は鳴臼と挽臼と混同しやすいが、

挽臼すなわち挽磨臼の上臼である（図版21参照)。図示した如く鵬受けには金輪が族め込まれて

いる。図示したものの他、土器片7、木製品９点の出土がある。

ＳＥ－８号と遺物（第13図図版５表８参照）

ＳＥ－７号･の南側に隣接して位置する。７号に比して極端に小さく感じられようが上口170cm前後

であり、ここでは中ぐらいに値するものである。深さは僅かに浅い事から7号に先行するもので

あろう。２７は萱器系の摺鉢である。後述するＳＥ-94号出土の破片に接続する。木製品では升、

曲物と推定される側板の他、３１の串は呪術関連のものであろう。図示したものの他、木製品2点

がある。

ＳＥ-11号と遺物（第14図図版５表9参照）

ピット群のＡエリアに接して位置しＳＥ-71号と重複しており、７１号が先行する。深さは118ｃｍ

と浅く底部は広い。遺物は比較的多く陶磁器、木製品、銭貨がある。３３は須恵器系の饗で口径

49.4cmを知り得る数少ないものである。また口縁部を強く折り返した形態でここでは古手のもの

の一つである（図版10参照)。３４は須恵系の鉢であるが播目を持たない。資器系の髪40,41は共

に胴部の細片である。４２，４５は青磁碗と染付Ⅲである。後者はいわゆる明染付で唐草と十字花文

の青花がある（図版16参照)。４６の銭貨は「元符通賓」である。木製品の47はコモヅチ（薦槌)、

48は箱物の側板であろう。

－２０－

儲i:講蓑器
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

3３ １ SＥ－ｌｌ 須恵系髪 494 ４ 条線条叩文 水挽･当て具 石英・長石微粒 良 黒灰 黒灰 SE-8‘99.16に同一片

3４ ４ ﾉノ ﾉノ 鉢 1０８ 240 120 ５ 水挽･糸切 微砂粒 不 灰 灰 剥離

3５ 1869 ノダ 木製品柱 200 206 160 不 明

3６ ２ ﾉノ 須恵系髪 細 条線条叩文 水挽･当て具 石英・長石微粒 良 灰 灰

3７ ３ ﾉノ ﾉノ ノ ノ ノノ '〃 ﾉ′ 織 密 ノノ 灰白 ﾉノ

3８ ５ ﾉノ ﾉ ノ ノ ノ ノノ ノノ 当 て具 石英・長石微粒 ﾉノ 暗灰 暗灰 胴部

3９ ６ ﾉノ ﾉノ 摺鉢 ノノ 水 挽 橘目 ﾉノ ﾉノ 褐 灰

4０ ７ ﾉノ 査器系髪 ノノ "' ナ デ 長 石 微 粒 ノノ 茶 黄色 胴部

4１ ８ ノノ '〃 ノ ノ ノノ ﾉノ ノノ 石英・長石微粒 ﾉノ 灰 茶 ﾉノ

4２ ９ ﾉソ 青 磁碗 〃 蓮弁文 織密 ﾉノ 薄緑 薄緑 口縁部

4３ 4９ ′〃 土師質カワラケ １５ ９１ 7２ ３ ナデ ナデ 石 英 微 粒 不 薄茶 薄茶

4４ 323 ﾉノ 石製 品 砥 石 6８ 6５ 2１ 三方と小口研ぎ面

4５ 1０ ﾉノ 染 付皿 2２ 1０４ 4８ ６ 力柑頚言早又 十字花文 織密 良

4６ 346 ﾉ 金工品銭貨 2４ ｢元符通賓」

4７ 1367 '' 木製品コモヅチ 220 4０ 4５ 削る 栗

4８ 1366 ﾉノ 〃 組 物 力 297 3３ ９ 釘止 杉

4９ 4８ ＳＥ-７１ 須恵系壷Ａ 細 水挽 水挽 石英･長石・鮒 良 灰 灰 胴部

5０ 1１２６ ′' 木 製品 杭 1８５ 4７ 4５ 削る 杉 現代物力

造り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考
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SE-71号と遺物（第14図表9参照）

ＳＥ-11号と重複しておりこれに先行することから辛うじて計測が可能であった程度である。須

恵器系壷Ａ類の腰部細片と杉の割杭が出土している。しかし杭は新しい物で偶然の物と推定され

る。

ＳＥ-13号と遺物（第15図図版５．６表10参照）

ＳＥ-53号のテラス部分と接合し53号が先行する。１３号は底部が湧水の為に大きく扶られて広がっ

ている。底部には自然木がよこたわっている。須恵器系鉢１点の他、包丁の柄と考えられる木

製品１点を図示したが、この他５点の木製品が出土している。

ＳＥ-53号と遺物（第15図表１０図版２２．２９参照）

底部が僅かに30cmと狭い構造で、隣接する13号よりやや深い。出土遺物は53の青磁碗、６０の砥

石の他は木製品である◎ヒデとは灯明用の小型の松明である。ハシ状木製品は串と同様の呪術用

具の可能性もある。５６の切り込みのある桟状の物は想像の域を出ない。図示したものの他、木製

品４点がある。

ＳＥ-21号・ＳＥ-22号・ＳＥ-24号・ＳＥ-25号・ＳＥ-28号（第15図図版５参照）

いずれも遺物は無く、また小規模の物である。この内、２４号が中膨らみで底部が１５cmと狭い特

S＝l／３
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表１０掲載遺物一覧表挿図NoLl5
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表１１掲載遺物一覧表挿図NcLl6
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計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

5１ 1221ＳＥ-13木製品刃物の柄 120 2８ 10 割る 杉

5２ 8２ ﾉソ 須恵系摺鉢 細 水挽 橘目 石英･長石徴･荒粒 中 黄灰 黄灰 胴部

5３ 1０３ ＳＥ-53 青磁碗 〃 無文 無文 綴密 良 薄緑 薄緑

5４ 1２５９ 〃 木製品ヒデ 1０２ 削る 松 焼け

5５ 1１３１ ｆグ 〃 串状 150 1７ 1２ ﾉノ 杉

5６ 1130 〃 〃ハ シ 状 170 ７ ４ 〃 ﾉザ

5７ 1１２９ ノノ パ グ〃 200 ６ ４ ′〃 ﾉノ

5８ 1128 '' 〃 〃 230 ８ ５ ′ノ "ザ

5９ 1１２７ ﾉリ 〃飾機 力 300 3０ 1０ ﾉノ 物掛機力

6０ 324 " 石製品砥石 1０４ 3８ 2９ 四方に研緬

6１ 1０１ ＳＥ-27須恵系摺鉢 細 水挽 橘目 石英長石微粒 良 灰 灰 胴部

6２ 1００ 戎' 瀬戸系瓶力 1.5 施袖 ナデ 貫入

6３ 1８１０ " 木製 品舟形 137 1８ 1１ 挟る 桧力 形状

造り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

6４ 4２ ＳＥ-29 青磁碗 細 唐草文 織密 良 黄緑 黄緑 胴部

6５ 4１ 〃 ノノ〃 ﾉア 〃 ノノ ﾉノ ﾉ' ノノ "

6６ 4０ β' 近世陶器〃 7６ ３ 水挽 水 挽 " ﾉザ 灰白 薄黄 在地陶器

6７ 4３ " 土師質カワラケ 細 ナデ ナデ 石英・長石細粒 不 赤茶 赤茶

6８ 1326 ノア 漆 器 碗 5１ 1５６ 8２ 10 黒漆 下地樹液力 長石微粒 " 灰白 灰白

6９ 3９ 〃 須恵系壷Ａ 240 ２ 水挽 水 挽

7０ 1８７９ ＳＥ-77 木 製 品曲物 610 560 500 1２ 綴る 杉 井戸側

7１ 1８８０ ′' ﾉ ァ〃 540 466 9２ 1２ "汐 〃 ﾉア

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考
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異な形態を呈している。

ＳＥ-27号と遺物（第15図表１０図版５参照）

小規模な井戸で図示した３点の遺物がある。６２は瀬戸の施軸陶器で瓶の口縁部である。６３はか

なり破損が進んでいるが舟形の形代で呪術用具の一種である。

ＳＥ-29号と遺物（第16図表１１図版５参照）

ＳＥ-77号に隣接している。底部が砂層である事や湧水が激しい事から、掘削中に砂が押し出さ

れ大きく扶られる結果となった。青磁碗、カワラケの他、６６は近世陶器で在地の所産であろう。

68は漆器の椀であり、内面は漆膜が剥離し樹液らしい下地塗りが残っている。高台内の挟りを見

ない平底を呈するものである（図版16参照)。６９は須恵器系の壷Ａの頚部片である（図版10参照)。

この他、図示していないが二t器片４、木片１点がある。

ＳＥ-77号と遺物（第16図表11図版７．２２参照）

ＳＥ-29号と口元で切り合いが兄られ29号に後続する。唯一の内部施設を見るものである。大小

２段から成る曲物井側である。２９号で述べた如く底部が砂層である事や湧水が激しい事からの砂

止めとして不可欠のものであったと推定される。井側は底部に小径のものを据え上段に大径のも

のを重ねている。下段の器には側板に中間に２枚の縦板を差し込み上の器を固定するものと考え

られるが、この２者の口径に開きがあり、上段の器は下段の中程までずり落ちている。この状態

での井側の高さは55cmで上部の素掘り部分は108cmである。曲物の径は表示した。

ＳＥ-32号と遺物（第17図表１２図版６参照）

ピット群Ａエリアの南東に接して位置し、上層部に柱根を持つピットが重複して存在する。秋

草の赤絵を持つ漆器椀を始め、容器などの生活用品の板類が検出されている（図版24参照)。折

敷とは膳である。この他、木片４点がある。

ＳＥ-37号。39-号と遺物（第１７図表１２図版６参照）

ピット群Ａエリアの南東及び東側に位置する。３７号は殆ど崩壊は見られず細くて深い。３９号

と共に狭い底部をさらに掘り込んでおり、「まなこ」を形成した事が推定される。因みに37号で

は径40cm、深さは20cm程である。

３１号での出土遺物は図示しないが木片２点があり、３９号からは串の出土がある。

ＳＥ-48号・52-号と遺物（第18図表１３図版６参照）

－２２－

表１２掲載遺物一覧表挿図NoLl7

師飛~吾F蒜支恵三墓
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

7２ 1３０６ ＳＥ-32 漆器碗 7５ ７ 黒漆・赤絵 赤漆 秋草絵

7３ 1８１５ 例’ 木製品底板 1２２ 4５ ３ 削る 杉

7４ 1８６８ " 〃 柱 510 1９５ 1６０ 栗

7５ 1８１４ 〃 〃結物底板 310 185 ４ 削る 杉

7６ 1061 " 〃折 敷 力 288 256 ２ ﾉソ 杉力

7７ 1２１３ ＳＥ-39 ﾉリ 串 432 1６ 1６ /' 杉

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考
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9１

４８号はピット群Ｂエリアの西側に接して位置する。285cm余の深さで最も深いものの一つに上

げられる。図示した如くＶ字状を成し1.8ｍ当たりから一気に内径が細まる。断面図で南側の上

部が低いのは確認調査のトレンチで掘り込まれた部分である。須恵器系の饗片と摺鉢底部が出土

した。この他、木片５点がある。

５２号は井戸群がひしめく中にあり、殆ど崩壊を見ないことから比較的降代のものと思われる。

木蓋と推定される一部分があり、木釘でのはぎ接いだもので漆塗りが施されている。

ＳＥ-55号と遺物（第１８．１９図表１３．１４図版６参照）

ピット群Ｂエリアの北西側に接して位置する大型の井戸で上部の崩壊がかなり進んでいる。底

部に近く雑木の巨木が斜位にあり、そこで掘削を断念したものであろうが。深度は2.2ｍ程で充

分といえるであろう。出土遺物は木製品が多く土器類では81の須恵器系鉢、８２の瓦質の鉢の他、

図示しないものｌ点がある。木製品の内漆器では椀、杯、皿があり（図版１６．１７参照)、８６の

椀は傷みが激しく大きく歪んでいる。前後するが83のヒデ、８４の模、９２の桶底板、１０２のキヌタ、

－２３－

S＝1／３86～9０ 0４

表13掲載遺物一覧表挿図NoLl8

弼両三墓

表14掲載遺物一覧表挿図NoLl9

嗣祁=F蒜支1燕

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

7８ 5９ ＳＥ-48須 恵 器聖 細 条線状叩文 当て具 石英・長石細粒 良 灰 暗灰 胴部

7９ 5８ ﾉア 〃 摺鉢 1３２ ３ 水挽･糸切 橘目 長石細粒 ﾉノ 暗灰 灰

8０ 1１３３ ＳＥ-52 木製品蓋力 233 5７ ９ 杉 漆塗り

８１ 9５ ＳＥ-55須恵系摺鉢 細 糸切 ナデ 石英・長石細粒 良 暗灰 黒 底部

8２ 9６ ′〃 瓦質鉢力 "〃 水挽 水挽 石 英 細 粒 ﾉア 暗褐 黒褐

8３ 1267 〆〃 木 製 品ヒデ 150 1５ 1 削る 松 焼け

8４ 1365 "' ﾉｱ 模 128 2２ 1５ '' 杉 実繰り力

8５ 1１４１ ′〃 木材切端 130 6０ 2１ ノア

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

8６ 1304ＳＥ-55 漆器椀 6５ 1２ 黒漆・赤絵 赤漆 歪み

8７ 1３１９ ﾉア ﾉノ 杯 3１ 8５ 5４ 1２ 久' ノノ ｢鶴紋」

8８ 1303 ﾉノ ノノ 椀 6７ ７ " "

8９ 1320 ﾉ〃 /′ 皿 2０ 9６ 7１ 1１ 赤漆 〃・黒漆 高洲ﾘﾘー 剖黙

9０ 1３２４ 〃 ﾉザ〃 2６ 8８ 6２ ７ 黒漆 ﾉゾ

9１ 1１４０ " 木製品桟状 210 2４ ７ 削る 杉

9２ 1139 〃 ﾉノ 桶底板 340 233 1４ "ザ ′'

9３ 1047 '' ﾉノ 高下駄 190 8３ 5０ 扶る 杉・桐 歯は胴

9４ 1079 ノノ ﾉノノ ノ 186 136 115 〃 朴・栗 歯は栗

9５ 1０７８ ノノ ' 〃ノゾ 170 8２ 3４ ﾉソ 桐 q澗部欠麓飴

9６ 1048 ﾉ ﾉノノダ 7３ 4４ 3０ ” 桐力 先端部残片

9７ 1０５７ ﾉリ Ａ '" 6８ 8２ 3０ β〃 杉 残片

9８ 1056 ノソ ﾉソノノ 7４ 6８ 3８ ﾉノ 桐 "

9９ 1081 ノノ "高下駄の歯 9８ 9２ 1７ 削る イタヤカエデ ′'

1００ 1０８０ ダノ ﾉノ β' 163 113 1５ ﾉノ 栗

1０１ 1０８２ 〃 ﾉノノノ 1０１ 5５ 1６ ノノ 桐力 残片

102 1０７４ " 〃キヌ タ 355 7０ 7０ ﾉ〃 栗 割れを削り直す

1０３ 1390 ′' 〃 矢 板 437 7５ 2５ 〃 杉

1０４ 1391 ノノ ﾉア′〃 513 9２ 2９ ﾉノ ﾉノ

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考
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93～98の高下駄、９９～101の高下駄の歯があり、103.104の矢板状のものがある。この他、図

示していないが、桟や板状のもの23点がある◎

ＳＥ-57号と遺物（第20図表１５図版６参照）

ピット群Ｂエリアの北側に接して位置し、上部は崩壊しているものの深さ257cmと深い部類に

属し、且つ細掘りである。須恵器系の饗片とハシ状木製品２点がある。この他、図示に耐えない

土器片３点、木片16点がある。

ＳＥ-60号。65-号と遺物（第20図表１５図版６参照）

６０号は最も北東の隅に位置し、深さは104cmと浅いが井戸と見られる。フラスコ状に中膨れで

あり、漆器椀を検出した。

６５号は井戸僻がひしめく中に位置し、３０cm程下がるテラスがあるため平面的には三角形を成す。

須恵器系招鉢、高下駄の歯などが出土している。

SE-73サ。74-号。75-号と遺物（第20図表１５図版７参照）

それぞれ分離して位置するが、概して東側にある。前後するがこの内、７４号が内濠に重複する

形で検出されており（図版４－１参照)、内外濠やこの館吐の存続に絡む何等かの手掛かりを残

すものである。構造的には下膨れのフラスコ状で底部に「まなこ」を設けた可能性が見られるも

のである。資器系饗片が出土している。

７３号。７５号は共に細形で原形を良く止めている。そして後者はやや方形であり希少な存在であ

る。７３号から高下駄（図版27参照）の出土がある。

ＳＥ-70号。76-号と遺物（第21図表１５図版６参照）

ピット群Ａエリアにあるものの一基であり、方形の小型の井戸でほぼ原形を止めている。木製

品を中心に検出されている。114は曲物製の柄杓で柄を失っている（図版23参照)。115はほぼ

同径の曲物である。118の高下駄、119の下駄（図版27参照）の他、120は柄を失っているが鋤

と考えられるものである。この他、図示しない木片３点がある。

７６号はピット群Ｂエリアの南側に位置する小型のものである。青磁碗、石臼、矢板の他125

・126は樽の栓であろう。この他、木片１点がある。

ＳＥ-80号と遺物（第22図表１７図版７参照）

－２４－

表１５掲載遺物一覧表挿図NoL20

1WfWW;|W~藤原忘墓
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

1０５ 3６ ＳＥ-57須恵系饗 細 条線状叩文 当て具 石英・長石細粒 良 暗灰 暗灰 SE55.99に同一片

1０６ 1196 〃 木製品ハシ状 6５ ５ ５ 削る 杉

１０７ 1１９７ 〆' ” 〃 207 ７ ３ "' 〃

1０８ 1３１１ ＳＥ-60漆器椀 7５ ４ 黒漆 赤漆

109 8４ ＳＥ-65 領恵 系 摺 鉢 細 水挽 橘目 石英・長石細粒 良 灰 灰 胴部

110 1２５１ 〃 木製品高下駄の歯 130 1０７ 1７ 削る 杉

1１１ 1246 ′′ 〃 板状 150 3９ ６ ﾉノ ノノ

1１２ 9２ ＳＥ-74査器系聖 細 水挽 水挽 石英・長石細粒 良 茶 茶 胴部

1１３ 1０５８ ＳＥ-73 木製品高下駄 217 1２３ 1０４ 挟る 杉・樫 歯は樺

造り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考
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4～１１７．１２２Ｓ＝l／３１１８～121.123～126Ｓ＝l／６

ＳＥ70号と共にピット群Ａエリアにあるものの一基で、保存状態が良い。小型でありながら多

くの遺物を検出した。127は薄手の土師質のⅢで京都系の産物であり、数少ないものの内に入る

(図版19参照)。瓦質の火器132.136～138の４点を見、それぞれ形態を異にするものである

(図版20参照)。査器系の饗、須恵器系の髪があり、後者はある程度の形態を掴む事ができる。

131は陶片を打欠いたオハジキであり、遊具と考えられるものである。木製品では串状のもの、

高下駄、杭の他、135の竹箆は根竹を材料としたものである（図版25参照)。この他、図示しな

いものに土器片３，木片９点がある。

127～ｌ３５Ｓ＝l／３１３６～ｌ４２Ｓ＝l／６ S＝l／1２

表１６掲載遺物一覧表挿図NoL21

4６

－２５－

称又は形態|:I洞屡'三

表１７掲載遺物一覧表挿図NoL22

FrIW蓋F蒜支両塞
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

1２７ 1５ ＳＥ-80 土師質皿 140 ２ 水挽 水 挽 織密 良 灰白 黒 灰1UWmT看示郁糸

128 1２ '〃 須恵系喪 細 条線状叩文 水挽･当て具 石英･長石微粒 ノノ 暗灰 暗灰 胴部

129 1３ ノノ 査器系 喪 '〃 ナ デ 圧痕 長石粗粒 ′' 茶 明茶 底部

130 1４ ／〃 ﾉノノソ "' '' ナ デ 長石微粒 ﾉノ 明茶 焦茶 ﾉノ

1３１ 2０ " '′オハジキ 1８ 陶片利用

1３２ 1８ ノノ 瓦質火器 1５２ ４ 花菱押印文 水挽 長石微粒 良 灰 肌 SKl415に同一片

1３３ 1７７４ 〃' 木製品 不 明 222 ９ ９ 挟る 杉 組物釘穴

1３４ 1７７３ ノノ ヒデカ〃 1３５ 1５ 1１ 割る 松

1３５ 1７７２ ノソ 竹製品竹箆 1３７ 1８ ２ ﾉア 根 竹

136 1９ ′' 瓦質火器 細 押印文 長石微粒 良 明茶 黒灰

1３７ 1６ ノノ ﾉノ ノノ 198 ２ ミガキ 水挽 織密 ノノ 灰 肌

138 １７ ノノ ダノ′' 155 310 200 ３ 水挽 ′' ﾉア ﾉノ 〃 灰

139 1７７１ ′' 木製品高下駄 157 8５ 3５ 快る 桐 表面焼け焦げ

1４０ 1２４７ ′〃 ' ′桟状 278 2５ 1３ 削る 杉

1４１ 1２４８ ′〃 〃 ハシ状 320 ６ ４ ﾉゾ '〃

1４２ 1８０２ ﾉア 木材切端 9３ 7０ 6０ '〃

143 1011 ノノ 木 製 品杭 195 125 4７ 削る 楢 ホゾ穴転用品

1４４ 1０１２ ノノ ﾉノ ノノ 850 7０ 6０ ﾉソ 不 明

145 1881 ′' ノノノノ 496 1２１ 4４ ′ノ 楢

146 1１ ′〃 須恵系喪 500 ２ 条線状叩文 水挽･当て具 石英･長石微粒 良 暗灰 暗灰

造り

表器 器内 木器
胎士又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

114 1０３１ ＳＥ-70木 製 品柄杓 4５ 9８ 1２ 綴る 杉 曲物柄欠失

1１５ 1０３２ ” 〃曲物 3７ 9５ 1２ ﾉノ ﾉノ 底部欠破損

116 1１０４ '' '′木端状 1１５ 6８ ３ 削る ﾉノ

117 １０４２ ﾉノ ''組物側板 1４２ 11 ５ ′′ '’ 木釘入り

118 1０６３ ﾉザ 〃〃 高下駄 203 9６ 4３ 挟る 桐 歯欠失

119 1064 ﾉノ 〃 下駄 234 147 2２ 削る 栗

120 1１０２ ′' 〃木 鋤 力 300 178 3０ 例’ 杉 柄欠失

1２１ 1１０３ ′’ ﾉノ 板 状 340 1４７ 2５ 栗

1２２ 1０４ ＳＥ-76 青 磁碗 細 無文 無文 織密 良 薄緑 薄緑 貫入

123 315 尻’ 石製品石 臼 117 308 ４ 上臼

124 1１３２ β' 木製品矢板 1７５ 1８５ 3０ 削る 杉

1251１５５ ﾉザ 〃 栓 1０３ 4０ 4０ 尻ダ 桐

1２６ 1１５４ ′' 〃栓力 160 6７ 6０ ′〃 '〃

造 り

器表 器内 木器

胎土又は材質
焼
成

色彩

器表 器内

備考



ＳＥ-81号・ＳＥ-82号・ＳＥ-84号と遺物（第23図表１８図版７参照）

８１号は内濠に接した位置で小型の井戸である。土師質で回転糸切底を持つカワラケの他は升な

どと推定される箱物などが出土している。この他、図示しないものに木片１点がある。

８２号は深さ270cmと深い部類に分けられる。上半部は崩壊が進んでおり下部の１ｍ程は筒状で

保存度が良い。桟状のものと、側面に平木釘を止める底板が出土している。この他、木片10点が

ある。

８４号はピット群Ａエリアの西側に位置する小型のものである。底部において湧水が激しく北西

部にかけて扶られた。青磁碗、カワラケの他木製品1点を図示したが、他に５点の木片が出土し

ている。

ＳＥ-83号と遺物（第24図表１９図版７参照）

ピット群Ａエリアの東側と内濠の間に位置する井戸で保存状態は良い。深さ228であるが底部

の40cm程上に湧水による快れの箇所が見られる。出土遺物は多く160の須恵器恵の壷Ｂ、159の

147～ｌ５５Ｓ＝l／３

NoL23
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表１９掲載遺物一覧表挿図Nu24
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表１８掲載遺物一覧表

耐il廃FF支扇i墓

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

156 1３２８ ＳＥ-83 漆器椀力 黒漆･赤絵 赤絵 側面残片

1５７ 1３１５ ′〃 皿〃 1６ 1００ 6６ ５ 黒漆 黒漆･赤絵

158 9７ ノア 瀬 戸系碗 148 1 施袖 施袖 織密 良 黄灰 黄灰 貫入

159 9８ ノノ 青 磁〃 1４０ １ 蓮弁文 無文 ﾉソ 〃 青白 青白 ﾉノ

1６０ 9９ ﾉノ 須 恵系壷Ｂ 1.5 水挽 水挽 石英･長石微粒 ノノ 黒灰 黒灰 胴部

1６１ 1８３９ '' 木製品箱物側板 1７８ 4３ ５ 挟る
／
〆
〆

舎
十
か
Ｉ

1６２ 1８３３ '〃 〃有孔板状 1２０ 4５ ５ ﾉノ 〃

163 1８３８ ﾉノ 木 製品串 272 3３ 2０ 削る 桧

1６４ 1837 ﾉノ ノア" 288 1７ 1７ " 杉

1６５ 1８４０ '' 〃ノ ノ 285 3８ ５ '' 桧

1６６ 1８３６ '／ ''ノノ 220 ８ ８ '〃 杉

1６７ 1８３５ ﾉア ／〃ノノ 206 1７ ４ '' ﾉノ

1６８ 1８３４ ﾉノ " ′ ' １０６ ９ ７ ﾉア ﾉノ

1６９ 1８３１ ﾉノ 〃 栓力 1１０ 1９ 1７ ﾉア 桧力

1７０ 1８３２ ﾉノ 〃玩 具 力 5５ 2８ 10 '' イタヤカエデ

1７１ 1８２９ '〃 〃 底板 1００ 9２ ６ ﾉソ 杉

1７２ 1８３０ '〃 ''′〃 150 9７ １０ " 'ノ

1７３ 8１ ＳＥ-92 須恵系摺鉢 8０ 200 1２０ ３ 水挽・ミガキ 橘目 長石粗粒 良 黄土 黄土

造り

器表 内器 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

147 1８２５ ＳＥ-81 木製品底板 210 7５ ８ 削る 杉

148 1223 ′〃 "箱物側板 1２５ 6５ ８ 挟る ﾉノ

1４９ 1２２４ ノノ ノノ′' 130 5４ ９ 削る 桧力

1５０ 9１ ノソ 二師質カワラケ 細 回転糸切り 水挽 雲母微粒 中 肌 肌

1５１ 1１９８ ＳＥ-82 木製品桟状 310 1２ ８ 削る 杉
1５２ 1８４３ ノノ ﾉア 底 板 1２０ 2０ １０ ノダ ''

153 7４ ＳＥ-84青磁碗 細 無文無文 織密 良 薄緑 薄緑 貫入

1５４ 7５ ノノ 土師質カワラケ 5８ 1０ 箆切ナデ 石英･長石微粒 〃〃 黒灰 黒灰

1５５ 1１６１ ′' 木製品模状 1０５ 7０ 4５ 切る 杉

造り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考
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蓮弁文をもつ青磁碗（図版15参照)、瀬戸系の施紬碗、157の赤絵の漆器皿（図版17参照）の他、

箱物側板、串類がある。170はペンダント状の板で玩具か装飾ものであろう（図版26参照)。そ

の他不明のものであるが、図示しないものに木片14点がある。

ＳＥ-92号と遺物（第24図表１９図版７参照）

口径、深さ共に小型であるが井戸である。良く原形を止めている。図示した173の須恵器系の

摺鉢がある（図版11参照)。

ＳＥ-85号・ＳＥ-93号と遺物（第25図表２０図版７参照）

８５号は調査区の最も南東側にあり、しかも内濠と外濠との凌ぎにあり、内濠に向いた斜面に位

置する。この位置がその他の井戸などど比較して30cm前後下がったレベルにある。湧水と考えら

れるが、中程から下部がやや広がっているが、原形を良く止めている。また湧水のみに止まらず、

自噴をし、その水高は口元を越えて内濠、外濠の地表面に達する。検出された遺物は漆器の赤絵

の大型の椀（図版17参照)、曲物側板、４個の補修孔をもつ目Ⅱ（図版23参照）がある。この他、

木片１点がある。

９３号は井戸群がひしめく７．８列の内濠に接して位置している。西側の一部分が少々崩壊して

いる程度である。底部に直径30cm、深さ10cm程が掘り窪められており、「まなこ」を要していた

ものと推定できる。図示した如く出土遺物は多いが、紙面のスペースの関係から順序が相前後し

て見苦しいものになっている。土器類では須恵器系髪であるが、それぞれ縮尺が異なっている。

184の要は隣接するSE-52号とさらにSE-99号出土のものと接合した（図版10参照)。185は短

刀である。中程より先端部を失っている。木製品では殆ど生活関連用具である。この内186を札

－２７－

表２０掲載遺物一覧表挿図NoL25

同1iilW歪'三蒜支雨墨
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

174 1３２１ ＳＥ-85 漆 器碗 6２ 160 7２ ８ 黒漆･赤絵 黒漆･赤絵

1７５ 1２２６ 〃 木製品曲物側板 210 2５ ２ 削る 杉

1７６ 1250 ﾉザ 木製品目皿 1３５ 7０ 1２ 快る 〃

1７７ 7０ ＳＥ-93須恵系喪 細 条線状叩文 当て具 石英・長石微 良 黒灰 黒灰 胴部

1７８ 7１ ﾉリ ﾉ ノノノ ノノ 例’ ﾉ′ 長 石微粒 ノノ 灰 ﾉゾ ′〃

1７９ 6９ " "ノダ " ﾉノ 〃 石英・長石微 ﾉ 黒褐 暗褐 "

1８０ 7２ ﾉア 〃 〃 " "〃 〃 長 石微粒 ノノ 黄灰 灰 "

1８１ 6７ ﾉザ "′ ' ﾉァ "ソ ﾉザ 石英・長石微 Ａ' 黒灰 暗灰 ”

1８２ 6８ ﾉザ Ａ' ノザ 〃 " ﾉザ 長 石微粒 ノノ 黒褐 暗褐 ''

1８３ 7３ "ザ ダノβ' 1３２ ５ ﾉﾉ 水 挽 石英・長石微 ノノ 灰 暗褐

1８４ 6６ ﾉア ﾉザ” 480 ３ " 当て具 石英・長石微 ﾉザ 黒灰 黒灰 SE52.99と接合

1８５ 338 〃 金工品短 刀 130 2２ ４

186 1370 〃 木製品札状 7０ 2６ ９ 削る 栗

1８７ 1２１５ 伐′ ′〃 板 1２２ 1６ ４ 戎' 杉

188 1２１４ 次' 〃曲物側板 148 5０ ５ 〃 "

1８９ 1２１８ " 〃'〃 276 4２ ４ 汎' "

190 1１２５ ﾉザ ﾉザ′' 275 7８ ６ "ザ "

1９１ 1１２４ ﾉザ ノノ 折 敷 270 7０ ７ ﾉ ﾉノ

1９２ 1２１６ " 〃 板 272 5７ ５ 〃 ﾉザ 折敷力

1９３ 1２１７ " 〃木端 １４０ 6０ ４ 〃汐 "ザ

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考
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表２１掲載遺物一覧表挿図NcL26
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240

2８

NQ27表２２掲救遺物一覧表挿図

FWW雁F蒜支雨雲
計測（、）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

2２１ 1０７５ ＳＥ-94 木製品センバ 218 7６ 5１ 挟る 樵力 把手欠失

222 1７８５ 〆〃 〃カンジキカ 239 6９ １６ 削る 栗

223 1１２２ ﾉノ 〃 ノ ノ 7８ 6９ 2２ ﾉノ 222と同一力

224 １２１０ 戊' "ノソ 7０ 5９ 1０ 〃 ノタ

225 1782 ﾊダ 〃コモヅチ 8１ 3４ 3４ 削る 栗力

226 １７８１ ﾉソ 〃 〃 180 4０ 4０ ﾉノ 栗 小枝付き

227 1７８０ 〃 〃ノノ 170 3８ 3８ ノノ ﾉア

228 1７８４ ﾉア 〃 柄 318 2０ 2０ ﾉノ ﾉア 枝材幹部に本体

229 1３９８ β' 〃 槌 1４６ 7３ 7３ 扶る ﾉノ

230 1２０４ '〃 '′底板 130 4２ ９ 削る 杉

231 1１５０ '〃 " 折 敷 9０ 7０ ６ 〃 ﾉダ

232 1２０７ ﾉノ ﾉア 板 状 128 5８ 1２ ﾉ〃 栗

233 1２０５ 〃 ﾉノ 木端状 １０５ 5８ ６ 扶る 杉 未成品力

234 1206 〃 ノノ 有孔板 1０２ 5５ ７ ノノ ﾉノ

235 1２０２ ﾉﾉ 〃 木端 9５ 3３ ５ {，腿 /ノ 未成品力

236 1208 ﾉノ ノノ 桟 状 104 3７ ８ 削る ﾉノ

237 1１０８ 〃 〃ノ 桟 228 1３ 1０ ﾉノ ﾉﾀ

238 1783 ﾉザ '′ヒデ 250 3７ 1１ 割る 松 焼け焦げ

239 1397 ﾉノ ノノ 杭 446 3３ 3１ 削る

240 1846 〃 ノノ 柱 278 133 100 ﾉノ チャンチン 遺構上ピット出土

造り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

194 1０８ ＳＥ-94 査器系摺鉢 128 1.5ナデ･静止糸切 橘目 石英･長石微粒 良 明茶 明茶 SE-8に同一片

195 4４ 〃 須恵系喪 460 ３ 条線状叩文 当て具 長石微粒 ﾉザ 黒灰 黒灰 窯印

1９６ 4５ 〃 〃ノ ノ 綱 ﾉノ ﾉ′ 石英･長石微粒 ﾉザ 灰 暗灰

1９７ 4６ ﾉｱ 〃 摺鉢 〃 ナ デ 橘目 石英･長石微･荒粒 ﾉノ 暗灰 黒灰

198 １３１６ 〃 漆器椀 1５ 8９ 6５ 1１ 黒漆 黒漆

1９９ 1１０５ 〃 木製品木簡様 8０ 2０ ４ 削る 杉

200 1１２１ 〃 ﾉノ 舟形 1８５ 4０ 2５ 挟る ｆ 形代

201 1７７９ ﾉノ 〃 独楽 4７ 4０ 4０ 削る ノノ 児童の作力

202 1１０６ " 〃不明 205 3６ ５ ﾉノ ノダ 形代力

203 1１５１ ﾉノ ﾉア〃 5３ 2０ ３ ﾉ ﾉア

204 1１１８ ﾉア 〃′、シ状 8０ ５ ５ 夙〃 〃

205 1１１９ ﾉア ''ノノ 6９ ６ ４ ﾉノ 〃

206 lｌｌ７ ﾉア ﾉダ〃ノ 9０ ６ ４ ﾉノ 〃

207 1１１６ 戊 〃ノ ノ 100 ４ ４ ﾉノ ﾉノ

208 1１１２ '' ノア〃 116 ５ ５ '' ﾉリ

209 1１１５ '' 〃ノア 1０５ ７ ５ 〃 ﾉア

２１０ 1１１４ ﾉｱ 〃ｆ ' 117 ７ ５ 〃 ﾉア

２１１ 1２５２ ﾉソ ﾉア／' 1２５ ６ ３ 〃 〃

２１２ １１１３ 〃 " " 1３２ ８ ５ ﾉア ﾉノ

２１３ 1３６３ ﾉア ノ ノ" 1１５ ５ ５ ﾉノ "

２１４ １１１１ '〃 〃 〃 1７５ ８ ５ 〃 ﾉア

215 1１１０ ﾉノ 〃ノ ノ 1７５ ９ ５ " ﾉア

２１６ 1１０９ ′′ "′ ' 205 ６ ５ ﾉソ 〃

２１７ 1２２５ ﾉア 〃 折敷 1５１ 3８ ２ '' 〃

２１８ 1２０９ '’ 〃木端状 9８ 2８ ４ " ノノ 草履の芯力

２１９ 1１２３ ′〃 ﾉソ′' 8８ 1５ ２ 〃 ﾉア ﾉア

220 326 " 石製品 砥 石 6４ 5６ 4０ 〃 ｆ' 四方研ぎ面

造り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
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名称又は形態

243～249.253～260Ｓ＝l／６ S＝l／1２2４

状としたが不確定のものである。この他、木片６点がある。

ＳＥ-94号と遺物（第２６．２７図表２１．２２図版８参照）

９３号の北側にあり同じく内濠に接して位置しているやや複雑な崩壊を見ると同時に、上部が現

代の土坑と重複している。上部の土坑は偶然にも井戸遺構の中心部に掛り遺構を痛めていない。

土坑は支手線の基礎部と見られ・径20cm丸太２本が据えられていた（図版８右上参照)。遺物は

木製品を中心に多く出土し、第２６．２７図に図示した。194は資器系の摺鉢でやや離れているＳＥ－８

号出土のものと接合する。195は刻印（窯印）を持つ髪である（図版10参照)◎198は高台を持

たない漆器のⅡ（図版１８参照)、199は唯一の木簡様木製品（図版28参照）である。200は形代

の舟形、202も確証はないが形代であろうか。201はコマである（図版29参照)。204～216は

ハシ状木製品で串類であろう。２１８．２１９は木端状としたが、草々履の芯か或いは形と考え

られているものである。221は把手を欠失しているが十能すなわちセンバである。225～227は

小型のコモヅチ、229の槌、222のかんじきなどの生産関連用具がある（共に図版26参照)。な

お２２２のかんじきは湿地用の横長のものと考えているが確証はない。その他、ヒデ、折敷、砥石

などがある。なお図示しないものに土器片２点、木片32点がある。

ＳＥ-95号・ＳＥ-98号と遺物（第28図表２３図版８参照）

９５号はＳＥ-53号に接して位置する。北側の一部分が或いは崩壊かも知れないがステップ状を呈

している。全体には保存状態が良く、細くて深い。２４１は須恵形の摺鉢で播目の他に押印紋を持

ち希少のものである（図版11参照)。２４２は漆器皿の細片で僅かに高台が削り出されている。こ

－２９－

表２３掲載遺物一覧表挿図NQ28

RFlW言F示耐
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

241 8０ ＳＥ-95 須恵系摺鉢 細 水挽 橘目･押印紋 石英･長石粗粒 良 灰白 灰 ｢ニッ巴｣紋

242 1０７０ ノダ 漆 器皿 1０ 6５ ４ 黒漆 黒漆

243 1143 ﾉザ 木製品折敷力 312 118 1０
／
／
／

し
か
，

244 1１４６ ﾉア 〃 箆状 7３ 7５ 1３ ﾉザ

245 1１４２ ” 〃不明 1９５ 5２ 4８ 戎’

246 １１４７ 〃 ''曲物側板 240 2７ ５ ﾉザ

247 1149 ﾉノ ﾉノ 木端状 1５２ 6５ ５ 栗

248 1１４８ ﾉザ 木材板切端 130 4０ 1１ 杉

249 1１４５ ﾉァ 木製品矢板状 250 6５ 1８ 栗

250 1１４４ 〃 〃不明 355 1４０ 2０ " 農耕具力

251 5６ ＳＥ-98須恵系摺鉢 細 水挽 橘目 長石粗粒 良 灰 灰 胴部

252 5５ 〃 〃壷Ａ ﾉリ ﾉザ 水 挽 石英粗粒 中 ノノ ﾉ’

253 5４ ノノ 〃 摺鉢 264 １ '' 橘 目 長石粗粒 ﾉノ ” ﾉノ

254 1１６０ ﾉザ 木製品'､シ状 120 ７ ６ 削る 杉

255 1１５８ 〃 〃箆状 270 4０ 1２ 〃 栗

256 1０３９ ﾉザ "／’ 1０２ 1２ ２ 網＃６ 杉

257 1１５７ ﾉク '′折敷力 265 3７ ６ 削る "

258 1386 " 〃〃 266 9３ ８ " 〃’

259 1385 ﾉザ 〃 桟 状 230 1１ ８ ﾉア " 組物釘穴

260 1１５９ " '′糸巻力 208 3０ ８ IＩ醐Ｉ "

2６１ 339 ′' 金工品短刀 269 2５ ４

262 340 〃 〃〃 285 2４ ５
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263～269Ｓ＝l／３２７０～２７４．２７６．２７７Ｓ＝l／６２７５．２７８～281Ｓ＝l／1２

の他、折敷、側板、箆状のものなどあり、図示しないものに木片４点がある。

９８号は９５号の北側に位置する。かなりの崩壊があったと考えられる大型の遺構で、深さも

294cmと最大である。出土遺物には須恵器系の摺鉢２点、同じく壷Ａ類の腰部があり、木製品に

は２５５．２５６の何等かの工具、２６０のトンボは糸巻きであろうか。そして２点の短刀がある。こ

の他、図示しないものに土器片１点、木片７点がある。

ＳＥ-99号・ＳＥ-102号と遺物（第29図表２４図版８参照）

７列の中央で切合って位置し、その深度差が96cmある。102号が先行し、共に上部が崩壊して

いるが下部の状態は良い。２６３の短刀は切先を欠し、刃面に風化が進んでいる。その他須恵器系

髪、同鉢、蓮弁文の青磁碗、赤絵を持つ漆器椀片、２７０は簡素な造りの斎串であろう。その他箱

物側板や２７４の不明の板状のもの（図版24参照）などがある。この他、図示しないものに木片４

点がある。

１０２号での出土遺物は木製品のみである。２７５はスペースの関係から横位に図示したが梯子と

推定されるもので、足掛りを削り込んだもので井戸内に立ち掛っていたものだが風化が進んでい

る。２７８は樽蓋（図版23参照)、その他、高下駄、折敷、底板などがあり、図示しないものに木

片16点がある。

ＳＥ-100号・ＳＥ-101号（第30図図版７参照）

100号。101号共に遺物は検出されていない。100号は外濠の内則すなわち内濠との凌ぎで検

出された。片方を把握し難いものであり、濠との前後関係も決断し難い。７０cm弱と小形のもので

ある。１０１号は内濠に接して位置する小型のものであり、原形を良く止めている。

－３０－

表２４掲載遺物一覧表挿図NcL29

雨零W垂｢z両扉
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

263 341 ＳＥ-99金工品短刀 283 2９ ４ 先端欠失

264 8７ 〃 須恵系喪 細 条線状叩文 当て具 石英･長石微･粗粒 良 灰 暗灰 SE-93に同一片

265 9０ ﾉノ 〃 〃 〃 パグ 〃 長 石微粒 ﾉノ 〃 灰 H-6に同一片

266 8９ 〃 〃鉢力 〃 水挽 水挽 石英･長石微粒 ﾉノ 黒灰 黒灰 胴部

267 8８ f' ﾉザ 鉢 〃 ノノ 〃 徴 密 ノノ 灰 灰 ﾉノ

268 8６ '' 青 磁碗 140 1.5蓮弁文 戎〃 〃 薄緑 薄緑

269 1３２５ ﾀ 漆器椀 黒漆 黒漆・赤絵 残片

270 1１６２ ノア 木製品斎串 215 2５ ３ 削る 杉

271 1371 '' 〃結物側板 260 4５ ５ ノノ

272 1３７２ ﾉノ ﾉ ノノ' 264 6４ ６ ／’ 271と同体力

273 1３７７ '' ﾉア 板 状 227 6５ 1７ 挟る "〃

274 1１６３ 〃 〃不明 270 1０ 1１ 〃 結物

275 1００３ '' 〃 梯子 1０６７ 1９７ 1５５ 削る ﾉノ

276 １１６７ SE-lO2 〃柄力 １６０ 3０ 3０ 桐

277 1０６２ ﾉノ '′高下駄 205 9７ 3０ 挟る 桐力 腐蝕

278 1１６４ ﾉソ 〃 樽蓋 370 220 2２ ノア 桧力

279 1８４２ ﾉノ 〃折敷力 287 140 ６ 杉

280 1１６５ ′' 〃桶底板 320 210 1２ 削る ﾉｱ

281 1１６６ 戎' 〃折敷 力 380 9７ 1０ 戎〃
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ＳＫ３号・ＳＫ－５号・ＳＫ－６号・SK-lO号（第30図参照）

５号・６号は１５～18cm程の窪みで士坑と言えないものかも知れない。この内６号は内濠と外濠

の凌ぎ上に位置し頂部を失ったきらいもある。位置的には３号のみがピットエリアにある。この

内、１０号から１点の木片が出土している他はいずれからも遺物は検出されていない。

SK-l4号・SK-15号と遺物（第30図表２５図版８参照）

14号はほぼ円形である。火器２点が出土しこの内１点はＳＥ-80号出土の火器と同一固体と推定

するものである。２８４はカワラケである。図示していないものに土器１点、木片２点がある。

１５号は楕円形で長径が210cmと大型である。底部の隅に２本の細柱が建つがこの士坑がこれら

の柱穴とは考えられないので、重複したものであろう。285の須恵器系の鉢は小型で播目をもた

ないもので希少のものと言えよう。２８６は同系の壷Ｂでやや大型である。２８７．２８８は瓦質の火

器である（図版20参照)。前者は三シ巴の押印文を見、後者は花弁の押印文が施されＳＥ-80号出

土のものと同一個体である。この他、図示していないものに土器１点、木片２点がある。

SK-16号～20号。２３号。２６号。３０号。３１号・３３号～35号。４１．４３～44号と遺物（第31図表２６

図版８参照）

これら多くの士坑の内、２３．２６．３０．３１．４３号はピット群エリアの外周に位置する。１６～18号

は隣接して位置し、この内、１６号より須恵器系摺鉢が検出されている。２３号は浅くて土坑と言え

表２５掲載遺物一覧表挿図NOL３０

節NWiil震一舌F雨雲

表２６掲載遺物一覧表挿図NoL31

厩fFWW霞~=F弄支扇墓

計測（、）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

282 363SK-l4 瓦器火器 細 押印文 ナデ 長石微粒 良 肌 肌 ｢7闇SE80に同一片

283 5２ '' ノノ′〃 ′' ナ デ ﾉノ 石英微粒 中 灰白 黒

284 5３ ′' 土師器カワラケ 2７ 1２０ 6２ １ '' '〃 ノノ ﾉノ 薄茶 薄茶

285 3５ SK-15須恵系 鉢 1７０ ２ 水挽 水 挽 長石粗粒 ﾉノ 黒灰 灰白

286 3３ ノノ 壷Ｂ〃 108 ４ 水挽･訓糸切 '' 長石微粒 良 灰 灰

287 3４ ﾉノ 瓦器火器 細 押印文 ナデ 長石粗粒 ﾉノ 黒 黒 ｢三シ巴」

288 362 ﾉノ ノノ′ 〃 ノゾ ﾉノ "' 長 石微粒 '' 肌 灰白 ｢綾jSE80に同一片

289 1１５６ '' 木製品杭 215 4３ 3５ 削る チャンチン

290 1863 〃 〃 柱 220 8２ 7７ ノノ 楢力

291 1848 ﾉノ ノノ〆〃 518 1２２ 105 ノノ 栗
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計測（m､）
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底径

残
存
率

292 5０ ＳＫ－ｌ６ 須恵 系摺鉢 細 水挽 橘目 石英･長石微粒 良 暗灰 暗灰 胴部

293 5１ ＳＫ－１９ 青磁 碗 140 ２ 無文 無文 徴密 ﾉノ 薄緑 薄緑 貫入

294 6３ ＳＫ－２６ 須 恵 系壷Ｂ 細 水挽 水挽 石英微粒 '' 暗灰 灰 腰部

295 6２ ﾉノ 〃 壷Ａ 120 ２ ﾉノ ﾉア ′〃 ﾉ′ ノダ 〃〃

296 6４ ﾉソ ﾉノノノ 1６０ ３ 水挽･静止糸切 ﾉア 石英・長石微粒 ﾉソ 暗灰 暗灰

297 6５ ﾉノ 〃 鉢 8３ 200 ３ ﾉノ ﾉノ 石英・長石細粒 '〃 暗灰 灰

298 1８１１ ＳＫ－３３ 木製品下駄力 142 8０ 4０ 挟る 栗

299 1０６ ＳＫ－３５ 青磁碗 綱 蓮弁文 無文 綴密 良 深緑 深緑 貫入

300 6０ ＳＫ－４４ 瓦質壷 ﾉ′ 水 挽 ナデ 長石･雲母微粒 ﾉ 黒 白 頚～肩部

3０１ 6１ '〃 須 恵 系壷Ａ 'ノ 菊花文 当て具 長石微粒 ﾉア 暗灰 灰 胴部
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るものではなく、１９～31は小珊のものである。この内19.26号から遺物が検出されている。１９号

出土の青磁碗293は浅型である。２６号からは須恵器系壷類と鉢があり、２９７の鉢は播回を見ない

片口である（図版12参照)。３３号は内部が方形を呈する形態で、298の下駄状遺物を検出した。

栗材の挟りものである。３５号～44号はいずれも小型で、この内43号が方形である。３５号からは青

磁碗、４４号からは瓦質の壷、須恵系の菊花文壷が出土している（図版10参照)。４１号は内濠の上

部に位置するもので、あたらしいものの可能性がある。

SK-45号～47号。５０号。５４号。５９号。６３号。６４号。６７～68号。７２号（第32図図版８参照）

第32図に示した大小様々な土坑の内、遺物を検出していないものである。この内４７．６３号は浅

い窪みで士坑と言えないかも知れない。５９号は確認調査のトレンチで殆ど破壊されている。また

54は一部が未掘地に接する位置にあるが、撹乱層の広がりの中にあり不明な部分がある。７２号は

浅い窪みに接している。

SK-56号・５８号・６６号と遺物（第32図表２７図版８参照）

５６号に関してはすでにピット群の項で記述したようにピット群エリアＢの中央に位置し土坑の

上層部と周囲に多数のピットがひしめいている。土器・木製品の出土がある。３０２は瓦質の鉢で

あり、回転糸切痕を残している（図版14参照)。３０３はカワラケとしたが土師質の杯である。そ

の他、砥石、ハシ状木製品、柱がある。

５８号から杭の残片が出土しているが図示していない。

表２７掲載遺物一覧表挿図NoL32

iW雨Fil霊~言厨面露

表２８掲載遺物一覧表挿図NO33

ドWiFWFil震~吾FwF支雨雲

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

302 9３ ＳＫ－５６ 瓦 質鉢力 9３ ２ 水挽･匝賑糸切 ナデ 長石細粒 良 黒灰 灰白

303 9４ ﾉノ 土師質カワラケ 7４ ３ 雲母微粒 不 赤茶 赤茶 磨耗

304 325 ′〃 石製品砥石 9０ 5５ 4２ 四方研ぎ面

305 1１５２ ﾉノ 木製品ハシ状 110 ６ ４ 削る 杉

306 1１５３ ﾉノ ノノ 柱 150 140 4５ "

307 1１６８ ﾉダ ﾉｱノノ 355 9０ 7０ ﾉノ

308 5７ SK-66土師質カワラケ 2０ 9５ 6４ ２ ナデ 水挽 微砂粒 良 灰白 灰白

309 1801 ノノ 木製品不明 225 7３ 6０ 杉 ホゾ穴
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310 1871SK-79木製品杭状 530 9５ 5０ 削る 杉

311 1３１２ SK-91 漆器椀 5５ 1３５ 7６ ６ 黒漆・赤絵 赤漆

312 1１７０ ノノ 木製品木端状 123 4７ ３ 削る 杉 草履の芯力

313 1１７１ 〃 ﾉソノノ 120 4８ ３ ′' ノノ 312とセットカ

314 1１７２ ノノ ノノノノ 115 9３ ３ ／〃 ′' 草履の芯力

315 1１７３ ′〃 ノア ヒデ 200 1８ 1２ 割る 松 焼け焦げ

316 1１６９ ﾉノ 〃 不明 １４５ 4０ 2０ 洲1６ 杉

317 3８ ＳＫ－９６ 須 恵 系 喪 細 条線状叩文 当て具 石英・長石微粒 良 黒灰 黒灰

3181２１９ '' 木製 品 底 板 135 5４ ９ 削る 杉

319 107ＳＫ－３６ 瓦質摺鉢 細 水挽 橘目 石英･長石微粒･磯 中 黄土 黄土 ＳＥ－７Ｉｄ司片

320 4７ ﾉノ 須恵系壷Ａ 1２６ ３ '' 水挽･箆調整 石英･長石微粒 良 灰 灰
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６６号は方形で92cmと最も深い土坑である。カヮラケとホゾ穴を持つ不明の木製品とが出土して

いる。

SK-79号と遺物（第33図表28）

ピット群Ａエリアの北東側に位置し浅い窪の内に杭が建つ。杭は割物で先端を殺ぐが、打込ま

れた状態ではない。

SK-86号～88号。９０号（第33図）

いずれもやや浅いもので86号。８７号には南側にテラスを持つ。９０は西側の底部が広がっている。

遺物の検出はない。

SK-91号・９６号。９７号と遺物（第33図表28）

９１号はピット群Ｂエリアの西側に位置するやや深い土坑である。漆器を始めとして木製品が検

出されている。311の漆器は赤絵の黒椀で内部は赤漆である。312～313は草履の芯であり、前

者の２点は対のものと見られよう。315は灯明用のヒデ、316は削り掛けの不明物である。

９６号は南側に小さなステップを持つ。317の須恵器系髪と底板が出土した。

９７号はやや小型のものであり、遺物は見られない。

SX-36号。６１号。６２号と遺物（第33図表28）

３６号は長さ2.7ｍの溝状の遺構である。３１９の瓦質の摺鉢と須恵系の壷Ａが検出した。前者の

鉢はかなり距離をおいたＳＥ-7号に同一片を見た。

６１号。６２号は浅くて大きな窪みである。遺物の出土は見ない。

SX-89号と遺物（第34図表29）

試掘トレンチの中に位置する長方形の坑で、その目的などを推定出来ないものである。須恵器

系の摺鉢、両端にホゾを持つ木製品などが出土した。

SD-12号・６９号（第34図）

１２号は改めて図示していないがピット群Ａエリアの中央に位置するもので全長7.1ｍの浅い溝

である（第５図参照)。６９号も同様の浅い溝である。共に遺物は検出されていないし、またその

－３３－

表２９掲載遺物一覧表挿図NoL34

fI蒋|:~ﾖ三両F産
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ
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残
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321 8５ ＳＸ－８９ 須恵系摺鉢 細 ナデ 橘目 石英・長醐･細粒 良 灰 灰 胴部

322 1822 '' 木製品不明 333 6０ 8０ 挟る 杉 ホゾ・溝付き

323 1245 " 〃有孔板状 267 5５ ３ ﾉア ﾉザ

324 1００１ Ｐ １１ 〃 柱 1196 2０ 1４ 削る ノノ

325 1００２ Ｐ １０
〃 〃 828 156 1４ ﾉア ノノ

326 1864 Ｐ５０
ノ'〃 485 1４２ 6０ 割る 〃

327 1852 Ｐ５３
〃 〃 425 123 7５ ﾉﾀ 栗

328 1１０１ Ｐ １６
ﾉソノザ 260 135 8２ 杉

329 1862 Ｐ ９
ノノノノ 220 1０５ 3５ 割る 栗

330 1１８２ Ｐ ４１
ｆノノ 170 1０５ 9０ 杉

331 1１８１ Ｐ ４９
ﾉソノノ 190 5８ 7０ 不明 杭力
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Ｓ＝332～３５８

Ｈ的などを推定出来ないものである。

ピット出土の柱（第３４．３５図表２９．３０図版30参照）

ピット群で示した柱の内には腐蝕が進み取り上げる事の出来ないものも多いが、ここに35点が

ありそれぞれ図示した。個々に付いては省略するが材質的には杉・栗・チャンチンの他、桧と推

定されるものと不明の雑木がある。チャンチンは俗称リョウガ又はリョウガンなどと呼ばれてい

るもので、栗と同様に腐蝕に強い。柱として２次的に加工したものと無加工のものとがある。

３２４．３２５は杉材で方形に仕上げられた本格的なもので、共に根元に筏穴を残している。３３２は栗

材の''1形に削り仕上げを行ったもので、下部に沈下防止の切り込みが施されている。３３３は面取

り、343～345は割りものである。

内濠出土の遺物（第36～42図表31～37）

内濠・外濠をとうして陶磁器の検出を全く見なく、内濠出土の遺物は漆器を含む木製品と竹製

品・銭貸に限られた。ここではその内の幾つかに付いて記述したい。

ａ漆器（図版１７．１８参照）

359～364の椀と３６５のⅢがある。図版に見られる如く纏まったものはない。３５９は唯一内底

－３４－

表３０掲載遺物一覧表挿図NoL35

1W洞閲~晋F蒜支恵三墓
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

332 1007 Ｐ １９ 木製 品柱 860 188 1７３ 削る 栗 腐蝕

333 1009 Ｐ２０
ノノノノ 862 1５３ 1３７ " ノノ 面取り

334 1０１０ Ｐ １８
〃 〃 792 1６７ 1６４ "

335 1００４ Ｐ２９
ﾉアノア 750 1５０ 1４５ 削る 〃

336 1００６ Ｐ １４
"ノザ 704 201 1６５ ﾉノ

337 1８６７ Ｐ ６
汎'ノザ 550 1４０ 1３５ 〃

338 1８５４ Ｐ ８
〃 〃 425 １２５ １２５ ﾉﾉ

339 1８５０ Ｐ４６
〃／' ４１５ 8０ 7０ 〃

340 1８７６ Ｐ １２
尻ダ 〃 280 1２０ １００ ﾉノ

341 １８７７ Ｐ ４０
ﾉノ 〃 ４１５ 1７３ 7５ ﾀソ

342 1８４９ Ｐ７ "〃 ４１０ 230 １３７ 〃

343 1８５３ Ｐ３９
尻 " 595 1５０ 8３ 割る "汐

344 1８７８ Ｐ３８
〃'' 600 1８０ 110 " ”

345 1００５ Ｐ３７
戎’ノア 739 1９０ 1０２ 〃 "

346 1８６６ Ｐ ３
〃ｆ' 480 110 1０５ 桧力

347 1８５１ Ｐ ４
〃〃 420 1８５ 1１０ 栗

348 1８６５ Ｐ３
ﾉアノア 403 9０ 6０ 割る 〃

349 1１７４ Ｐ ４
〃′〃 235 5４ 4０ チ ャ ン チ ン

350 1１７５ Ｐ ３０
Ａ’〃 255 9０ 8２ "

3５１ 1１７６ Ｐ ３
"〃 210 1３０ 1２０ 〃

352 1８４７ Ｐ３４
ﾉアｆ' 270 100 8２ "ノ

)5３ 1８４５ l） ５
"ノダ 240 7５ 7５ 杉

)5４ １１８３ Ｐ ３
"〃 1８２ 1２５ 6５ ﾉノ

355 1１８０ Ｐ ８
ﾉソ′' 260 7０ 7０ チ ャ ン チ ン

356 １１７７ Ｐ ６
ﾉア〃 300 100 8５ 栗

357 1８６１
〕

１７
戎’′〃 385 6８ 6６ 削る 杉 坑力

358 1８６０ I〕 ４５
″ノダ 365 8８ 7５ 割る 栗
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385～399Ｓ＝l／４

に赤絵を持つ椀である。３６２は底部の残片であるが椀であり、内部に漆Ｉ

薄手の生地で口縁部に反りを持ち、肉眼で見る塗り肌が美しい。高台脇

漆である。

３６６は生地を見せるⅢで漆器であったとの確率はないがここに示した。

ｂ竹製品（図版２５．２６参照）

S＝l／３９

唯一の木器である。

－３５－

かに残る。３６１は

高台内にかけては赤

表３１掲載遺物一覧表挿図NoL36

師F零il廃F両露

表３２掲載遺物一覧表挿図Nq37

fW1W雲F燕砿

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

359 １３１０ 内濠 漆 器椀 6０ 1２ 黒漆・赤絵 黒漆 1-12

360 1065 ′' ''ノ ノ 5１ 1１５ ３ 黒漆 ′' I‐９

361 1３１４ ﾉソ ′'" 5７ 135 6２ ８黒漆・赤漆 赤漆 高台内黒漆 1-11

362 1305 〃〃 ′〃 ′′力 8０ ５ 無地 ′〃 底部 I‐６

363 1309 ′' '' 椀 7５ ５ 黒漆 黒漆 '〃 1－１２

364 1066 '' ノソ′〃 細 黒漆 赤漆 残片 I‐９

365 1３１８ ノノ '′皿 2３ 9８ 5２ ７ ﾉノ '〃 ノノ

366 1327 ﾉノ 木製品〃 1６ 100 7０ ７ 無地 無地 ロクロ痕 ノノ

367 1０３０ ノノ 竹製品陽物 1７６ 5０ 4６ 赤漆 組む 〆'

368 347 ′' 金工 品銭貨 2８ 治平元奏 ノノ

369 1０３６ 〃〃 木製品木札 7６ 3８ ６ 削る 杉 ノク

370 1037 ﾉア 蓋力" 4３ 3７ ５ ﾉア '' ′〃

371 1１９１ ′〃 〃メン コカ 4０ 3９ ５ '' ﾉ′ ﾉゾ

372 1234 ノノ 〃立ち札 242 4５ 1０ '' ﾉソ 1‐1

373 1３９９ ﾉア 竹製品 不 明 1１７ 1８ ５ 挟る 竹 Ｄ‐１

374 1２２８ ′〃 木製品箆状 1７２ 6０ ８ 削る 杉 I‐５

375 1395 '〃 〃 桟状 183 1３ ５ '' 〃 Ｄ‐1

376 1396 ／〃 ′〃′〃 316 1５ ６ ′〃 〃' ′〃

377 1３５４ ノノ 〃 串力 1８３ 1３ ４ ﾉノ ﾉノ Ｆ‐１

378 1373 ′' 〃木端状 250 1８ ４ /' ﾉノ I‐７

379 1１９３ ′' 〃 ハシ状 1８５ ６ ５ ノア ﾉノ 1-11

380 1188 ′〃 〃 串 250 1０ ８ 〃 '' I‐７

381 1１９２ ′〃 〃 把手 1７０ 1１ 1８ 〃 ﾉノ ′〃

382 １７７０ ′〃 ' ′不明 226 1４ １０ ノノ '' 多 孔 I‐９

383 １８１８ ﾉソ ノアノ ノ 255 1８ 1２ ノノ ﾉノ β〃 I‐６

384 1350 ノノ 〃 桟状 1２５ 1３ ７ ノノ 〃 l‐９
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計測（m､）

一
ア
吉
向

タ
器
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残
存
率

385 1０５９ 内濠 木製品高下駄 224 1４１ 9０ 挟る 桐力 台と劇言慣 I‐６

386 1０６０ ﾉザ 〃田下駄 247 138 2７ ﾉア 杉 1－９

387 1８４４ β' 〃下駄力 117 5０ 5２ ﾉァ 栗 1－１１

388 1808 " "高下駄の歯 1２５ 8６ 1５ 削る ﾉノ Ｄ－ｌ

389 1３５３ " ノダ" 1１３ 1０５ 1５ ノノ ノノ 1－１１

390 1083 ﾉザ ﾉゾ" 1３９ 7６ 1７ " ﾉザ I‐２

391 1759 "ザ ノノ" 135 9９ 1４ 〃 ノダ 1－９

392 1240 ノノ ﾉ " 119 5０ 1５ ノノ 杉 "'

393 1７６２ ﾉｱ ﾉノ〃 112 9２ 1２ ﾉノ 栗 ﾉノ

394 1０８４ 〃 〃 〃 1０９ 6５ 1６ ﾉノ 〃’ ノザ

395 1763 ノリ "ノザ 120 5７ 1３ ﾉゾ ノノ 焼け焦げ 〃ダ

396 1236 '' 〃戎' 9８ 6５ 1５ " 桐力 I‐１

397 1７６１ β’ ﾉノ" 9５ 9１ 1３ ﾉノ 栗 l‐９

398 1237 ﾉノ ﾉノ〃 110 5２ 1３ ﾉノ ノノ 1－１２

399 1760 "ザ ﾉザノザ 9４ 8５ 1２ ﾉザ 〃汐 l‐９
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367

唐竹と推定される。小口を含めた全面に赤漆が施されている（図版28参照）。３７３は部分的な物

であり不明の物である。径2.5cm前後の竹で方形の孔が複数快られている（図版25参照）。

ｃ銭貸

３６８の銭貸は「治平元賓」である。この初鋳造年は1064年である。

ｄ木製品（図版23～30参照）

３６９の木札は検出時点で墨書らしきものが見られたが（図版９参照）判読できない。３７０．３７１

は薄板を削った物で器物の蓋か遊具のメンコであろう。３７２はホゾを持ち立てられたもので位牌

S＝l／８７．４１

茎部に

表33掲載遺物一覧表挿図NoL38

派､:~吾I盲蒜支扇壱雲

－３６－

表34掲載遺物一覧表挿図NcL39

卜耐震~言F弄支扇暴

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

400 1040内濠 木製品曲物 9５ 1６０ ４ 綴る 杉 1-9

401 1038 ﾉ 〃曲物側板 133 5０ 1.5 切る ﾉソ 再利用力 Ａ

402 1８２７ ﾉ′ 〃三方力 217 3３ ３ 綴る ﾉ' 結吻､1版 1-10

403 1189 ﾉノ 〃 不明 200 200 10 穿つ 〃 組物 1-7

404 1231 〃 "組物底板 1１４ 3６ 1０ 削る ﾉノ 釘穴 Ｅ－ｌ

405 1８１９ 〃 "組物側板 197 6２ 11 〃 ﾉノ 〃 1-6

406 1233 〃 " 桟 状 190 3２ ９ 挟る 〃 有孔 1-1

407 1806 〃 ''組物側板 190 6７ ９ 削る ﾉノ 釘穴 1-11

408 1２４１ 〃 ﾉノノノ 227 7２ ６ 挟る ﾉノ ﾉザ 1-9

409 1235 ﾉ' "組物底板 249 6０ 1３ 削る ﾉノ 折敷力 1-1

410 1768 〃 〃側 板 力 234 4３ ７ ′' ﾉザ 釘 穴 1-9

4１１ 1220 〃 〃 底 板 170 4５ ８ ﾉ '' 1-3

4１２ 1384 〃 〃ノダ 254 4４ 1１ ノダ ﾉノ Ｅ－ｌ

413 1８２０ ｆ ／'ノノ 223 5８ 1０ ﾉソ 〃 1-6

414 1２３０ 〃 〃目皿 195 106 1５ 挟る 〃 蛇削り 1-3

415 1２２９ 戎' 〃曲物底板 225 9１ ７ 削る 〃 釘穴 1-4

416 1767 〃 〃 桶底板 215 1１４ ８ 〆 〃 1-9
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計測（m､）
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残
存
率

4171８１６ 内濠 木製 品 底 板 495 1２０ 2０ 削る 杉 1-6

4181１９４ ′' 〃 不明 310 1１８ 1０ ノダ 〃 1－１１

4191380 〃 〃蓋力 １８８ 8０ ８ ﾉア 桧力 1-5

4201382 ′〃 〃桶側板 9０ 8９ 1２ 〃 〃 "

4２１ 1807 〃’ f' 底 板 372 １３０ ９ ﾉゾ 杉 1－１１

4221０１８ ﾉソ 〃キヌタカ 676 6０ 5８ ﾉダ 不明 1-7

4231０７６ ′' 〃羽子板 382 8０ 1０ ノグ 杉 焼鰻絵 1-9

4241０７７ 〃 "'′' 227 1０７ ８ 夙′ ノノ 切断焼け 1-4

425１１８４ ﾉア ノア′' 210 6３ ７ 〃 ノノ 1-7

4261766 '' 〃 刀形 340 3０ 1０ 挟る 〃 形状 1-9

4271８０４ ﾉア 串 303 2０ 1０ 削る ノノ 1－１１

4281805 〃 〃 桟 状 288 1６ 1０ 〃 〃 ﾉア

4291０１９ 〃 〃ｆ〃 638 3８ 1６ 〃 〃 1-7

4301243 ﾉノ ﾉソバグ 328 1９ 1２ 挟る ﾉノ 1-9

431 1765 ﾉア 〃 箆 193 1９ ７ 削る パグ 小孔 ﾉ'
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2～4６１ S＝l／３462～471

－３７－

472Ｓ＝l／1２

とも推定される（図版28参照)。377～380はハシ状のものを含むが串類である。381は行灯或

いは手桶の把手である。３８２．３８３は後述する403の様な組物であろう。

第37図の385～399は高下駄、高下駄の歯、下駄である（図版28参照)。386は歯を持たない

事から田下駄であろう。387は栗材でありやや難点もあるが下駄とした。高下駄の歯には栗・杉

表35掲載遺物一覧表挿図NoL40

R『iR稲~舌F蒜;耐

表36掲載遺物一覧表挿図NoL41

IiWf『NWF;|:~震F毒支7燕

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

432 1０３４ 内濠 木製品不明 6０ 5１ ７ 挟る 栓木 組物 1‐９

433 1０３５ 尻' ﾉリノタ 1００ 4５ ９ ﾉノ 杉 '〃 ﾉノ

434 1７６９ " 〃鰻頭状 7４ 7０ 2７ 削る ノア 漆塗り "

435 1２４９ ノノ ノノ 桟 状 9２ 3７ 1８ ﾉノ ノノ 釘穴。焼け l‐８

436 1374 ﾉノ "組物側板 115 6４ 11 切る ノノ I‐４

437 1２２２ 〃 〃汗力 140 1５ 1４ 挟る '汐 Ｇ‐１

438 1８２３ 尻’ ﾉザ 底 板 118 4０ ６ 削る ﾉク 木釘 I‐１

439 1１８６ " 〃柄力 125 2０ 1４ ” ノノ 有孔 1－７

440 1８２１ '' 〃 不明 215 3４ 2０ 挟る ﾉア ﾉザ I‐６

4４１ 1３５５ ノノ '′薦槌力 1７０ 4２ 3０ "' 栗 F‐１

442 1３５６ ﾉノ '′折敷力 1６４ 8２ ６ 削る 桧力 木皿力 I‐５

443 1３５１ ﾉソ 〃 不明 7１ 5９ 1５ 〃 杉 焼け I‐９

444 1１８５ ノク 〃折敷力 1４５ 9６ ７ ﾉノ ′〃 1－７

445 1１９５ " 〃 模 5５ 2７ 2０ '' "ソ 1-11

446 1776 ﾉア 〃 " 126 5３ 1６ " 栗 1－６

447 1７６４ ノァ 〃ノ ア 1３４ 3０ 2０ ノノ 杉 l‐９

448 1８２８ 〃 〃戎’ 1７５ 5０ 3０ " /' 1-10

449 1７７５ ﾉザ "ノノ 150 4８ 1９ /' ／’ I‐６

450 1３７５ ﾉノ 〃 串 256 1４ 1１ 〃 ﾉノ I‐４

4５１ 1８１７ ﾉザ 〃 桟状 360 2０ 1１ 〃汐 ﾉア 有孔 I‐６
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452 1２２７ 内濠 木製品板状 1７０ 5４ ７ 削る 杉 Ｇ‐１

453 1７７７ 〃 〃曲物側板 1５０ 3０ ３ 黒漆 黒漆 ﾉﾉ " l‐６

454 1８１２ ′〃 〃木端状 9５ ３１ ３ " " 朝iの芯 I‐８

455 1３６９ ﾉア 〃 串力 168 2０ 1８ ノノ 〃 １－１１

456 1３６８ 〃 〃棒状 230 2３ 1５ 尻〃 ﾉソ 木刀力 "

457 1387 " 〃桟状 213 2２ ８ 〃 戎〃 F－ｌ

458 1１８７ Aダ 〃 柄力 208 2０ 1０ 〃 ﾉザ 1－７

459 1242 " " 板 状 1５８ 5３ 1５ " " I‐９

460 1８０３ ﾉザ 木 材切端 9３ 7０ 6０ 切る " 丸物 1-11

4６１ 1３７６ " 木製 品桟状 7９ 3１ ６ 削る ﾉザ ﾉザ

462 1７７８ ノア ''組物側板 375 3５ ７ ノノ ﾉク 木釘 l‐６

463 1789 ” 〃 板 状 250 1０８ 11 ／〃 栗 ナラシ板 I‐９

464 1７８７ ﾉ′ 〃 矢板 443 1１５ 3５ ′' A' ﾉザ

465 1１７８ ﾉ′ ﾉノ 例 ' 530 9２ 2０ ノノ 杉 1－１１

466 1１７９ ﾉザ 〃 串力 580 4０ ８ ﾉリ 栗 I‐７

467 1１９０ 戎' 〃 桟状 250 ６ ６ " 杉 ''

468 1786 ﾉザ ﾉア 串 476 2０ 11 〃 ノノ I‐９

469 1８１３ ﾉザ 〃叩き板 450 4０ 2８ ノダ ﾉソ I‐８

470 1788 ﾉノ 鋤力〃 427 8０ 3５ ノノ 楢 1‐９

4７１ 1809 ﾉノ 木材切端 1９５ 1１０ 8７ 切る 栗 丸物 Ｄ‐１

4７２ 1８７０ "ザ 〃 不明 570 230 1１０ チャンチン I‐４

造 り

器表 内器 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考 ﾘｯﾄ



／

473～４７６．４８０．４８１Ｓ＝l／１２ ･４８５Ｓ＝l／３

３

名称又は形能

－３８－

487～4９７．４９９

・桐が用いられている。第38図は主に生活用具である。曲物側板、三方と推定される結物や折敷、

箱物、底板で特に416は桶の底板である。この他、414は目皿である。403は網目状に糸を張っ

た締状のものであろうか。第39図の一部も同様で、419は樽の蓋板、420は桶側板であり、４２２

はキヌタである。423～425は羽子板で423には焼鎧による絵が見られる。426は先端部を失す

るが形代の刀形であり（共に図版29参照)、その他、串などがある。

第４０．４１図に示したものも実態を知り得るものは少ない。434は杉の輪切を削ったもので漆が

施されている。437は汗とも考えられ、441は薦槌であろう。

第42図の473～479は杭類であり、この内、４７５．４７６が橋脚かその支えに使用されたもので

その他は濠内に捨てられたものである（図版30参照)◎橋脚とされた475は溝を持つ角材であり、

転用材としての後補のものであろう。

以上の他、図示しないものに木片119点がある。

表37掲載遺物一覧表挿図NcL42

FW7IW蓋F蒜支扇悪

表38掲載遺物一覧表挿図NoL43

1鳶rFW飛~妻F蒜支扇壱玉

計測（m､）

一
テ
吉
向

タ
器

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

473 1０１３ 内濠 木製品杭 1２４８ 7７ 7２ 削る 杉 転用品 I‐７

474 1００８ ﾉア 〃 〃 864 156 8８ 割る 栗 I‐８

475 1０１４ ﾉノ 〃 橋 脚 977 9６ 5５ 切る 杉 転用品 I‐９

476 １０１５ 〃 〃〃 293 8１ 4８ 削る ﾉノ ﾉノ

477 1３５２ " ﾉザ 細 杭 210 3２ 3２ " 栗 串力 ﾉノ

478 １２３２ 〃 ﾉダ 桟 264 1５ 1４ ノノ 杉 Ｆ－ｌ

479 １３８８ " 〃 串 282 2８ ８ ” 栗 〃

480 1０１７ 外濠 〃橋脚 1２６０ 1４７ 1１８ 〃 杉 焼け J－９

4８１ 1０１６ ﾉソ 〃〃' １５９６ 8６ 9３ '’ 栗 〃 〃

482 1389 ﾉザ 〃 不明 266 ４１ 3２ 扶る 汎 Ｆ‐１

483 1２１２ ﾉ ノノ 木 片 1６０ 2５ 1２ 削る ﾉノ 串力 ノノ

484 1８５５ " 〃 杭 610 9０ 9０ ノノ 杉 J‐９

485 1２３８ ノ ''高下駄の歯 115 3９ 1０ ノノ 楢 〃

486 1８５６ ｆ' 〃 柱状 455 7５ 4０ 割る 栗 ﾎ付き 灰’

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考 ﾘｯﾄ

計測（、）

タテ

器高

ヨコ

ロ径

厚さ

底径

残
存
率

487 1３０１ 外濠 漆器椀 6５ 1２６ 6８ ８ 黒漆 黒漆･赤絵 ｢紅葉葉」 Ｊ‐１

488 1３０２ " 〃 〃 6９ 183 7７ ６ " ′〃 J－ｌｌ

489 1３２２ '' 〃〃 ソ 7０ 1６０ 8７ ３ '' 黒 漆 "

490 1３２３ 〃 ﾉノソ 6７ 1４４ 7４ ９ 〃 ﾉソ 歪み ﾉザ

4９１ 1３０８ ノダ β ' " 5０ 1３０ 7４ 1２ 黒漆･赤絵 ′〃 ツ

4９２ 1３１７ 〃 ﾉノノノ 7０ 1３８ 7０ ８ ﾉノ 赤 漆 Ｊ‐１

493 １３０７ 尻' 〃 " 5５ 1４４ 6６ ８ 黒漆 〃 Ｊ－ｌｌ

494 1３１３ 〃 〃ノ ア 1５２ 7６ ８ 黒漆･赤絵 〃 Ｊ‐７

4９５ 1２３９ " 木製品木端状 1０２ 1６ ３ 削る 杉 Ｊ‐９

496 1３９４ ﾉア 〃 仔力 １８９ 2８ 10 快る 栗 ''

497 １２４４ f' 〃 上デ 1８１ 2３ 1６ 削る 松 焼け ﾉノ

498 1３９２ 〃 〃而取板 １７０ 7８ 1０ 〃 杉 〃

499 1２００ 〃 〃桟状 ２１５ １２ 1２ ﾉノ 尻' Ｊ－ｌｌ

500 1１９９ " 〃 台 座 力 218 2２ 1０ 決る " 組物 ﾉ〃

5０１ 1３９３ ノノ "組物側板 1５３ 3０ ８ ﾉノ ﾉ 漆塗り Ｊ‐９

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考 ﾘｯﾄ



６遺構外出土遺物

と

501～523 Ｓ＝

外濠出土の遺物（第42～43図表37～38）

外濠からの遺物は少なく、漆器、木製品のみに限られ、図示したものの他に木片29点があるに

過ぎない。４８０．４８１は濠内に立った橋脚である。栗と杉材でいずれも焼処理が施されている

(図版30参照)。その他の杭は濠内に捨てられたものである。487～494の８点の漆器椀がある。

この内図示した如く４点に赤絵が施されている。488は大振りの椀であり、494は高い高台をも

つ。496は梓、497はヒデ、500は十文字に組合う台座である。501はスペースの関係から縦位

にしたが、組物の側板で漆塗りが残る。

遺構以外からの出土遺物は薄い包含層から検出されたもので、陶磁器、土製品、石製品、金属

製品であり、湿気のない包含層では木製品は残存していない。ここでは種別ごとに記述する。

須恵器系陶器（第44～46図表39～４１図版10～12）

要類確実に髪類と断定できるものは口縁部が残っている502～506の５点に過ぎず、胴部

の破片は壷Ａ類と区別し難いが、ここでは507～523の如く折り返しのやや弱いもの、そして502

・５０３の様に外側へ強く折り返されたものと、５０４の如く折り返しのやや弱いもの、そして505.

506の様に厚い玉縁状のものとに見分けられる。これらの内、５０３は頚部が少ないため叩き文が

見えないが、下部にはあろう。５０５の拓影の縦位の線は箆劃による窯印である（共に図版10参照)。

523は底部、その他は胴部でいずれも平行線状叩目文をもつ。

－３９－

表39掲載遺物一覧表挿図NoL44 計測（m､） 蕊

割付

Nｕ

遺物

NOL

出土

位置
名称又は形態

タテ

器高

ヨコ

[]径

厚さ

底径

存
率

造り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考

502 139Ｋ も 也須恵系喪 細 条線状叩文 当て具 石英･長石徹粒 良 暗灰 暗灰

503 140 Ｋ－７ '〃ノノ ノノ 水 挽 水挽 ′' 〃 黄白 黄白

504 138 Ｇ－７ '〃ノア ノノ 条線状叩文 当て具 ′' ﾉノ 暗灰 暗灰

505 136 K-lMh "′〃 ′' β' 箆調整 〃' '〃 ﾉア ﾉソ

506 137 Ｊ－ｌｌ ′′〃 ノノ ′ 当て具 ノノ 〃 ノク ''

507 1６２ 1－９ ﾉアダダ ノノ '' カキメ 石英鮒･長石租粒 ﾉノ 勤黒 黒 胴部

508 1５１ Ｇ－２ '' ノノ ′' '' 当て具 石英･長石鮒 ﾉア 暗灰 暗灰 ﾉソ

509 155Ｈ－６他 ''〃〃 ノダ ﾀノ ﾉノ '' /' 灰 灰 ノタ

５１０ 154 Ｋ－８ ''′〃 ′〃 〃 ナ デ ﾉア '〃 ′〃 ﾉソ β〃 輪積痕

511 1６９ Ｇ－ｌ ′'ノソ ﾉア ﾉノ 〃 ﾉア ′〃 黒灰 暗灰 "他に同一片

512 1４７ Ｆ－８ ''′' 'ダ ﾉノ 当て具 ﾉゾ ノノ 灰 黄灰 ''

513 1５７ Ｇ－ｌ ﾉノ′ノ ﾉソ ﾉソ ﾉア ′〃 〃 黒灰 黒 〃

514 １４４ Ｅ－１０ ﾉノ′〃 〃 ﾉソ ナ デ 〆' 灰’ 灰 灰 自然袖

515 １５９ Ｈ－８ ﾉノ〃 ﾉノ '' 当て具 微砂粒 ﾉノ '〃 " 胴部

516 1４６ Ｆ－ｌｌ 〆クノア '' ﾉノ ﾉノ 石英･長石鮒 ′' 灰 灰 ′'

517 153 Ｇ－１１ ′'ノノ ﾉノ '' ナ デ ﾉノ ′〃 ﾉア ノダ ﾉア

518 160 Ｅ－７ ﾉ′〃 ′' ﾉノ 当て具 ﾉノ ′〃 ﾉア 黄灰 '〃

519 1５２ Ｇ－ｌ ﾉ′′' '〃 ﾉノ ′ソ 微 砂粒 ′' ′〃 灰 ''自然袖

520 1５８ Ｇ－２ ′'ノノ '〃 '' '' 石英･長石徹粒 ノノ 暗灰 暗灰 〃

521 8３ Ｇ－７ ﾉノ ′〃 ﾉノ '〃 水 挽 ﾉア ノノ ノダ ′' ′'

522 1４２ Ｇ－ｌｌ ノゾ′' "' ﾉァ 当て具 '〃 ′' '' ′〃 ノア

523 １４１ Ｇ－ｌ /'′' 138 １ 〃 ナデ '〃 ノノ ノダ 黄灰 底部



524～533.537～546Ｓ＝1／３534～5３６．５４７

壷Ａ類524～538がある。口縁部２点、底部４点と少ない。口縁部はやや形態を異にする

がIi縁状のものである。530～532の両部などは喪とは混同されない明らかなものであり、いず

れも平行線状lIljH文をもつ。５３８の底部に見る柾Ｕ状の拓影は''1世陶器特有の諦止糸切痕である。

これらの内、５３０．５３１．５３７は北越後の笹神占窯耽群からの供給ものであろう。

壷Ｂ類539～547があり、個体数は少ない。砿'隙による水挽が主体であるが、５４０．５４２

の如く肩部に波状文を持つものは希であり、前者には２段に施されている。５４６の内部には丹塗

が見え塗料容器であったものと推定できる。

鉢類548～583と多い。口縁部を見るものl1点があり、この口唇部が水平のもの、外傾のも

の、内傾のものなどがある。また５４８は唯一の片口を有する。内部に橘目を持つものが殆どであ

り、持たないものもある。捕目も様々で、その工具も５６５は９条１単位であり、５６９は１４条で

ある。一方582は磨耗の恐れもあるが一本引きである。また播目の施方も５８１の如く４条を交差

させた８条のものから、５７５．５７７の様に全面に及ぶものまである。一方、特異なものでは５５９

の波状のもの、５６０の格子状などが見られ、また５５３の横位の波状や、５６１の外面のそれは装飾

であろう。５４９．５５２は北越後の笹神古窯吐群からの供給ものであろう。

査器系陶器（第47図表４２図版12.13）

髪と鉢類に限られる。髪の内、口縁部を残すものは３点に過ぎず、この内、５８４．５８５はほぼ

同形で内外面に凹帯をもち、水平の口唇外部を僅かに外側へ摘み出した形態で、５９６は口唇外部

－４０－

表４０掲載遺物一覧表挿図Nq45

FWfW霊一言F両面雲
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

524 209 Ｇ－１ 須恵系壷Ａ 1６４ １ 水挽 水挽 石英･長石鮒 良 灰白 灰白

525 211 Ｊ－ｌＯ ′'ノノ ２ ﾉノ '' 微 砂粒 '' 灰 灰 胴部

526 228 Ｈ－８ 〃ノノ 綱 ﾉダ ﾉ ﾉノ ﾉソ 暗灰 黒灰 ノア

527 216 Ｇ－ｌ ﾉノノノ 8７ ９ 水挽･静止糸切 ﾉノ 長石微粒 ﾉノ 灰 灰

528 1４３ 1－７ ﾉノ′' 細 条線状叩文 当て具 ﾉダ ﾉノ 暗灰 灰

529 ２１２ ﾉノ ノノ′〃 ノダ 水 挽 水挽 〃 ノダ 黒灰 黒灰 胴部

530 1６７ Ｇ－２ ノノノグ ノノ 条線状叩文 当て具 砿･長石ｉ鮒【 中 暗茶 暗茶 肩部」|択系

5３１ 1６５ 1－９ 〃′' 〃' ﾉノ ′' 微 砂粒 良 黄灰 暗灰 ノノ′〃

532 1５６ Ｊ－ｌｌ 〃〃ノソ ノダ ﾉノ ﾉノ 石英･長石微粒 〃〃 灰 黒灰 '〃

533 215 Ｇ－ｌ ﾉノノノ ′〃 箆調整 ナデ 〃粗粒 ﾉノ 暗灰 暗灰 底部

534 208 〃 ノノ′〃 220 １ 水挽 水挽 〃 ;鮒 ﾉノ 灰 灰

535 210 ／' ﾉノ′ノ ２ ﾉノ '' ﾉノ ′〃 灰 灰 胴部

536 213 Ｊ－９ ﾉノ′′ 1００ ４ 水挽・ナデ 水挽･指圧痕 ノノ ﾉノ 紅灰 灰

537 1６６ Ｊ－７．９ /ソ〃 細 条線状叩文 ナ デ 微砂粒 ﾉソ 黄灰 陪灰 lll面部北沢系

538 214 Ｈ－８ ﾉノノノ 9１ ２ 水挽･静止糸切 水挽 石英･長石１５粒 ﾉノ 薄茶 灰

539 220 Ｆ－２ 〃壷Ｂ 9４ １ 水挽 ノノ ﾉノ ﾉノ 陪灰 灰

540 2２１ Ｇ－ｌ ''ノノ 1５５ ２ 櫛描波状文 ノノ 〃 ﾉノ 灰 灰

541 218 Ｈ－ｌＯ 〃ノノ 細 水挽 ノノ 石英微粒 '〃 ﾉノ ﾉノ 口縁部

542 219 Ｄ－８ ノノノノ ノノ 櫛描波状文 ノノ 微 砂粒 ﾉノ ノノ 'ノ 肩部

543 222 Ｆ－３ ノノノノ ′〃 水 挽 ノノ 石英･長石緋立 ﾉノ 暗灰 暗灰 ノゾ

544 224 Ｋ－ｌ２ 'ノノノ ノノ ノノ ノノ 長石細粒･訓鮒 ノノ 黒灰 灰 胴部

545 229 Ｊ－ｌＯ ﾉアノノ 9６ ３ 水挽・ナデ ノノ 砿･長石微粒 '〃 陪灰 暗灰

546 227 Ｊ－９ ﾉノノノ 8２ 細 水挽･静止糸切 丹塗 ノノ ﾉノ 灰 灰 卿塗料容器力

547 223 Ｇ－ｌ ／ノ′' ２ 水挽 水挽 '〃 '' 黒灰 黒灰 胴部

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考



548～577Ｓ＝l／３ 578～583Ｓ＝l／６

を大きく外側へ摘み出した形態のものであるが、三者共細片で多くを知り得ない。５９７は腰部か

ら底部の片で、その他は胴部の細片である。５９５は内面に指による圧痕が並ぶ。５９１は断面に漆

が厚く付着し接着補修がなされた事が知られる。

590～601が摺鉢である。口縁部を残す６００．６０１とも内面に凹帯を持つ丸縁状のものであり、

前者は荒い播目、後者は密度の高い播目を持つ。

瓦器（第４７．４９図表４２．４４図版１４．２０）

瓦質の鉢と蓋がある。602～605は摺鉢で602の口唇部の形態は水平で角張り、６０４はやや内

傾している。また後者には播目を見ないが、６０３．６０５とも荒いものである。６０６は蓋で内部に

受けをもち20cmと大きいものであり、壷蓋であろう。

661～667は瓦質の火器である。６６１は頚部に透かしをもち、６６３は複雑な形態の中間部分であ
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表４１掲載遺物一覧表挿図NoL46 計測（m､） 項言

割付

NOL

遺物

NOL

出 土

位置
名称又は形態

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

存
率

造り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考

548 172 Ｂ－９ 須恵系摺鉢 細 水挽 橘目 長石粗粒 中 灰 灰

549 179 Ｇ－６ ''ノア ﾉノ ﾉノ '〃 石 英微粒 ﾉノ 暗灰 暗灰 北沢系力

550 365 Ｅ－ｌＯ ノノノダ 〆' '〃 水 挽 ﾉノ ﾉゾ 灰白 灰白 口縁部

551 178 ′' ''ノア ﾉノ 水 挽 橘 目 微砂粒 '' 赤茶 赤灰

552 175 Ｋ－９ ﾉノ〃 '〃 ／〃 ﾉｱ 長 石微粒 良 暗灰 暗灰 北沢系力

553 170 Ｅ－ｌＯ ''〃 ′〃 櫛描文 水挽 石英･長石鮒 中 灰 灰 口縁部

554 180 Ｄ－１１ ﾉノノダ ﾉソ 水 挽 ノノ 織 密 ﾉノ ′' ﾉソ

555 176 Ｇ－２ 〃鉢力 '' '' "ソ 石英･長石鮒 良 暗灰 暗灰

556 173 Ｆ－９ ﾉｱ′' 250 〃 〃 ﾉ 繊 密 ノノ 灰 黄灰

557 177 Ｇ－１ ﾉノノノ ﾉソ ノノ 〃 微 砂粒 中 赤灰 灰

558 188 １－９ '〃 摺鉢 ﾉノ ノノ 橘 目 綴密 良 暗灰 黄灰 胴部

559 1７１ 〃 ''′〃 '' 水挽・櫛目文 波状橘目 石英･長石徹粒 中 灰 灰 〃

560 185 １－３ ﾉノノノ '' 水 挽 橘 目 綴密 良 暗灰 暗灰 ﾉソ

561 364 Ｅ－ｌＯ ﾉ〃ノノ ﾉノ 水挽・櫛目文 ′〃 石英･長石鮒 中 灰 灰 口縁部

562 202 Ｈ－ｌＯ ''ノノ ﾉノ 水 挽 '' 織 密 ノノ '〃 " 胴部

563 203 Ｈ－８ ﾉノ′' ﾉア ノノ ﾉノ 長 石微粒 良 ﾉｱ ﾉノ ﾉア

564 187 Ｇ－１ ノノ′' ′〃 '' 'ノ 石英･長石徹粒 ノノ 黒灰 黒灰 "206と后体力

565 207 １－９ ﾉノノソ ﾉソ ノノ ﾉノ 長 石細粒 ／' 暗灰 暗灰 ノダ

566 206 Ｇ－ｌ ﾉノ′' '' ノノ '〃 石英･長石徹粒 '〃 '' ノア ／〃

567 205 Ｇ－３ ﾉノノノ ﾉノ ノノ ﾉア 〃〃 ﾉノ ノソ 黒灰 ﾉゾ

568 200 Ｆ－ｌ ﾉノ／〃 ﾉノ ′' '〃 微 砂粒 ′' 灰 灰 ﾉア

569 204 Ｇ－２ 〃〃 ﾉノ ノノ '' 長 石微粒 ′〃 ノゾ ﾉア ノダ

570 190 Ｋ－８ ﾉノ〃 ノア ノノ ﾉノ 石英･長石徹粒 ﾉア 暗灰 暗灰

571 184 １－３ ﾉノ〃〃 '' 水挽・ナデ ﾉゾ 長石粗粒 ／〃 ノソ ﾉソ 〃'

572 1９７ Ｇ－ｌ '〃 ′〃 '' "･静止糸切 '〃 石英･長石徹粒 ノノ 灰 灰

573 226 Ｅ－ｌＯ '' 鉢 '' 水 挽 丹塗 微砂粒 ′' 紅灰 朱 底部

574 199 １－４ 〃摺鉢 ﾉノ 〃●静止糸切 橘 目 ﾉア ﾉノ 灰 黒

575 201 1－１１ '〃 ノノ '' 水 挽 ﾉノ 石英･長石鮒 〃 ﾉノ 暗灰 胴部

576 225 Ｃ－９ 〃鉢 ﾉア ノノ 水挽･櫛描 綴密 ﾉノ 'ダ 灰

577 186 Ｆ－ｌ２ 摺鉢ノノ ノノ ノノ 橘 目 長石細粒 ノノ 〆' ﾉソ 胴部

578 1８３ Ｇ－８ ﾉノ ′ノ １ ノソ ﾉノ 織 密 ﾉソ '' ﾉノ 〃自然粕

579 193 Ｊ－９ ﾉノ バノ 1４０ ４ 水挽・ナデ ﾉア 砿･長石脳･農 ノノ '〃 ﾉノ

580 110 Ｈ－ｌｌ "ソ ′〃 138 ４ ナデ 水挽 長石粗粒 ﾉノ ﾉ ''

581 1９２ Ｈ－１０ '' ′〃 106 ６ 水挽 橘 目 砿･長石鮒･農 ﾉノ ﾉァ ﾉソ

582 196 Ｇ－ｌ ﾉノ ノノ 1２８ ５ 〃● 静止糸切 ノノ 石英微粒 ﾉノ ﾉア ﾉノ 205と同一力

583 194 Ｄ－５ ﾉノ" 1４０ １ 箆削〃 ﾉノ 石英鮒･長石１１砿 ノノ 暗灰 〆'



名称又は形態

584～595。

り、665～667は脚部分である。

土師質士器（第４７．４８図表４２．４３図版19）

蓋とカワラケがあるが、いずれも細片であり多くを知り得ない。６０７．６０８は蓋と考えられる。

前者は口縁外面に膨らみを持たせ、後者は先端部を垂直に折り曲げる。609～631のカワラケが

ある。形態的に幾つかに分類する事ができ、ａは609で代表される杯形で直立ぎみの器壁と広く

て平坦な底部を持つもの、ｂは610の様に肉厚で丸底気味のもの、ｃは617の如く浅形で器肉が

薄ものである。この中には｢1縁部を受ｎ状を呈するものとしないものがあり、前者は概ね黒色処

理を施されたものである。一方、後者の中の一部に特に徴密な胎土で磨きのある６２０．６２７は京

都系の所産である。ｄは623～625などの個別のものがある。

瀬戸・美濃系（第４８．４９図表４３．４４図版14）

６３２は飴紬の小壷である。噸部に'111帯をもち、肩部からlllil部にかけて反蓮弁文が巡る。633～

635は黒粕碗でいわゆる天tlである。一般には古瀬戸といわれる一群である。

－４２－

表４２掲載遺物一覧表挿図Nq47

m霧WW-蓋Fi両扉
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

[l径

厚さ

底径

残
存
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584 255 Ｇ－２ 査器系翌 細 水挽 水挽 長石細粒 良 茶 緑灰 ﾛ開自燃削

585 259 Ｆ－６ " ′ 〃 〃 "' ﾉノ 微 砂粒 '' 黄灰 茶 ﾉノ

586 264 Ｅ－９ ''ノノ ノノ 輪積・ナデ ナ デ ノノ ﾉﾀ 焦茶 茶 胴部263と同一力

587 269 １－７ ''ノア ′' ナ デ '〃 ′〃 ﾉノ ﾉノ ノタ ﾉノ

588 270 ﾉノ ﾉノノノ ﾉソ ﾉノ '' 綴 密 ﾉダ 茶 /' 自然粕

589 265 Ｇ－８ 'ソ′' ノノ '〃 ﾉア 〃 '〃 黒灰 黄灰 ﾉソ

590 267 Ｃ－ｌＯ ''′〃 ′′ 輪 積 '' 〃 '' 青灰 暗褐 '〃

591 268 Ｊ－８ 〃 ノ ア ﾉノ ナデ ﾉノ 微 砂 粒 '' 茶 茶 断面漆補修痕

592 263 Ｇ－２ ﾉアノノ ノノ 輪積・ナデ '〃 〃 ノノ 焦茶 ′' 胴部

593 262 Ｇ－ｌ ﾉソ′〃 ′' ナ デ ﾉノ 粗 砂 粒 ﾉｱ 赤茶 暗茶 ''

594 261 Ｊ－ｌｌ ''ノノ '〃 輪 積 ﾉノ 織 密 ﾉソ 黄茶 焦茶 ﾉア

595 266 Ｇ－ｌ ﾉノノノ ノノ ナ デ 指圧痕 ノノ ﾉノ 茶 暗茶 自然袖

596

597

258

257

Ｊ－ｌＯ

１－９

''′'

/'ノノ

310 1

1.5

水挽

ナデ

水挽 微砂粒
ノノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾉノ

/ノ

茶
ノノ

口縁部
一

底部
同一力

598 189 Ｊ－ｌＯ 〃摺鉢 細 水挽 橘 目 長石細粒 中 暗茶 薄茶 割れ□を擦る

599 1９８ Ｇ－ｌ '''〃 ﾉノ 〃ナデ ﾉア ノノ 良 茶 ノノ

600 1８１ Ｇ－２ "ノア '' ノノ '' 長 石粗粒 ﾉノ 薄茶 薄茶

601 279 G-l他 '〃ノア １００ 348 1５４ ４ ′〃 /〃 ′〃 ﾉア 茶 ′〃

602 1８２ Ｆ－９ 瓦質〃 340 ２ ′〃 ﾉノ 微 砂粒 不 灰 灰

603 1９５ Ｋ－９ '〃〃' 1４３ ３ '′ナデ '' 石英･長石徹粒 ′' 灰白 灰白

604 174 Ｅ－９ ''ノノ 細 ′' "ノ 微 砂粒 ′' ﾉノ ノノ

605 1９１ １－３ ''′' '' 指圧痕 ﾉソ 石英微粒 ノノ 黒 黒

606 286 Ｅ－８ 蓋" 1９４ １ 水挽 水挽 織密 良 灰 灰

607 253 Ｅ－１０ 土師器〃 1３８ １ ナデ ノノ 〃〃 不 明茶 明茶

608 254 '' ﾉノノソ 1５０ １ ノノ '〃 薄茶 薄茶 磨耗

６ 242 Ｇ－ｌ２ 〃カヮラケ 3２ 1３０ 8４ ２ ナデ ナデ 石英･長石剛粒 〃 ﾉ' ノノ

６１０ 250 1１－１０ ﾉノノノ 2８ 1２０ 5０ ２ ノノ ′' 長 石粗粒 良 茶 茶

6１１ 245 Ｃ－６ ''ノノ 3２ 1１８ 6０ １ ノノ ノダ 織 密 中 明茶 明茶

612 246 ノノ '〃ノノ 細 ′' ノノ 石英･長石隣jｉ 良 黄土 黄土

３ 248 1１－１０ 〃ノノ ﾉノ ′〃 ﾉノ 微 砂粒 不 ノノ 黄白

614 252 Ｇ－９ "'ノノ ﾉノ ノノ ′' 石英･長石榊血 良 〆' 黄土

615 2４１ Ｇ－ｌｌ "'／' '〃 長 石粗粒 不 薄茶 薄茶 磨耗

616 244 Ｅ－ｌＯ ﾉノノノ 2５ 1１０ 6０ 1 水挽 水挽スリップ 織密 良 ﾉソ ﾉノ

造 り

器表 内器 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考



617～653Ｓ＝l／３

668～674の施軸陶器がある。壷、髪、皿で一部に不確実なものもあるが瀬戸系の一群で、前者

より時期を下げるであろう。

舶載陶磁器（第４８．４９図表４３．４４図版14～16）

636は黒軸碗でいわゆる建蓋天日である。637は唯一の青磁壷で玉縁状の厚い口縁を持つ。６３〔

～648.650は碗で、蓮弁文をもつもの、劃花文をもつものがあり、640の見込みには縁起ものの

文字がある。649は皿としたが確証はない。651は白磁のⅢである。６５２．６５３は青磁の盤である。

654～657は染付皿で、いわゆる明染付と言われるものである。その他は碗で青花を見る。

近世陶器（第49図表44）

ごく少量の近世陶器があり、675～678に図示した要と皿である。これらが当遺跡と直接係わる

－４３－

表４３掲載造物一覧表挿図NoL48

iW凋麗~言F蒜支雨雲
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617 233 Ｇ－９ 土師質カワラケ 2２ 130 6０ ２水 挽 ナデ 石英繊立 良 黒 黒 灯IりⅧ

618 234 1-10 ﾉノ" 1９ 120 5８ ２ "汐 水挽 ﾉ′ ′' " '' '〃

619 232 Ｋ－ｌＯ "ノノ 1９ 9８ 3０ ４ ナデ ナデ 石英・長石微粒 ﾉソ '' ﾉノ ノア

620 235 ﾉｱ ﾉ〃 ザ 1６ 3０ 6２ ４水挽 水挽 石英微粒・蝶 不 黄白 黄白 京都系

621 230 Ｇ－９ ﾉノ ′〃 2２ 110 6０ ２ ナデ ナデ 石英･長石微粒 良 黒 黄土 灯明皿

622 231 Ｋ－ｌＯ ′〃ノダ 2０ 9６ 3８ ６ 〃 ′〃 ノア ﾉノ 〃 黒 〃汐

623 249 Ｅ－９ ''ノノ 1５ 7８ 4９ 1.5 微砂粒 不 黄白 黄白 磨耗

624 243 Ｇ－７ ′〃 " 2１ 100 6８ ２ ナデ 水挽 織密 中 薄茶 薄茶

625 251 Ｆ－８ ノノ′〃 1８ 7４ 4０ ３ '' ハケメ ﾉノ 良 黒褐 黒褐 灯明皿

626 236 Ｋ－ｌＯ ﾉノ〃' 細 水挽 ナデ 微 砂 粒 中 薄茶 黒 ﾉノ

627 240 Ｈ－９ ﾉノノア ﾉノ ナデ ﾉノ 織 密 ﾉノ 黄土 灰 京都系

628 239 Ｅ－６ ﾉノ 〃' 〃 "汐 '' ﾉノ ﾉソ 薄茶 薄茶

629 237 Ｇ－９ ′'ノノ '' 水 挽 水挽 石英微粒 良 暗褐 暗褐 灯明皿

630 238 Ｇ－７ ノノ′' '' ナデ 綴密 不 黄土 薄茶

631 247 Ｅ－９ ′'ノソ 2１ 9８ 7０ １ ﾉ 水挽 微 砂 粒 中 灰 灰白

632 135 Ｇ－９ 瀬戸系小壷 3８ 3０ 4０ 1２ 反蓮弁文 織密 良 緑褐 緑褐 最大径6６

633 293 Ｆ－１０ 〃天目碗 細 施紬 施袖 ﾉノ 〆' 茶 茶

634 291 1－４ ﾉノ ノ '〃 '〃 '〃 ﾉノ 黒 ﾉア

635 292 Ｅ－６ ﾉノ戎' 110 1 ノノ ′〃 ﾉノ 夙′ 茶 、ノノ

636 290 Ｈ－ ４ 舶載陶器〃 117 1 ノノ ノノ ﾉノ '' 黒 黒 口緑部茶色

637 123 Ｈ－６ 青磁 碗 1０２ １無文 無文 ﾉノ ﾉソ 黄灰 黄灰

638 1１７ Ｄ－ｌＯ ''" 細 蓮弁文 ノダ ﾉソ ﾉノ 青緑 青緑

639 116 Ｆ－ｌＯ '〃′〃 1２０ １鏑文 線描文 ﾉゾ 久 緑灰 緑灰

640 1１４ K-lO他 ﾉノ〃〃 5６ 1２ 無文 無文 '〃 ′ノ 薄緑 薄緑 貫入高台内無粕

641 1１３ Ｇ－２ ﾉノノノ 5４ 1２ 高台内ケズリ 文字押印 '〃 （’ 緑 緑 〃 ｢福n$Ｕ

642 120 Ｆ－９ ''ノノ 細 蓮弁文 無文 ﾉノ ′' 黄緑 黄緑

643 1２５ Ｅ－８ ﾉノ ′' " 無文 ′' ﾉア ノノ 灰緑 灰緑

644 1２４ Ｂ－８ ﾉ ノノア '' ノノ ′' ノノ ノア ′' ﾉ

645 1１８ Ｅ－４ /〃ノク ﾉノ 線描蓮弁文 〃' '〃 ノノ 暗褐 暗褐

646 119 Ｊ－６ ﾉノ ′' '' 蓮弁文 ノア ﾉノ 尻' ﾉノ 〆

647 1２１ Ｅ－６ ﾉア ′' ﾉダ 無文 劃花文 /' ﾉソ 黄緑 黄緑

648 1２７ Ｆ－５ ﾉノ〃 128 ﾉノ ノダ 無 文 ﾉソ 夙′ 薄緑 薄緑

649 122 Ｅ－６ 皿〃 120 １ ﾉノ 〃 〃 ノノ 青緑 青緑 貫入

650 109 Ｊ－９ 碗〃 細 ﾉダ ノノ ノダ ノノ 青灰 青灰

651 102 1－９ 白磁皿 4６ 1２ へラ調整 ノノ ′' 〃 灰白 割塙台(4単立）

652 111 E-9他 青 磁盤 231 ４無文 縞文 ノノ ﾉノ 薄緑 薄緑

653 1１２ Ｈ－８ ﾉノ′' 1９８ 1 ﾉノ 無 文 〃 〃 '〃 ノノ 貫入

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考



二

ｶﾕ否か

／６654～6６ 667Ｓ

上製品（第４９．５０図表４４．４５図版21）

679～684は陶片を打欠いたオハジキであり、士製品と言うにはやや不都合があろうがここに記

した。直径2.2～３cm程で須恵器系又は査器系の髪片を材料にしている。682～692はルツボ（と

りべ）である。ノロが付着しているものが多い。693は羽口である。ここにも使用痕としてノロ

の付着を見る。ルツボと共にこの遺跡内で小鍛治が行われた事を物語るものである。694～699は

士錘である。直径５cm程とおおきく、大型網の錘である。

石製品（第50図表４５図版２１．２２）

石円と砥石である。７００．７０２が上臼、７０１．７０３は下臼である。砥石は大小様々であり、いずれ

もかなり使い込んだものである。

金工品（第51図表４６図版22）

712は和鏡の紐部片である。亀甲をあしらい孔を穿つ。713は不明のものであるが、合わせ金具

で割りピンによって留められた部分である。714～728の銭貨がある。銭種を列記すれば「開元通

賓｣４（初鋳造年621）、「景徳元賢」（同1004）、「皇宋通奮」（同1039）、「元豊通蜜」（同

－４４－

表４４掲載造物一覧表挿図NoL49

fI凋廃F蒜支扇屋墨
計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

654 130 Ｇ－６ 染付皿 7０ １花唐草文 玉取獅子文 綴密 良 白 白 明染付

655 128 Ｇ－４ ﾉノノノ 2９ 120 7１ ３無文 〃 ノノ ﾉノ ﾉア 〃' ′

656 1３１ 1－４ ﾉノ′' ３ ﾉノ ノノ ノノ '〃 '〃 ノノ ′'

657 1２９ Ｊ－４ 〃〃′' 1８ 100 5４ １花唐草文 十字花文 ﾉア ﾉア ﾉノ ノノ ′'

658 1３２ Ｇ－６ 〃碗 細 無文 花唐草文 ′〃 ﾉノ ﾉア ノノ

659 134 Ｇ－４ ''′' 3０ 1２ 青花 ノノ '' ﾉソ ノァ

660 133 Ｋ－７ '''〃 細 唐草文 無文 ノノ ﾉﾀ 青灰 灰白

661 2７１ Ｇ－ｌ 瓦質火器 194 1.5 ミガキ 水挽ナデ 微砂粒 夙ノ 薄茶 薄茶 口縁部透かし

662 273 Ｅ－ｌＯ ′ツ パ グ 198 ２雷文 ナ デ 石英・長石微粒 中 紅黄 薄茶 波状口縁

663 272 Ｃ－８ ノノ ノ ノ 220 ２蓮弁文連子文 ﾉノ ﾉノ 良 黄土 黄土

664 276 Ｊ－９ '′不明 細 水挽 水挽 石英微粒 ノノ 灰白 灰白

665 275 Ｅ－６ 〃火器 ノノ ケズリ 微 砂 粒 不 黄土 黄土 獣脚

666 274 Ｆ-8.10 ''ｆ〃 ノノ ミガキ ナ デ 微砂粒石英微粒 良 黒 黒 脚部

667 278 Ｅ－９ ′' ノ ノ 173 ３水挽 ﾉノ 微砂粒 ﾉノ 灰白 灰白 器内袖溜

668 289 Ｇ－８ 瀬戸系 壷 ２施袖 水挽 綴密 ﾉゾ 黒茶 灰 長頚袖頚部

669 287 Ｇ－ｌ ﾉノノノ 1２ '〃 ﾉア ﾉダ 汎′ 黒 明黄 〆'

670 296 Ｇ－７ "〃 壷力 細 ﾉｱ ﾉソ 〃 中 黒茶 黒茶

671 288 Ｆ－９ ﾉ ノノノ ノア ﾉゾ 施 軸 ﾉノ 良 黒 黒

672 297 Ｈ－ｌＯ 〃喪力 ノノ 'ノ "〃 微 砂粒 ﾉノ 茶 明青

673 294 Ｆ－８ 不明皿力 ／〃 ﾉ〃 '' 織 密 ﾉノ 黄茶 黄茶

674 295 Ｄ－９ 瀬戸系聖 〃' ﾉノ ﾉダ 'ノ ﾉノ 黒 黒

675 260 Ｆ－８ 近世陶器〃 ′' 水挽 水挽 微 砂 粒 中 茶 茶 口縁部

676 1２６ Ｆ－７ 〃皿力 ﾉソ 施袖 施袖 綴密 良 黄緑 黄緑

677 277 "' ﾉノ 饗 ノノ 水 挽 押印文 石英・長石微粒 ﾉノ 焦茶 薄茶 ｢格子目文」

678 1１５ Ｊ－ｌＯ 〃皿力 5０ １施袖 劃花文 織密 ′〃 黄土 黄土

679 280 1－９ 須恵系オハジキ 2８ ﾉノ 灰 灰 要片

680 282 Ｊ－９ β'／' 2３ ノノ 暗灰 暗灰 〃〃

6８１ 284 Ｇ－４ '〃ノノ 2９ ノタ 黒灰 灰 ノノ

682 283 ノノ ノノ′〃 2２ ﾉノ 灰 灰 'ソ

683 2８１ Ｇ－２ ノ ノ〃〃 3０ 〃〃 暗灰 暗灰 ノノ

684 285 Ｆ－８ 査器系〃 2６ ノノ 青灰 茶 ノノ

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考
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、「元祐通賓」（同1086）、

|通賓」（同1408）、「不明」
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表４６掲載造物一覧表挿図N０５１
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計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

685 307 Ｆ－３ 土製品ルツボ 3６ 9５ 丸底 ６手握 石英微粒 良 灰 黒 ノロ付着

686 304 Ｇ－２ ﾉク 〃 3７ 9５ ﾉノ ５ 〃′ 微 砂粒 〃 ノノ 灰 ノノ

687 306 Ｈ－６ ′'ノノ 3７ 8５ ３ 〃 石 英 微 粒 βノ 黄土 ﾉノ 〃

688 305 〃 〃バグ 3６ 8６ 丸底 ４ 〃 微砂粒 ﾉ′ 灰白 /'

689 311 Ｆ－３ 〃ノノ 細 戎' ノノ ′〃 暗灰 黒 ノロ付着

690 310 Ｈ－７ ノノノヅ ﾉノ ﾉノ ノノ ﾉノ 灰 黄土 "

691 308 1－７ ノ ノ／' ﾉノ ﾉザ 石 英微粒 ﾉノ '' 黒 ﾉア

692 309 1－３ ダ ノノノ ﾉノ ﾉア 石英・長石微粒 ノノ 黒 '〃

693 312 〃 〃羽口 3０ ﾉノ ﾉノ 長 石細粒 '' 暗灰 薄茶 ノロ付着

694 302 Ｇ－１ '′土錘 4５ 5０ ３ ﾉソ 長 石粗粒 '' 黄土 黄土

695 301 1－４ ノク ′' 6５ 5５ ４ 〃 'ノ 中 薄茶 薄茶

696 298 Ｇ－８ 〃Ａ′ 5２ 5８ 1２ ﾉノ "ザ 良 ノノ 〃' 完形

697 303 Ｅ－９ 尻′ノザ 4８ 5５ ３ '' 綴 密 ﾉノ 黄灰 黄灰

698 299 〃 ﾉア〃 6０ 4９ ６ 〃' 長石粗粒 〃 薄茶 薄茶

699 300 Ｈ－７ ﾉノ〃 5３ 5０ ６ ﾉザ 石英・長石微粒 不 赤茶 赤茶

700 318 Ｊ－８ 石製品石臼 110 320 ２ 上臼

701 317 Ｈ－ｌｌ 〃〃 7６ 305 ４ 下臼

702 316 Ｊ－９ ”〃 104 319 1.5 上臼

703 313 Ｈ－９ 灰'ノ ザ 2７ 細 下臼

704 333 Ｃ－７ 〃砥石 6１ 3０ 1９ 四方研ぎ面

705 332 Ｇ－２ 〃〃 1１７ 3２ 2４ 〃

706 336 Ｊ－８ 戎’ 〃 4８ 3５ 1２ ノノ

707 334 ﾉア ﾉ'〃 4４ 2４ 1８ "

708 328 Ｇ－ｌ "〃 7９ 5２ 5３ 〃 V字痕

709 329 Ｇ－３ ダ〃汐 8９ 6０ 6２ 〃ノノ

710 337 Ｈ－８ 尻'ｆ' 1３５ 6６ 1９ 二方研ぎ面

7１１ 331 Ｆ－７ ﾉ'〃 233 5６ 5２ 四方研ぎ面

造り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考

計測（m､）

タテ

器高

ヨコ

口径

厚さ

底径

残
存
率

712 344 Ｊ－４ 金工品和鏡 細 亀甲 紐部

713 342 " 〃 不明 3７ 2７ ９ ノア 残欠

714 360 Ｆ－７ ′〃 銭貨 1２ ｢開元通責」

715 358 Ｃ－ｌＯ 戊ノア 1２ 「〃」

716 345 Ｅ－９ 〃（’ 1２ 「〃」

717 350 Ｃ－６ ﾉノノ ア 1０ 「′′」

718 361 〃 〃 〃 ８ ｢景徳元責」

719 348 Ｆ－ｌＯ ﾉノダ ノ ３ 磨耗

720 354 Ｅ－９ 〃〃 1２ ｢元豊通責」

7２１ 357 〃 /'〃 1２ ｢元祐通資」

722 353 Ｇ－ｌｌ "ノア 1２ ｢政和通奮」

723 355 Ｈ－９ ﾉ ク 〃 1２ 「′′」

724 351 Ｆ－ｌＯ 我' ノ ノ 1２ ｢洪武通賓」

725 356 Ｈ－１１ 〃 ′ ′ 1２ 「〃」

726 359 Ｇ－１１ ノノ ノ ノ 1２ ｢永楽通賓」

727 349 Ｈ－ｌＯ ノア戎' ８ 不明残欠

728 352 1－３ ﾉザ ノ ノ ４ ｢責」〃

729 343 Ｇ－２ 〃火箸 352 ５ ５

造 り

器表 器内 木器
胎土又は材質

焼
成

色彩

器表 器内
備考



4６

７その他の木製品

遺構出土の遺物の内、図示しなかった木製品281点を表47に記録した。曲物側板、底板、など

生活関連用具を始めとして、切端、削屑に至るまで様々であるが改めて図示にたえる程のもので

番
号

遺物

番号
出土位置 名称又は形態

計 測（､､）

タテ ヨコ 厚さ 直 径
材質 造り 備考

７４８ ＳＥ－７ 板 状 １２５ ６５ ８ 杉

２ ７４９ 〆〃 ′〃 1００ ５０ ９ 〆〃 切る

３ ７５０ 久〃 木 端 1１５ ２０
心
夕
凸

′〃 戎〃

４ ７刑 戎〃 杭 状 ３１５ ５０ ） 栗① 割 る

５ ７う２ 灰〃 〆ク ２１５ ３５ ２ 〆〃 割る・削る

６ ７う３ ノア 木 片 ２ jＯ ４４ 1０ ′〃 削る （コッパ）

７ ７ i４ 〆〃 切 端 １)５ ７０ 3０ 不 明 割る・削る

8 １；６ ＳＥ－８ 曲線側板 (１ ；0） (50） ４ 杉

９ $７ 戎〃 次〃 １iＯ 1５ ３ 灰〃

1０ ３ )１ Ｓｌｊ－９ 不 明 ２う２ ８０ 3０ 桧 力 削る

１１ ８２６ 〆〃 模 1９０ ２１ 1５ 杉

1２ ６１０ ＳＥ－１３ 自然木 ６２０ 5５ 不 明

1３ ６１１ 〆〃 柴 1７４ 3２ 〃〃 切る

1４ ６１２ 〆〃 木 片 １１０ ４５ ２５ 栗 ”・害りる

1５ 6８２ ’〃 ′' 5５ 1８ 1５ イタヤカ 削る

1６ 6８３ 〆〃 木 切 1０５ ３１ 1５ 杉 削る。切る

1７ ５１８ ＳＥ－２９ 〆〃 1１２ 2４ 不 明 タグ 切 込・コモヅチカ

1８ ５２４ ＳＥ－３２ 曲物側板 ２４５ 1５ ４ 杉 "〃 切目・風化激しい

1９ ６２５ ノア 板 ２４５ 1０５ ９ ′〃 切る

２０ ６２６ 虎〃 曲 物側板 ２６５ 1６ ３ ′〃 削る 糸吉紐・結孔・４点一寸舌

2１ ６２７ 虎〃 木 片 1１０ 2３ 1２ 〃〃 ”。切る

』２ ５１４ ＳＥ－３７ 杭 状 ２９５ ３５ ３５ 架 ′〃

２３ ５９７ 〃ア 桟 片 1２０ 2５ １２ 杉 切る

2４ ５２６ ＳＥ－４８ 削 屑 ３７０ 1８ ２ 〃〃 削る ４点一括

2５ ５２７ 次〃 木 片 ２４８ 2０ 1７ 栗 力 割る

』６ ５２８ 〃〃 ′〃 1００ ４３ 1０ 杉 "汐

』７ ５２ 〃〃 抗 状 ２２０ ５０ ４０ 栗 力 戎〃 t尭け

』8 ５５０ ﾉッ 曲 物側板 １３０ 1５ ２ 杉 削る 有孔

』９ ２５５ ＳＥ－５３ 桟１犬 ２６４ 1８ ５ ′〃 〃。切る

1０ ２５６ 祝〃 戎〃 １１５ 1６ ７ 戎〃 伐〃 焼 け

1１ ２５７ 〃〃 木 端 １０３ １５ ２ 〃汐 〆〃

１２ ２５８ ′〃 '〃 1０５ １３ ′〃 次〃

3３ ２６４ ＳＥ－５５ 木 片 9０ ４０ ２０ 不 明 割る

1４ ２６５ 〃〃 '〃 9０ ６０ 1０ 杉

j５ ２６６ '〃 切 端 6７ ４０ １０ 杉 切る

1６ ２６８ ′〃 板 状 1７０ 1５ 虎〃 削る

｝７ 2６９ ノア 桶 底板 1３０ 2５ ７ ノア 〆〃

)８ ２７０ ′夕 切 端 9５ ３５ 1５ ′〃 切る。割る

j９ ２７１ タグ 木 片 1００ ４７ ５ ′〃 削る 割りコッパ

４０ ２７２ ノノ 切 端 1２２ 2０ 栗 切る

４１ ６１７ ′〃 戎〃 5６ ４８ ２５ ′〃 〆〃

４２ ６１８ ′〃 木 端 6２ ４０ ２ 杉 〃削る

４３ ６１９ 戎〃 木 炭 5２ 2２ ２０ 楢 力 ２点一括

４４ ６８９ ′〃 木 片 1９５ ６０ 1５ イタヤカ 削る

４５ ６ )０ 〆〃 板 状 1６０ 1４０ 1０ 〆〃 割る

４６ ７ 2６ ′ク ﾉア ２６０ 1６ ３ 杉 削る 面取り

４７ ７ 2７ 〆〃 杭 １犬 ２７５ 3５ 栗 〆〃 丈L材

４８ ７２８ 〆〃 次〃 1６０ ４５ ２５ 〃汐 ”。割る

４９ ２７９ ′〃 〆' 1８０ ３５ 1７ タグ 灰 ’ ● ノ ア 焼 け

５０ ７ 1０ タグ 木 片 1３２ ３５ 1８ タグ '’●戎〃

刑 ７洲 ﾉァ 切 端 1８２ ８５ j７ 楢 力 戎〃●〃汐

う２ ７ 1２ 〃〃 杭 ２７０ ６０ $０ 栗 虎 〃 ● ′ 〃 完形

う３ ７ １３ ′〃 ﾉゾ ２１０ ７５ ；５ 〆〃 ノア●〃汐 、戎グ

う４ ７ )４ ′〃 杭 状 ２１０ ３０ 1８ 我〃 虎 〃 ● ノ ア

う５ ７ )５ 虎〃 木 片 ７２０ 2７ ２５ 〆〃 〃。切る ２点

う６ ５４７ ＳＥ－５７ "沙 1０５ ４８ jＯ 桐 力 戎〃

ﾗ７ ５４８ Ａ〃 戎〃 1２５ ４５ 』５ 不 明 ′〃

ﾗ８ ５４９ ノア ／〃 1６０ ４０ 2７ チャンチンカ 書りる



番
号

遺物

番号
出土二位置 名称又は形態

計 測（､､）

タテ ヨコ 厚さ 直径
材質 造り 備考

５９ ５５０ ＳＥ－５７ 切 屑 ５０ ２４ 1７ 杉 割る

６０ ５５１ ノッ 木 尻 ７２ 2０ 不 明 焼け・雑木

６１ ５５２ ﾉザ 架 端 ５０ 1８ 戎〃 切る

６２ ５５３ "汐 切 屑 1２０ 1５ ８ 杉 割る 桟状

６３ ５５４ ノア 切 端 ８０ 1５ ） "汐 削る

６４ ５５５ 〃汐 桟 片 1２ 1２ ３ 虎〃 虎〃

６５ ５５６ 尻〃 板 状 ８２ ５０ ） 戎〃 〆〃 柾目

６６ ５５７ 〆〃 〃汐 1８０ ３１ ７ 桧 力 切る 板目・切込

６７ ５５８ 戎〃 曲 見 側 板 1３０ ５４ ５ 杉 削る 切目

６８ ５５９ ノア 木 端 ９５ ３２ ２ "〃 ノア ６点一括

６９ ５６０ 虎' 桟 状 １０ 1２ ３ "〃

７０ ５６１ ノア 削 屑 1２ ２ ３ ′〃 削る

７１ ５６２ 〃汐 木 炭 ４０ ４０ 1５ 硬質

７２ ６７ ＳＥ－７０ 高下駄の歯 ７０ 8０ 1４ イタヤ 削る 残片

７３ 2５４ 屍〃 抗 状 1５６ ６０ ２０ 栗 ”。切る

７４ 2７２ ＳＥ－７６ ′〃 ２１５ ４５ ２０ 杉

７５ ５１９ ＳＥ－８０ 木 端 1６１ ４０ 1６ 栗 焼け

７６ ５２０ ﾉザ 〃汐 1０６ 1８ ８ 〃汐 タグ

７７ ７４１ 次〃 杭 2３６ ４３ ４０ 〃汐 削る。割る 上部焼け

７８ ７４２ 虎' 切 端 1３０ ３５ 2０ 桧 力 切る。〃

７９ ７４３ ノア 桟 状 ９０ 1４ 1２ 杉 〆夕

８０ ７４４ 次〃 木 片 ２１５ ８０ ２５ 栗 肖りる。割る 焼け（コッパ）

８１ ７４５ 〃〃 ノア 1２０ ５５ 1５ ′〃 '〃●尻' 〃（〃）

８２ ７４６ "汐 尻〃 8５ ７５ 1５ 次〃 ”。切る ２点（〃）

８３ ７４７ 〃〃 ′〃 1３２ 3７ １２ 杉 害11る （〃）

8４ ５６４ ＳＥ－８１ 切 端 1２０ ６２ ６ 不 明 切る

８５ ５１５ ＳＥ－８２ 木 切 8８ ３２ ２５ 杉 削る 渓ｵ犬

８６ ５１６ 〆' 桟 状 1５３ 2０ ２ 〆〃 切込み

８７ ５１７ 虎〃 切 端 1４２ 1６ ５ 栗 削る

8Ｈ ５６５ "汐 木 切 2０２ 4５ 不 明 切る 桜力

８９ ﾗ６６ 次〃 '〃 ９５ 4０ 1７ 桜 〃。割る

9０ ﾗ６７ "ザ 木 端 1００ 4０ ３ 杉 削る．〃

》１ ﾗ６８ 〆〃 杭 9６ 2８ 1７ 栗 〆 〃 ● ′ 〃

）２ う６９ ノア 覧物側板力 ３７０ 1１ 杉 ′〃

）３ ５７０ 〆グ 桟 状 ２６０ 3６ ４ 桧 力 戎〃

)４ ５７１ 屍〃 板 片 1２６ ３５ ３ 杉 久〃 切込み

)５ j２９ ＳＥ－８３ 漆器片 表黒・内赤漆

9６ i７４ 沢〃 板 状 1２９ ６５ ４ 杉 切 る 柾

9７ j７５ ′〃 〃〃 1３３ ４１ ５ ′〃 削る 〃汐

9８ 》７６ ′〃 皮〃 HＯ ７２ ６ 桧 力 ”。切る 結 紐 付

９９ ﾗ７７ 虎〃 桟 1９５ 1４ ８ 杉 〃〃 切込

1００ ﾗ７８ ／〃 桟 状 ８５ 1２ ６ 次〃 成夕

1０１ ﾗ７９ 虎〃 ′〃 1１３ １４ ６ ′〃 割る

１０２ 5８０ 戎〃 板 状 1４０ ３２ ５ 〆〃

１０３ ５８１ "汐 木 片 1５０ 2９ １０ 〆〃 削る

1０４ 5８２ 〆〃 曲 見側板 7０ 2０
Ｂ
夕
凸

／〃 〆〃 ３点一括

1０５ 5８３ ﾉア 木 端 １ 犬 1１５ 1８
も
〃
．
〕

ノア 〃汐 ２点一括・有孔

1０６ 5８４ 虎〃 串 状 ７５ ７ Ｉ 戎〃 〆〃 ３点

１０７ 5８５ "汐 ノア １１０ ９ ２ 尻〃 〃汐

1０８ 5８６ 〆〃 木 端 1２１ 1２ １ "汐 ′〃

1０９ 6９１ ＳＥ÷８４ 切 端 1４５ 6５ 3５ 桧 力 切る。割る

１１０ 6９２ 尻〃 尻〃 1００ 3３ 3３ ′〃 久 〃 ● 〆 〃

１１１ 693 虎〃 ′〃 1１４ 3０ ２１ 杉 ′〃

1１２ 6９４ 尻〃 況夕 4２ 2４ 1２ 灰〃 〆〃

1１３ 6９５ '汐 剛 屑 1０５ 4５ ２ 虎’ 削る ４点一括

１１４ 5７３ ＳＥ－８５ 曲物側板 ２２０ 6０ ３ ﾉザ 〆〃 大型・井戸側力

1１５ 6８４ ＳＥ－９３ 桟 状 9５ 2０ ５ 皮〃 〃。切る

1１６ 6８５ 虎ク 木 端 1１１ 2０ １ 戎〃 戎’

1１７ 6８６ ﾉザ 木 片 6７ 2５ ５ 栗 〃．切る

1１８ 6８７ ノア 木 尻 7５ 3５ 1８ 不 明 割る。” 焼け

1１９ 688 戎〃 樹 皮 ９０ ３５ ６ チャンチンカ

1２０ 1０７ ＳＥ－９４ 串 力 2０ ７ ３ 杉

1２１ 1２０ 〃汐 刀 形力 ９０ (１７） ５ 〆〃

1２２ 2０１ 戎〃 木 端 1５０ ３８ ６ 我〃 削る。切る

1２３ 2０３ 伐夕 狭夕 １０１ 2８ ６ ′〃 戎 〃 ● 虎 〃

１2４ ２１１ 久〃 桟 状 １２０ 2２ ５ ﾉア 虎〃

2５ 3５８ 〆〃 箆 状 ８１ 1６ ６ 栗 Ａ〃

１2６ )５９ 祝〃 ハシ状木製品 １１１ ７ ５ 杉

１2７ Ｉ６０ 〆〃 夙夕 ８０ ７ ４

１2８ ｌ６１ 戎ク 夙夕 ５２ ６ ４

１1９ 3６２ β汐 虎〃 ８０ ６ ４

１jＯ ５９３ ノザ 切 端 1００ ６５ ６０ 不 映 切る
1３１ 5９４ 戎〃 戎〃 ９０ ５０ ２０ ノザ 尻〃

1３２ 5９５ 戎〃 タグ ６５ ４７ ２２ 虎' 久〃

1３３ 5９６ 戎夕 戎〃 ６８ ５０ ２２ 久〃 β〃 ３点一括
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1３４ 6４４ ＳＥ－９４ 串 状 1７５ 2０ 1２ 桧 力 切る・削る
1３５ 6４５ "汐 〃汐 ９７ 2０ ８ 杉 削る 面取り
1３６ 6４６ 〆〃 戎〃 1２０ 2０ ６ 楢 力 〃汐

1３７ 6４７ 戎〃 木 切 ６０ 1５ 1２ 杉

1３８ 6４８ 伐〃 戎〃 1３２ 1５ 1２ ′〃 割る

1３９ 6４９ 尻〃 切 端 ６５ 2０ １０ 樺 切 る

1４０ 6５０ 尻〃 虎〃 5０ 1１ １０ ′〃 戎〃

1４１ 6５１ 〃汐 木 片 1００ 3５ ３ 栗 力 削る ２ 点
1４２ 6５２ '〃 ′〃 ８５ 3５ ４ 杉 虎〃

1４３ ６５３ 皮〃 戊〃 １１５ 6５ 1４ 虎〃 ′〃

1４４ 6５４ 虎夕 板 状 2３０ 1７ ３ 虎〃 ノア

１４５ 6５５ 戎〃 ′〃 2４０ 1５ ３ ﾉザ 〃汐 切込

1４６ 6５６ ノア 桟 状 1３５ 1２ ４ 〆' 割る

1４７ 6５７ 戎〃 板 １ 犬 2１０ 2８ ３ 戎〃 切込

1４８ ６５８ 〆〃 木 端 1３５ 1７ １５点
1４９ ‘７ )６ '〃 切 端 1１０ 1００ ６５ 不 明 切る

1５０ ７〕７ ′〃 〃汐 1６０ 4０ ３５ 杉 〆〃 角材
1５１ ７３８ 久〃 虎〃 １１５ ３９ ′〃 〃・削る 丸材・柄力
1５２ 2６０ ＳＥ－９５ 板 状 １１０ 4８ ５ 桧 力 虎 〃 ● ′ 〃

1５３ ２６１ ′〃 戎’ 1２０ 4０ ８ 杉 ﾉ ソ ● ′ 〃

1５４ 2６２ 〃汐 ′〃 1００ 3５ ３ ′〃 "汐●戎〃

1５５ 2６３ 尻〃 β〃 1５０ 2５ ６ "ソ 尻’

1５６ ６５９ ＳＥ－９８ 切 端 1３５ 4８ ２７ 〆〃 切る。〃 面取り

1５７ ６６０ ′〃 板 状 1３０ ３４ ３ "〃 ノ ア ● 〃 汐

1５８ ６６１ 〃汐 桟 状 ２２０ 3４ 1２ 栗 "汐

1５９ ６６２ 〆〃 切 端 9０ ６５ ５０ イタヤカ 切る ２点一括
1６０ ６６３ 〆〃 ﾉア 1８０ 1１０ ６５ '〃 ノア

1６１ ７５７ 〆〃 底 板 1８０ ３５ ４ 杉 〃・削る

1６２ ７５８ ノア 板 片 ８５ ５６ ６ ′〃 戎〃 ２ 点

1６３ ７１ ＳＥ－９９ 樹皮（桜皮） 1５ 2８ ０．２ 桜 原材料力

1６４ ６９６ 〆〃 板 状 ３５０ ６４ １０ 桧 力 切る

1６５ ６９７ 〃汐 桟 状 ３４７ 2６ ６ 栗 削る。割る

1（ ６ ６９８ ′〃 杭 ４４０ ３４ ３２ 〃汐 " 汐 ● 〃 汐

脈 ７ 』７６ ＳＥ－１０２ 蓋板力 ２５５ 1０５ ５ 杉 〃。切る 面取り
1(８ 』７７ ′〃 桟 状 1６５ ７０ ８ ノア 〃。割る

1（ ９ 』７８ Ａ〃 木 片 1００ 2０ ３ '〃 ﾉゾ

1７０ 』７９ ′〃 曲 物側板 9５ 2７ ３ 〃汐 "汐

1７１ 』８０ 〃汐 桟 状 1３５ ４６ ７ 〆〃 戎〃

1７２ 』８１ 〃汐 "〃 1７５ ３０ 1５ 挺 力 ﾉア

1７３ 』８２ ′〃 虎〃 1３０ ７ ５ 杉 '〃

1７４ 』８３ ′〃 〃〃 1８５ ２０ 1０ 〃汐 "沙

1７５ 2８４ 況夕 木 片 1１８ ２０ ４ 〃汐 虎〃

1７６ ｸＨ５ ′〃 板 １ 犬 2３０ ５０ ４ 桧 力 〆〃

1７７ ｌ８６ 〆〃 木 端 ２７０ ２０ 杉 〃汐

1７８ 2８７ 〃汐 板 状 2８５ ５８ ５ ′〃 折敷片力

1７９ 2８８ 戎' 〆〃 2８６ 1５５ ６ 次〃 切る

1８０ 2８９ ﾉザ '〃 4７５ １００ ８ 栗 削る

1８１ ｸ９０ 役〃 桟 状 5００ ５０ １１ 杉 切る

1８２ ２９１ ′〃 抗 状 7６０ ７０ 5０ ﾉゾ 〃・削る 丸太

1８３ ６１３ ＳＸ－８９ 戎〃 2５６ ４０ チャンチンカ 削る

1８４ ６１４ 〆〃 木 片 3２０ ８０ 5０ 杉 切る。割る

1８５ ５２５ ＳＫ－１０ 木 端 １１０ ３５ 1３ 彼〃 ３点一括
1８６ 6８０ ＳＫ－１４ 木片力 ６６ １０ 1０ 〆夕 切る

1８７ ６８１ ノク 木 尻 1００ ２５ 不 明 焼け

1８８ 5９１ ＳＫ－１５ 桟 状 ３２ ２５ ６ 杉

1８９ 5９２ "汐 樹 皮 1１０ 4４ ４ 不 明

1９０ ５９８ ＳＫ－２６ 板 状 2０５ 8３ ８ 杉 ４点一括・底板力

川 ５２１ ＳＫ－６６ 木 端 ８０ 1７ ９ 栗 煙け（折れ）

１）２ ５０１ 内漆１－１ 曲物側板 ６５ 2５ ２ 杉 ノコギリ目

)３ ５０２ 〃ア ノア 1２０ 1１ 虎〃

)４ ５０３ 虎〃 杭 状 ２１０ 3２ ３０ 栗 削る

）５ ６６４ 〆〃 木 片 ｌｌＯ ２５ 不 明 切る

)６ 6０９ 内漆１－５ 板 1４１ 5０ 1２ 杉 ﾉァ 新しいもの

)７ 5４４ 内漆１－６ 木 切 4００ 3０ 松 削る 焼け・松枝

１）８ 5４５ ′〃 木 端 ３１０ 9０ 5０ 栗 割る

１)９ 5４６ ′〃 ′〃 ９５ 4５ 2０ 杉 切る

２００ ６１５ ′〃 板 ２１０ lｌＯ ９ 桐 戎〃 一括

２０１ "ザ 切 端 230 9５ ５５ 栗 〃。割る

２０２ 7４０ 戎〃 木 片 ３２７ 5０ ８ 虎' 〆〃 （コッパ）

２０３ ５３１ 内漆１－７ ′〃 1８０ 2０ 1７ 桧 力 割る

２０４ ５ 1２ 〆〃 〆〃 ７０ 2０ ８ 杉 切る 桟状

2０５ ５)３ "汐 木 切 ｌｌＯ 2５ 1４ 久〃 折れ

２０６ ５ )４ 災〃 木 端 １１８ 2５ ３ 戎〃 削る

2０７ 5３５ '〃 切 端 1００ ５１ ７ 虎〃 切る
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208 5３６ 内濁§１－７ 木 尻 1５０ ２５ 不 明 焼け

２０９ 5３７ '〃 切 鎧 1４２ ６９ ２２ 杉 切る

２１０ 538 内溺:1－８ 〆〃 ４４ ２５ ６ 〆〃 ′〃

２１１ 539 "汐 木 片 1２４ ２４ ６ '〃 削る 刀形力

２１２ 5４０ 〃汐 切 端 1７５ 1２０ 5０ '〃 切る

２１３ 5４１ ′〃 木 片 2７０ ｌｌＯ 4０ 栗 割る

２１４ 5４２ ′〃 曲 物側板 ３００ ３５ ３ 杉 削る １４点一括・復元不能

２１５ 5４３ ﾉア 〃〃 1８５ ２５ ２ /〃 〃〃 ３殴一括

２１６ ６１６ '〃 串 状 1７０ ６ ２ /〃 切る 一括

２１７ ４３ 内濁:1－９ 板 状 1２８ ４４ ７ 栗 削る

２１８ ４４ '〃 ′〃 1４２ 1８ ５ 杉 戎〃

２１９ ４５ ′〃 桟 状 6８ 1２ ５ ﾉア ﾉア

２２０ ４６ "〃 ′〃 1４０ 1６ ９ '〃 ′〃

２２１ ７２ '〃 削 屑 ９５ 1５ ０．２ '〃

２２２ ７３ 〆〃 ′〃 ９０ 1４ ０．２ 虎〃

２２３ ８５ 戎〃 切 端 5３ ４７ 2７ "〃 切る 角桟・切片

２２４ ８６ 〆〃 杭 1４２ ４２ 2３ 栗 削る．割る 雪l杭

２２５ ８８ ﾉゾ 切 端 ６０ 4８ 1５ 杉 切る。〃 両端切

２２６ ８９ 〆〃 角桟 ・ 切 端 ３１５ ４１ 1８ ′〃 〃〃 平 角 桟

２２７ ９０ '〃 桟 。切端 ２５３ 1６ 1５ 〃汐 削る 橡:栓状

２２８ ９１ "〃 杭 状 ３１５ ７５ 4４ 〃〃 削る．割る

２２９ ９２ '〃 桟 状 1２５ 1６ ５ 〃〃 折れ

230 ９３ 虎〃 虎夕 8０ 2０ ４ 〃〃 ′〃

2３１ ９４ 〆〃 木 端 1５９ 2７ １ ′〃 切る

2３２ ９５ '〃 虎〃 1３０ 2５ ２ 〃〃 ′〃

233 ９６ "汐 次〃 1２７ 2６ ２ ／〃 ﾉゾ

2３４ ９７ ノア 〆〃 1３３ ２０ 〃〃 〆〃

2３５ ９８ 〆〃 〃汐 1４４ 1５ １ ′〃 次〃

2３６ ９９ "汐 曲 物側板 1２０ ４４ １ ′〃 削る ノコギリ目・有孔

2３７ 1００ "〃 次〃 ２５０ 5０ ３ 役〃 〆〃 ′〃

238 5２２ "〃 ′〃 ２２５ ２５ ２ 〆〃 '〃 ２枚一括

2３９ 5２３ "〃 木 端 9０ 2０ １ ノア 切る 皮〃

1４０ 6６５ "〃 切 端 ７４ ４５ 3０ 桧 力 〃〃

ｌ４１ 6６６ 皮夕 削 屑 ２２５ ３５ ８ 杉 削る ２点一括

1４２ 6９９ ′〃 曲 物側板 ２００ 5０ 3０ 〆’ ﾉア 切目・５点一括

143 7００ 〃〃 切 端 7０ 5８ 3２ ′〃 切る 角材

2４４ 7０１ '〃 切 端 力 1００ 8０ 3０ 〃〃 〃〃 〃 ・切込

2４５ 7０２ 〃〃 切 端 ７０ ４８ 4４ 栗 "〃 ／〃

2４６ ７０３ 〃〃 〆〃 ７５ 3６ 3０ 杉 ﾉア 〆〃

2４７ 7０４ ′〃 杭 状 ２３０ 6０ 4６ 不 明 削る 丸材

248 7０５ 〆' 杭 1９５ ４０ 栗 〆〃 〆〃

2４９ 7０６ ′〃 切 端 1８０ 8０ 3５ 楢 '′・切る '′・切込

2５０ 7０７ グク 〃〃 1００ ３５ 1７ 杉 切 る 灰〃

2５１ 7０８ タグ 戎〃 １１０ ４２ 3７ 栗 〃・罫lる

２５２ 7０９ 〆〃 戎〃 1４５ ７５ 1９ 杉 〃・削る 板材

２５３ ７１０ ′〃 タグ ９２ 9０ １２ 〆’ 〆〃 〆〃

2５４ ７１１ 皮〃 虎〃 9７ ４２ 1４ ′' 〆〃 〆〃

2５５ ７１２ 〆〃 虎' 4８ 4０ 1４ 〆〃 虎〃 次〃

２５６ ７１３ 〆' ﾉソ 1０６ ２５ 栗 力 〃・削る 丸材

2５７ ７１４ 〃〃 木 片 ２７５ 1０ 2７ 杉 〃。割る 焼け（コッパ）

258 ７１５ ′〃 〆〃 1６０ 6５ ５ ′' 削る。〃 (コッパ）

259 ７１６ 戎〃 戎〃 2３０ 6０ ６ 〃汐 ノア 虎〃

260 ７１７ 〆グ 次' 1５０ 5５ 1５ 〆' 割る 皮〃

2６１ ７１８ 〃〃 次〃 １１０ 3０ ５ ′〃 削る ′〃

2６２ ７１９ ′〃 ノア ２２０ 4５ 1２ 〆〃 〆〃 焼 け

2６３ ７２０ ′〃 木 端 1０５ 3５ ４ 〆〃 切る ３点

2６４ ７２１ 〃〃 戊夕 1８０ 4５ ３ 戎〃 〆〃 板 状

265 ７２２ ノア 木 片 4５ 1２ １０ 栗

266 ７２３ 〃汐 樹 皮 3０３ 1００ ３ 杉 切る 両端切り

267 ７２４ 灰〃 面 取棒 380 3０ 1２ 〃汐 削る。割jる 〆〃

268 ７２５ 皮〃 〆〃 380 3２ 1５ 栗 ′〃●〃〃 "汐

269 ７５５ 内漆1－１０ 桟 状 1８５ ２１ 1２ 杉 力 切る。割jる

2７０ ５９９ 内湧き１－１１ 板 状 ２８７ 3８ ２ 杉 〃・削る 曲物側板力

2７１ ６００ 〆〃 虎〃 ３１２ 2５ ４ 〆〃 虎'●虎〃

2７２ ６０１ 〆〃 木 端 １４７ 1５ ３ 〆' 削る

2７３ ６０２ ′〃 ノク 5０ ２１ ２ 皮' 我〃 ２点一括

2７４ ６０３ ノア 木 片 1６０ 3５ 1３ 栗 力 割る

2７５ ６２９ 内漆１－１１ 曲物側板 ４１０ 5８ ２ 杉 削る ３点一括

276 ６３０ ′〃 ﾉア ８０ 1８ １ ／〃 ′〃 ４点一括

2７７ ６３１ 〆' 曲 物力 ７２ 2３ ４ ′〃 ′〃 ２点一括

2７８ 6３２ ′〃 虎〃 1５８ １１ ２ ′〃 虎〃

2７９ ６３３ ′〃 '汐 2７０ 2９ １ 次〃 我〃

280 ６３４ ノア 板 2６２ 5０ １０ 〃〃 〃。切る

2８１ 6３５ '汐 〃汐 1７０ 7４ １０ 次〃 ﾉア
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覧表

１陶磁器とその年代

発掘調査の結果、検出された遺物は前章までに記述した如く陶磁器、土製品、石製品、木製品、

金工品である。これらのものの内容を具体的に言うならば、陶磁器では中世陶器・青白磁・染付・

瀬戸系施粕陶器・瓦器・カワラケなどと少量の近世陶器からなる。この内、中世陶器は言うまで

もなく中世のものであり、その他の青白磁・染付・瀬戸系施軸陶器・カワラケなどは近世にも同

類はあるがここでの遺物は中世に限られたものであった。また少量の近世陶器は遺跡との関連が

明らかにできない事を指摘しておいた。

検出された中世陶器は「須恵器系中世陶器」と「査器系中世陶器」と区分されるもので、前者

は珠洲系或いは珠洲焼そのものを主体とし、僅かに笹神系のものを含んでいる。後者は加賀・越

前系のものであり笹神系のものは認められない。

日本の中世とは鎌倉時代から江戸幕府を開くまでの約400年間であり、それは13世紀から16世

紀の間に当たる。日本の縄文土器が世界最古の焼物であり、その文化は、弥生時代、古墳時代、

古代を通じて日本古来の焼き物の伝統と、大陸系の技術に相待って古代即ち奈良・平安時代には

陶芸の世界に高度な製作技術と多様な器種を生み出すに至った。しかしながら律令制の敗退と王

朝文化の衰退は、陶芸の世界に於いても同様であり、中世における焼物は僅かに須恵器の系統を

残した「須恵器系''１世陶器」と灰jWl陶器の流れである「萱器系巾世陶器」が生活関連用具の饗・

壷・鉢を'''心とした陶器に復活し、催かに祭祁用の施軸陶器が瀬戸古窯で生産された。ここで、

｢須恵器系中世陶器」または「萱器系111世陶器」としたものを、県内では前者を「珠洲焼」或い

４８自然遺物

9０

Ⅲ まとめ

表４９出土うつわ一覧表

須恵器系

喪 壷 鉢

萱：

聖

号系

鉢

亙 器

壷 鉢 蓋 火器

磁
磁

青
白 染付

施袖
陶器

土師質
土器

近世
陶器

漆器

椀皿

図示あり 4７ 3４ 5８ ２１ ７ 1０ １ １ 1５ 2９ ８ 1４ 3４ ５ 3１

図示なし 1１０ 3２ 5０ 1９ ２ ９ ９ １ 156 ６ 1

小計 1５７ 6６ 1０８ 4０ ７ 1２ １ １ 2４ 3８ ９ 1４ 190 1１ 3２

合計７１０

番
号

遺物
番号

出十位置 種類 数量

１ 271 ＳＥ－７６ モ モ 種 子 1

２ 292 ＳＥ－ｌＯ２ ウリ科〃 7７

３ 563 ＳＥ－５７ モモ〃 1５

４ 572 ＳＥ－８２ モ モ 〃 １

５ 587 ＳＥ－８３ モモ” １

６ 588 内濠1－８ モモ" １

７ 589 ﾉア オニグルミ〃 １

８ 643 内濠1－１１ モモ" １



(ま「珠洲系」と称し、後者を「常滑系」又は「越前焼」と称していることが多いものである。こ

こでは「須恵器系」又は「査器系」として報告した。現在では県内唯一の中世古窯として北越後

の五頭山麓に笹神古窯が知られ、幾つかの支群を保ち、須恵器系または査器系の双方が生産され

各地に供給された事が知られている。これら中世陶器の髪・壷鉢の器形を模式図にして第52図に

示した。現在各地の遺跡から出土する中世陶器はその地域や時期によって様々な変遷を見、１３～

14世紀を通じて北越後一帯では笹神古窯の「須恵器系」又は「査器系」陶器が主体をなし、信濃

川流域では珠洲焼きそのものと見られる須恵器系陶器が多く、僅かに笹神古窯の製品が入込むか

に見受けられる。そして加賀・越前系の移入は前者に後続するものと考えられる。

前章で出土遺物の時期や年代などに付いては触れて来なかったのでここで検討したい。検出さ

れた陶器の殆どが細片で検討出来るものは少ない。須恵器系陶器は同編年に基づけば次ぎの様で

ある。またこれらの他、「北沢系」としたものはⅡ～Ⅲ期に相当するもので13世紀のものであろ

う。

１期５０３（髪）

Ⅱ期３３．３７．５０４．５１２（髪）

Ⅱ～Ⅲ期６９（壷Ａ）２５３（鉢）

Ⅲ期２９５（壷Ａ）５４８（鉢）

Ⅲ～Ⅳ期５３４（壷Ａ）

Ⅳ期１１（髪）５４０（壷Ｂ）

Ⅳ～Ｖ期１８４（饗）２８５．５４９～553（鉢）・５３９（壷Ｂ）

Ｖ期５０５．５０６（饗）５５６．５５７．５６１（鉢）

Ｖ～Ⅵ期５２４（壷Ａ）

Ⅵ期146（髪）５５４．５５６（鉢）

Ⅶ期５５５（鉢）

加賀・越前系陶器は同編年に基づけば次ぎの様であり、６０４（鉢）はⅦ期、５８５（髪）、１６．

６００．６０１（鉢）はⅦ～Ⅷ期に相当する。なお確証はないが596の饗は18世紀の所産と推定される

ものであるが、遺跡との係わりは不明である。

瓦器系（瓦質系）のものの内、これまで鉢類は須恵器系壷Ａ類とセット関係で墓吐などからの

出土を見、また火器も城館吐などからの報告を見るが、筆者等にとって300の壷形器種は初見の

ものである。かっては瀬戸内を中心にした西日本特有のものとも考えられていたが、県内及び山

形・秋田県での出土が見らろる。これらの産地も不明であり、時期的にも不確定な所が多いが、

602.624の鉢は14～１５世紀の要素を踏まえるもので、須恵器系からの過度的な産物とは考えられ

ず、今後の課題としたい。火器としたものの大方は暖房具としての手炎りであり，一部は茶の湯

に纏わる風炉である。しかしながらここでは風炉の要素となる窓部分を見るものはない。

舶載陶磁器は少なくとも12世紀末には北越にも入ったことが経塚資料などから知られるが、食

器としての碗・皿の移入は主に１５世紀以後に多くなる。ここに検出された青磁の殆どは細片であ
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り形態を見極められないが、１５～16世紀の範晴に部類するものであり、染付は16世紀の前葉と後

半のものとである。

豊富な木製品の出土を見た遺跡の一つに数えられる。建築用材を除いた日常用品では折敷、曲

物、箱物、木栓、串、形代などの白木のものと、椀、Ⅱ、陽物などの他、容器の一部と見られる

ものに漆塗りがある。この塗物には椀とⅢが圧倒的に多い。椀・皿の漆器は各地によって相違は

あろうが、関東では13世紀前半と14世紀中葉頃の２回の画期が考えられると言われている［穴戸

;1986]。また北陸においても最も古い椀は黒塗り無文の椀で、１２世紀後半に位置付けられ、赤漆

によって施文された椀は13世紀に入っての出現で、総高台、輪高台のⅢも13世紀になってからの

出現で、１４世紀末頃まで存続する［四柳；1986］。１５世紀には全国的に見ても少なくなり、特に

１５世紀前半には資料はなく、その後16世紀には増加する。当遺跡で出土した椀類は底部と高台の

形態がそれぞれ薄造りで低いものと、厚造りで高いものとの２通りに区分でき、Ⅲに付いても高

台の形態から２通りに区分できる。ここでは詳細な検討の時間がないが、新旧２通りの時間の中

にあるものであり、それらは14世紀に中心を置くものとしておきたい。

石臼は言うまでもなく五穀などを粉末にしたり、胡麻油を絞るためのもので、摺鉢にとって変

わったものである。石臼に関する報告例は、近年各地にあり最も古い事例では関東における八王

子城からのものがあるが［註１］、編年的には不確かであり、従ってここでは15世紀以降の所産

と考えておきたい。

木製品では生活川具と生産関連用具が多い。これらの他、串、形代などの呪術関連用具がある。

ハシ状木製品としたものの多くもこの串と見{故される。串の多くは大地に刺して結界などとし、

あるものは占いの篭とした顎が考えられる。形代のうち刀形は悪魔を払う魔除けであり、舟形は

疫病や災いを流し出す役Ｈを果たした。この他、遊具の独楽や羽子板がある。中世では独楽は

｢胡魔」で夷秋すなわち西城の悪魔であり、独楽に鞭打つ事によって悪魔を倣ったとされた。羽

子板は「胡鬼板」と称し、羽根突きは「胡鬼子勝負」と呼ばれ、胡鬼の子が子供に取り付かない

ように相互に倣ったとされたもので、これらが遊戯になったものである。

２遺構に付いて

多数のピットと相当数の柱根を検出したにも係わらずこれらの中で建物を把握しきれなかった。

このことは時間的な制約と経験不足による所のものであり、報告した幾つかの柱列は建物になる

ことは疑いないものである。機会を見て再検討をしたいと考えている。

多数の井戸が検出されている。一般的にはそれぞれが建物に付随するものであることは言うま

でもない事であるが、ここでは建物のエリア外の特定の箇所に集中して存在している。しかもこ

れらが狭い範囲に多くが存在し、或るものは重なりあって検出されている。このことは必ずしも

良水に恵まれなかった事も伺われ、またこれらの井戸が意識的に埋め戻された形跡のものはない

が、事あるごとに掘り替えられたものと推定することが出来る。
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表５０周辺の城館跡一覧表
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二重の濠があり、これを内濠、外濠と称したが言葉から来るイメージとしては適格ではなかっ

た。内外濠の間に郭などのスペースは無く、細い凌ぎを残して連なる濠である。この様な二重の

濠はこれまでの所、県内での類例は見られない。僅かに福島県須賀川市の「蛭館」に二重の掘を

見るに止まると聞く［註２］。ところで当遺跡の二重の濠が果たして同時に存在したものであろ

うか検討して見たい。異例とも言える事であるが双方の濠より一片の陶器片も検出されていない。

しかしながら濠の上層部の包含層からは、例えば507.508などの須恵系の陶器片が相当数検出さ

れており、これらが後の撹乱によるものにせよ陶器以後の濠では有り得ない。濠出土のものに漆

器がある。内濠外濠共に前述した２通りの時期と考えられるものが検出されており優劣を定めに

くい。濠そのものの構造から見ると、幅員差はあれ確実に並列しまたその深さも同一である。濠

に重複する複数の井戸遺構がある。ＳＥ-74号。８５号。100号でありこれらとの係わり合いを見る

と、まず74号は内濠の上に掛り内濠埋没後に掘削されたのもである。８５号。100号は双方の凌ぎ

部分に位置し、前者は内濠側に、後者は外濠側に位置し共に濠の掘削によって破壊されたもので

あることが判明する。これらの井戸遺構からの出土遺物である程度の時期を推定できるものはＳ

Ｅ-74号では112の査器系饗即ち越前の髪である。胴部の細片であるがその他の一連のものと同

様に16世紀のものと推定される。一方ＳＥ-85号からは174の漆器椀である。低い高台と薄肉で広

い見込み造りから、当遺跡出土の漆器では最も古式と考えられるものであり、１３世紀の所産であ

ろう。ＳＥ-100号からの出土遺物はない。濠内に掛けられたものと推定される橋脚とそれに係わ

るものの位置が３ｍ程ずれている。電光形の橋梁があっても不都合ではなくここでは二重の濠が

備わっており、その時期は前記井戸からの出土遺物の時期に当たるものであり、遺跡自体の存続

は更にこの時期の前後に跨がるものであるが、１６世紀を下るものとは考えられない。

３おわりに

上幅９ｍを測る二重の濠の出現でこの遺跡が城館吐である事が確実となった。そしてこれが文

献で知られる和納城であった事は間違いあるまい。当調査地点がこの濠に囲まれた北東の隅に当

たり濠外には全く遺構を見ないことから最も外周にあたる位置である。巻頭の『確認調査報告書」

では「二の廓…別廓」と推定しているが、それはともかくここでは方形プランの一角が現れた。

今この区域の古地籍図からも全く旧状を読み取る事はできない。そしてこの城館吐の営みは前述

した遺物から13世紀の後半から16世紀後半に及ぶものである事が知られる。

和納の初見は書写ではあるが、元暦元（1184）年、後白河院庁下文之写（国上寺累代記録写）

に「庄内七箇条」として、「中条・矢作条・船越条・下条・上条渡部条・仁勝条・和納条」が見

える（新潟県史；資料編5-2819）。また下って天正五（1577）年、上杉家古文書には和納伊豆

守の名が見える（越佐史料巻五十二月二十三日の項）。和納城が歴史上に現れるのは天正八

(1580）年、上杉景勝書状であり、「小国石見守加勢之儀申越二付而、先日安部二介二人数相添差

越候、然者二介与令二談合一、和納へ及二調議一、二之廻輪迄取破、巣城計成之引除之由簡要候、

雌下無二申迄一候上、前々之事者、縦如何様に石見守手遣之子細候共、此上者天神山無力与云、
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就レ中彼家来之者共、若輩故、無二正体一由、其聞候間、身のかたへの志二、彼地堅固之様二、

畢寛父子意見頼の事候、自然天神山教示凶事も出来候てハ、槌父子手前之備も可‘,為二勃労一候

条、不“可し過二分別一候、云々」とある。これによれば、天神山城主小国石見守が加勢を求め

たので、景勝は坂戸城将安部二介に兵を授けて派遣し、和納城の二之廻輪まで突入している。越

後を動乱の渦に巻き込んだ御館の乱の事である。この攻防戦に関しては「岩室村史」に詳しく報

じられているところである。

当調査の結果、当館吐は少なくとも13世紀後半には存在したことは確実で、後世の書写文書と

は言え国上寺累代記録写の年代に少しは近寄った。そして天正八（1580）年夏には陥落したもの

と考えられており、検出された遺物の年代とも符合する。しかしながら中世の300年間の記録が

前記のものに止まると言う事は余りにも空しい事である。

現地調査から当報告書の作成まで長い時間を経た。私たちに与えられたものは極く限られたも

のであり、厳しさの中での作業となった。従ってデータ・論考ともに不充分な点があることを率

直に認める。大方の叱吃を甘んじるものである。しかしながらこのささやかな報告書でそれこそ

幻ともいえる和納城が現実のものとなり、地域の方々にとって何等かの糧になれば望外の幸であ

る。

またこの間、御教導、御支援下された多くの方々へ紙面を借りてお礼申し上げる次第である。

19973川上貞雄
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